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序

　日本原子力研究所と高エネルギー加速器研究機構は，平成１８年度末

の完成を目指して，加速した陽子から生み出される二次粒子を利用し

て，様々な分野で最先端の研究を行うための施設である大強度陽子加

速器施設（������）の建設を東海村村松白根地区において進めていま

す。

　この事業予定地内には埋蔵文化財包蔵地である村松白根遺跡が所在

します。

　財団法人茨城県教育財団は，日本原子力研究所と高エネルギー加速

器研究機構から埋蔵文化財の発掘調査について委託を受け，平成１５年

４月から平成１６年３月まで発掘調査を実施しました。

　本書は，村松白根遺跡の調査成果を収録したものです。本書が学術

的な研究資料としてはもとより，郷土の歴史に対する理解を深め，ひ

いては教育・文化の向上の一助として御活用いただければ幸いです。

　なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である日本原

子力研究所と高エネルギー加速器研究機構から多大な御協力を賜りま

したことに対し，厚く御礼申し上げます。

　また，茨城県教育委員会，東海村教育委員会をはじめ，関係各位か

らいただいた御指導，御協力に対し，感謝申し上げます。

平成１７年３月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　齋 藤　佳 郎



例　　　　言

１　本書は，日本原子力研究所及び高エネルギ－加速器研究機構の委託により，財団法人茨城県教育財団が平

成１５年度に発掘調査を実施した，茨城県那珂郡東海村村松白根１４６番地の２５ほかに所在する村松白根遺跡の

発掘調査報告書である。

２　発掘調査期間及び整理期間は，以下のとおりである。

　　調査　平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日

　　整理　平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日

３　発掘調査は，調査課長川井正一のもと，以下の者が担当した。

　　首席調査員兼第２班長　　　鯉　渕　和　彦

　　首　　席　　調　　査　　員　　　荒　井　保　雄

　　主　　任　　調　　査　　員　　　飯　島　一　生

　　主　　任　　調　　査　　員　　　後　藤　一　成

　　主　　任　　調　　査　　員　　　皆　川　　　修

　　主　　任　　調　　査　　員　　　芳　賀　友　博

　　主　　任　　調　　査　　員　　　寺　内　久　永

４　整理及び本書の執筆・編集は，整理第二課長鶴見貞雄のもと，主任調査員芳賀友博が平成１６年４月１日～

平成１７年３月３１日まで執筆・編集，主任調査員寺内久永が平成１６年４月１日～９月３０日，平成１７年２月１日

～３月３１日まで執筆を担当した。執筆分担は，以下のとおりである。

　　芳　賀　例言・凡例・抄録，第２章第１・２節，第３章第１・２・３節１，２，４，５（１）（３）（４）（５）

（６）（９）（１０），第４節１，２（１）（２）（３），３

　　寺　内　第１章第１・２節，第３章第３節３（１）（２），５（２）（７）（８），第４節２（４）（５）

５　本書の作成にあたり�中・近世における製塩跡の文献史料については東海村文化財審議委員の佐藤次男氏，

炭素年代測定については名古屋大学助手の小田寛貴氏，人骨・獣骨の同定については国立歴史民俗博物館考

古研究部教授の西本豊弘氏，貝集積地と貝の分類についてはひたちなか市文化・スポーツ振興公社所長の鈴

木素行氏，中世の生産遺跡と出土遺物については国立歴史民俗博物館考古研究部助教授の小野正敏氏，古銭

については堺市立埋蔵文化財センター学芸員の嶋谷和彦氏，金属製品の�線撮影については財団法人とちぎ

生涯学習文化財団栃木県埋蔵文化財センター主査車塚哲久氏にご指導いただいた。

６　出土遺物の自然科学分析はパリノ・サーヴェイ株式会社，枝銭の成分分析と鉛同位体比測定は，国立歴史

民俗博物館情報資料研究部助教授の齋藤努氏，助手小瀬戸恵美氏に依頼した。成果は付章として巻末に掲載

した。



凡　　　　例

１　地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を準拠し，Ｘ＝＋５０，１２０ｍ，Ｙ＝＋６８，７６０ｍの交点を基準点

（Ａ１�１）とした。なお，この原点は，世界測地系による基準点である。

　　この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々４０ｍ四方の大調査区を分割し，さらに，この大調査区を東

西・南北に各々１０等分し，４ｍ四方の小調査区を設定した。

　　大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ…，西から東へ１，２，３…

とし，「Ａ１区」，「Ｂ２区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へ�，�，�… �，西から東へ

１，２，３…０とし，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１�１区」，「Ｂ２�２区」のように呼称した。

２　土層観察と遺物における色調の判定には，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

３　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

　　遺構　ＳＨ－釜屋　ＳＮ－鹹水槽・粘土貼土坑　Ｓ�・ＳＢ－建物跡　ＳＫ－土坑 ＨＫ－整地面

　　　　　ＳＤ－溝跡・土樋　ＳＭ－貝集積地　ＳＸ－不明遺構　Ｐ－柱穴　Ｐｇ－ピット群

　　遺物　Ｐ－土器・陶器　ＴＰ－拓本記録土器　ＤＰ－土製品　Ｑ－石器・石製品　Ｍ－金属製品・古銭

　　　　　Ｇ－ガラス製品　Ｂ－骨角製品・貝加工品　Ｔ－瓦

　　土層　Ｋ－撹乱

（１）釜屋とは竈を築き鹹水（濃い塩水）を火で煮詰めて塩を作るための建屋をいう。釜屋の中央部には竈，

その周囲や屋外に鹹水槽が位置する。釜屋に伴うと判断される屋外鹹水槽は同じ製塩区域の中で報告した。

（２）建物跡は黒色土を中心に構築された締まりのある平坦な面と炉跡，それに伴う規則的に配列された柱穴，

その生活面から遺物が検出された範囲とした。住居と掘立柱建物の性格をもつ。

（３）整地面は黒色土を主体とする盛土によって構築された締まりのある平坦な面と，それに伴う遺物が検出

された範囲である。

４　遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

（１）遺構全体図は５００分の１，製塩区域は２００分の１，遺構は８０分の１，または１２０分の１に縮尺して掲載した。

（２）遺物は原則として３分の１の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合がある。

（３）遺構及び遺物の実測図中の表示は次のとおりである。

　　　　　　　　　　灰・施釉・褐色砂　　　　　　　　　　　　　　　　黒色土・油煙・煤

　　　　　　　　　　　火床面・焼砂・貝付着　　　　　　　　　　　　　　粘土・炭化材

　　●土器・拓本記録土器　　　　○土製品　　　　□石器・石製品

　　△金属製品・古銭　　　　　　▲瓦　　　　　　■骨角製品

　　☆ガラス製品　　　　　　　　★貝加工品



（４）当遺跡から検出された遺構の土層解説は，色調，含有物の種類と量，粘性，締まり具合などを観点にし，

下記のように番号化した。

　　　１は砂Ａ層　　５Ｙ　７�２　灰白色 貝殻片微量で白砂が主体である層

　　　２は砂Ｂ層　　５Ｙ　４�２　灰オリーブ色 炭化粒子・貝・黒色土Ｂ微量で砂質層

　　　３は黒Ａ層　　５Ｙ　２�１　黒 炭化物・炭化粒子・貝が少量，灰が微量含まれ，黒色土と

混ぜて作られた層で，主に当遺跡では遺構の構築に使用さ

れた層

　　　４は黒Ｂ層　　５Ｙ　３�２　オリーブ黒 炭化物・炭化粒子・灰が微量に含まれた黒色の砂質層

　　　５は黒Ｃ層 上記の黒Ａ層と黒Ｂ層が混じるが，含有割合は黒Ａ層が上

回る層

　　　６は黒Ｄ層 上記の黒Ａ層と黒Ｂ層が混じるが，含有割合は黒Ｂ層が上

回る層

　　　７は粘土層　　５Ｙ　５�３　灰オリーブ 粘土ブロック多量，炭化粒子・黒Ａが少量，炭化物が微量

に含まれ，主に，鹹水槽や粘土貼土坑などの遺構を構築す

る際に使用された層

　　　８は焼砂層

　　　９は灰層

　　　１０は暗褐色土層 暗褐色土と山砂を混ぜ合わせた層で釜屋の構築などに使用

された層

（５）模式図については，調査で確認された段階を示したものである。

（６）遺構平面図の黒色土層の表示は，煩雑になるおそれがあるため省略した。

５　一覧表・遺物観察表の表記は次のとおりである。

（１）位置は遺構の占める小調査区範囲を表示した。

（２）標高は遺構確認面のレベルを記した。

（３）計測値の単位は，��，�で示した。なお，現存値は（　）で，推定値は［　］を付して示した。

（４）遺物観察表の備考の欄は，残存率や写真図版番号等，その他必要と思われる事項を記した。

（５）遺物番号については通し番号とし，挿図，観察表，写真図版に記した番号は同一とした。

（６）釜屋跡・建物跡・整地面の「主軸方向・長軸方向」は現存する形状や柱穴の配列等から主・長軸を判断

し，その主軸または長軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した。

　　（例 �－１０°－�）

（７）規模の欄の深さは，遺構確認面から火床または底面までの計測値を記した。

（８）平面形は現存している形状（鹹水槽は上端面）で判断し表記した。

（９）人骨の推定年齢については，以下のように区分した。

　　　新生児：生後１～４週間　　乳児：０～１歳　　幼児：２～５歳　　少年：６～１２歳　　

　　　若　年：１３～１９歳　　　　　壮年：２０～３９歳　　熟年：４０～５９歳　　老年：６０歳以上
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特　記　事　項主　な　遺　物主 な 遺 構主な時代種　別所収遺跡名

中世後半以降の大規模
な製塩跡を中心とする
生産遺跡である。それ
に伴うと考えられる建
物跡，畝状遺構，墓跡
等を確認した。
また，土師質土器，中
国製碗・皿，古瀬戸等
の陶磁器のほか１，７００
枚を超える古銭や枝銭
も出土しており，製塩
と集落の様相を明らか
にするための貴重な資
料といえる。また，永
樂銭の枝銭は本邦初の
出土である。

土師質土器（皿・内耳鍋），
陶磁器，金属製品（火打
金・釘・耳金・吊金具・
小 刀），古 銭，石 製 品
（五輪塔・宝篋印塔），砥
石，人骨

釜屋跡　　　　　２１軒
鹹水槽　　　　１９５基
土樋　　　　　　２条
製塩跡に組み込まれ　
ない鹹水槽　　１０９基
土坑　　　　　　３基

中世製塩跡村松白根遺跡

土師質土器（皿・内耳鍋・
香炉），陶磁器（甕・灰釉
丸皿・折縁皿・擂鉢・青
磁碗・白磁碗・染付皿・
天目茶碗），金属製品
（火打金・釘・小刀・笄・
鉄鍋），古銭（枝銭を含
む），石製品（硯），石器
（石臼・茶臼・石鍋・火
打石），骨角製品（笄・サ
イコロ），人骨，獣骨

建物跡　　　　　３８軒
整地面　　　　３３か所
畝状遺構　　　１か所
土壙墓　　　　１０９基
土壙　　　　　　７基
土坑　　　　　７３２基
溝跡　　　　　　３条
貝集積地　　　４７か所
集石　　　　　６か所
遺物集中地点　１か所
埋納遺構　　　１か所
ピット群　　　１か所
不明遺構　　　１４か所

中世集落跡
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第１章　調査経緯

第１節　調査に至る経緯

　日本原子力研究所と文部科学省高エネルギー加速器研究機構は，大強度陽子加速器施設の建設を進めている。

　平成１４年１月２５日，日本原子力研究所東海研究所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，大強度陽子加速

器施設建設地内における埋蔵文化財の所在の有無及び取扱いについて照会した。これを受けて茨城県教育委員

会は，平成１４年２月４・５日に現地踏査を，平成１４年２月２５・２６・２８日，７月３０・３１日，９月１７日，１１月２６日

～２９日，１２月５・６・１２・１３日，平成１５年２月４・５・７・１２・１７・１８日に試掘調査を実施し，遺跡の所在を

確認した。平成１４年１２月１７日，茨城県教育委員会教育長は，日本原子力研究所東海研究所長あてに，事業地内

に村松白根遺跡が所在する旨回答した。

　平成１５年１月２１日，日本原子力研究所東海研究所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，文化財保護法５７

条の３第１項の規定に基づき，土木工事等のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知した。茨城県教育委

員会教育長は，計画変更が困難であることから，記録保存のための発掘調査が必要であると判断し，平成１５年

２月４日，日本原子力研究所東海研究所長あてに，工事着手前に発掘調査を実施するよう通知した。

　平成１５年２月２４日，高エネルギー加速器研究機構長，日本原子力研究所東海研究所長は，茨城県教育委員会

教育長に対して大強度陽子加速器施設建設に係る埋蔵文化財発掘調査の実施について協議した。平成１５年２月

２６日，茨城県教育委員会教育長は高エネルギー加速器研究機構長，日本原子力研究所東海研究所長あてに，村

松白根遺跡について発掘調査の範囲及び面積等について回答し，併せて，埋蔵文化財の調査機関として財団法

人茨城県教育財団を紹介した。

　財団法人茨城県教育財団は，日本原子力研究所東海研究所長から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受

け，平成１５年４月１日から平成１６年３月３１日まで発掘調査を実施することとなった。

第２節　調査経過

　調査は，平成１５年４月１日から平成１６年３月３１日まで実施した。その概要を表で記載する。

　今回の調査では，遺構確認面の下層に何層もの遺構面が存在するので，遺構確認面の試掘を行い遺構面の数

の把握を行った。そして，最下層の遺構面を調査するまで重機を使用して表砂除去を行った。

　なお，調査期間中，新たな埋蔵文化財の発見があり，試掘調査とその後の協議が行われた。その結果，本遺

跡に属するものであることが確認され，調査区の再構成が行われた。
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第２章　位置と環境

第１節　地理的環境

　村松白根遺跡は，那珂郡東海村村松白根１４６番地の２５ほかに所在し，新川下流左岸の砂丘上に位置する。

　遺跡の位置する砂丘は那珂台地の東部に広がり，南は那珂川，北は久慈川に挟まれて南北に延びている。東

海村の海岸線は，昔から「千々乱風」の伝説や，かつて久慈川河口を北に曲げた「向渚」と呼ばれる砂嘴を発

達させるほど砂の供給が多い。この砂は那珂川などが上流から運んできたもので，北上する沿岸流によってさ

らに運ばれ，阿字ヶ浦から東海村の海岸に堆積し，砂丘を形成している。東海村の砂丘は比較的薄く堆積して

いる台地上の砂丘と，厚く堆積している海岸寄りの海岸砂丘に分けることができる。この海岸砂丘には，村内

の内陸側に位置する砂丘と海岸側に位置する二列の砂丘が確認できる。内陸側の砂丘の基底ができた時代は，

今から約３，０００～４，０００年前にさかのぼると推定される。その後，海が退き始め，ほぼ現在の海水準になると，

沖合に砂州が姿を現した後，砂が供給されながら発達し，海岸側の砂丘が形成されたといわれている��。海岸

砂丘の大部分は，大正２年以来の砂防林植栽事業で松林になり砂丘は固定されたが，汀線付近の新しい砂丘は

今でも砂が移動している。

第２節　歴史的環境

　現在のところ，中道前東
��������	

遺跡〈２〉，八幡後遺跡〈３〉から旧石器時代の剥片が採集されているが，明確な
������

形で遺跡は発見されていない。

　縄文時代の遺跡は早期から晩期までほぼ全時期に亘って確認されており，当地域が早くから生活の舞台とし

て利用されていたことがわかる。特に，阿漕ヶ浦や真崎浦，細浦は入り江となって穏やかな内湾を形成し，魚

介類などの食糧獲得の重要なエリアであった。これらの内湾の周辺には真崎貝塚〈４〉や
� � �

御所内貝塚〈５〉，
�����

平原
� � �

貝塚群〈６〉などが位置している。その他，久慈川右岸の南西に谷が入り込んだ台地縁辺部に石神外宿貝
��������

塚〈７〉，後期は堀ノ外遺跡〈８〉や
�����

東中宿 �遺跡〈９〉がある。
��������

　弥生時代の遺跡は，他の時代の遺跡と複合している場合が多く，弥生時代の遺跡自体はそれほど広い面積を

有していない。発掘調査された遺跡としては，須和間遺跡〈１０〉や
�����

部原北遺跡〈１１〉及び
�����

部原遺跡〈１２〉が挙
� � �

げられる。部原北遺跡の住居構成などから，弥生時代の集落構成はそれほど大きなものではなく，村内全域に

は小規模な集落が点在していたものと考えられる。

　村内の古墳群は舟塚古墳群〈１３〉，
����

真崎
� � �

古墳群〈１４〉，須和間古墳群〈１５〉，
�����

下ノ諏訪
� � � � �

古墳群〈１６〉，白方古墳
����

群〈１７〉，石神外宿古墳群〈１８〉，中道前古墳群〈１９〉，
��������	 
����

二軒茶屋古墳群〈２０〉の８か所が確認されている。
� � � � � �

　これらの古墳群は，大きく久慈川流域，細浦沿岸，真崎浦沿岸の３地区に多く分布している。古墳の中には

埴輪を有するものが多く，ほとんどの古墳から円筒埴輪の出土が確認されている。

　須和間古墳群周辺に位置する権現山古墳（前方後円墳，全長８７�）〈２１〉や別当山古墳（円墳，直径６０�）
������� ��	
��

〈２２〉が古い段階の古墳とされ，出土した埴輪から古墳時代中期に編年されている。また，最近調査が行われ

た愛宕山古墳（円墳，直径２５�）〈２３〉も出土遺物や埋葬形態から，古墳時代中期に位置付けされている��。
�����

　さらに古墳時代後期になると，舟塚古墳群や真崎古墳群，白方古墳群が形成され，その中でも，舟塚１号
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墳，部原古墳〈２４〉，白方古墳群などが調査されている。舟塚１号墳から出土した「手甲をつけた男子埴輪」と
� � �

核燃料サイクル開発機構東海事業所造成中に出土した「武人埴輪」は，当時の生活や葬送儀礼にかかわる貴重

な資料として注目される。村内の古墳群の形成時期を概略的に見ると，権現山古墳の築造後に舟塚古墳群や中

道前古墳群などにも墓域が移り，新しい墓域として勢力が分散した結果と推測される。

　奈良・平安時代の遺跡は，小澤野�遺跡〈２５〉，
� � � �

石橋向遺跡〈２６〉がある。各時代と同じように久慈川右岸
�������

の台地上や細浦，真崎浦沿岸に集中する傾向がある。確認された遺構や出土遺物などから，この地域は陸奥の

蝦夷征伐に関わる兵士や物質の輸送などとも関連し，常陸国府から陸奥へ通じる陸上交通及び海上交通の重要

な地域であったと考えられる。

　中世は，主として佐竹氏の支配下であった。佐竹氏は太田城や城下への物質の輸送に久慈川などの舟運を利

用していたと思われる。現在の照沼と村松の間には，真崎浦という入り江が広がっており，佐竹氏は早くから

真崎浦や村松・白方なども水上交通の要衝としてこの地を注目していたのである。当時，都から東国への航路

は，伊勢湾の大湊から武蔵国の品川に寄港，そこから鹿島，那珂湊を経て村松の港に着くこともできたのであ

る。こうした，海上交通の要地だったので，佐竹氏は義重の三男義澄の子義連を真崎の地におくり，義連は真

崎三郎と称し，真崎浦に突き出した半島に真崎城〈２７〉を構え，入り江に出入りする船の監視や沿岸漁民を支
������

配した。その後真崎城を拠点として南北朝の動乱期や戦国時代には，佐竹氏に従って各地を転戦して活躍し，

佐竹一門のなかでも有力な一族に成長した。

　１４９２年佐竹・山入氏の争乱である佐竹の乱の和議が成立すると，横領された佐竹領の調査書類である

「岡本家文書」（１４９３年）が作成された。その中の「当乱相違地注文写」によると，佐竹領の侵略を最も激しく
��������	

行ったひとりに石神城〈２８〉主の小野崎氏が挙げられる。小野崎氏は，秀郷流藤原氏の一流が太田郷に来住し，
�������

小野崎氏を名乗ったことにはじまる。小野崎とは，現在の地名でいうと常陸太田市端竜町で，水にも恵まれ早

くから開発の進行した地域であった。小野崎道盛は小野崎城を築き，その子道長は佐竹昌義に臣従し，佐竹氏

に仕えることとなった。そののち，子孫が石神，額田を拠点として居住した。

　また，「当乱相違地注文写」の中に，「村松塩竈まさき違乱」との記述がある。それによると佐竹氏は塩浜の

地を源頼朝によって取り上げられ，それにかわる製塩の地を北茨城や高萩の海岸地域に設けたが，１４８５年の磐

城常隆の佐竹領内への侵略によって，磐城氏に割譲してしまった。そのため残った村松の塩竈の果たす役割は

大きかったが，その塩竈も真崎氏が横領してしまったことが示されている。その後，真崎・小野崎両氏は１６０２

年の佐竹氏の秋田移封に伴って，当地方を去って秋田へ移ることになる。

『日本塩業体系』には，村松浜の農民十七人が役所に差し出した請負手形について書かれている。生産方法

や生産額は明らかになっていないが，農民十七人が共同で運上金上納を目的として製塩を行っており，自家消

費ではなく，販売を目的として製塩を行っていることがわかる。

　東海村の照沼・村松，ひたちなか市の馬渡・長砂・磯崎・阿字ヶ浦といった海岸沿いの村々に語り継がれて

いる「千々乱風」の伝説がある。それによると，江戸時代の初期ごろに大風が吹き続け，これらの村々が砂に

埋められて住めなくなり，その地を捨てて，集落ごとほかの土地へ移住したとされている。

「村松虚空蔵堂所蔵文書」（１６２３年）の中には，村松浜の居屋敷が大風で砂に埋められて迷惑しているため，
��������	�
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大神宮領内へ移住させてほしいと百姓十七名が連書している。それに対して，移住を承認した代官は書状を差

し出し，村松虚空蔵堂の領内に移っても，水戸藩へ納める年貢役と塩竈役は，間違いなく勤めることを請け負

うことが記されていたという。移住する以前の集落や，どこに移住していったかについても様々に伝えられて

いるが，確定できるだけの史料がなく，不明な部分も多い。南へ約３��に位置する沢田遺跡の発掘調査が行
� � �
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われ，直接集落の跡を示す遺構は確認されていないが，中世末から明治時代初めにかけての大規模な揚浜式製

塩所跡や人間や家畜を埋葬した跡が確認されている��。近世になると，関東の行徳と瀬戸内の赤穂を始めとす

るいわゆる十州塩が全国的に流通するようになり，水戸藩は，製塩技術をより発達した西国から導入しようと

試みた。『塩録』によれば，平磯（ひたちなか市）に製塩場を築き，平磯，前浜の村民に技術を習得させようと

したがあまり成功せず，この計画を立てた白石氏が去ってしまった。その後，『塩録』の著者となる石川氏が

受け継ぎ，次第にきれいな塩ができるようになったと言われている。しかし，何分にも益が少なく，そのうえ

製塩をする地勢ではないという理由から，製塩場を廃し製塩を止めるに至ったとされている。

　また，水戸藩は藩内にある海岸線に面した村落ごとに，砂浜に造られた塩釜数などの調査を行っている。調

査内容は，生産高，釜数，生産者などの項目で，すべて一工（塩釜の単位）ごとであった。寛政年間の調査結

果では，照沼村より前浜村（阿字ヶ浦）が盛んであったが，塩釜経営の実態は非常に不安定であったとされて

いる。また，塩釜経営も共同経営の場合が多いが，必ずしも同一人によるものではなく，年によって入れ替わ

ることも少なくなかったようである。しかし，これらの調査結果が確認できるのは東海村内の村落では照沼村

のみで，村松村では中世から製塩が行われていたにもかかわらず，残念ながらその実態は明らかになっていない。

　註）
１）東海村の自然調査会『東海村の自然』東海村教育委員会　１９９４年
２）飯島一生「愛宕山古墳　一般県道日立東海線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書」『茨城県教育財団文化財調査報告』
第１７７集（財）茨城県教育財団　２００１年３月

３）中根節男「沢田遺跡　常陸那珂港関係埋蔵文化財調査報告書１」『茨城県教育財団文化財調査報告』第５２集（財）茨城県
教育財団　１９８９年３月

� � 鯉渕和彦・新井聡 「沢田遺跡　常陸那珂港関係埋蔵文化財調査報告書２」『茨城県教育財団文化財調査報告』第７７集（財）
茨城県教育財団　１９９１年３月

� � 後藤哲也「沢田遺跡　一般県道水戸那珂湊線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書」『茨城県教育財団文化財調査報告』
第９５集（財）茨城県教育財団　１９９５年３月

� � 川又清明「沢田遺跡　国営常陸海浜公園整備事業に伴う埋蔵文化財調査報告書」『茨城県教育財団文化財調査報告』第１１５
集（財）茨城県教育財団　１９９６年３月

� � 眞崎紀雄「沢田遺跡　国営常陸海浜公園整備事業に伴う埋蔵文化財調査報告書２」『茨城県教育財団文化財調査報告』第１６１
集（財）茨城県教育財団　１９９９年３月
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・茨城県教育庁文化課『茨城県遺跡地図（地名表編）（地図編）』茨城県教育委員会　２００１年３月
・東海村史編さん委員会『東海村史 通史編』東海村教育委員会　１９９２年
・茨城大学人文学部史学第六研究室『東海村の遺跡』東海村教育委員会 １９８６年
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第２図　村松白根遺跡調査区設定図
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第３章　調査の成果

第１節　調査の概要

　村松白根遺跡は，十三詣で有名な村松虚空蔵堂の東約０．６��の日本原子力研究所東海研究所敷地内に位置し

ている。調査範囲は，大強度陽子加速器施設建設予定地内に南北に広がっている。遺構は，標高４�から標

高１０�の砂質土層の中で検出されている。

　調査区は便宜上，１～９区に分けた（第２図）。今回報告するのは，２～４区の３２，０６０��である。調査の結

果，中世後半以降の大規模な製塩跡と，それに伴うと考えられる建物跡，畝状遺構，土壙墓等が検出されてい

ることから，製塩にかかわった人々が生活していた集落跡であることが判明した。

　遺構は，釜屋跡２１軒，鹹水槽３０４基，建物跡３８軒，整地面３３か所，畝状遺構１か所，溝跡３条，貝集積地４７

か所，集石６か所，土坑７３２基，土壙墓１０９基，土壙７基，遺物集中地点１か所，埋納遺構１か所などが確認さ

れている。

　遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０��）で５２箱分出土しており，土師質土器（内耳鍋・皿・香炉），陶

磁器（甕・灰釉丸皿・折縁皿・擂鉢・青磁碗・白磁碗・染付皿・天目茶碗），金属製品（火打金・釘・耳金・吊

金具・小札・小刀・切羽・笄・鉄鍋・分銅），古銭（枝銭を含む），石器（砥石・石臼・石鍋），石製品（硯・五

輪塔・宝篋印塔），骨角製品（サイコロ・笄），人骨，獣骨（鯨・犬・馬）などである。

第２節　基本層序

　当遺跡は砂丘上に黒色土を主体とした盛土を生活面とし，そこに釜屋や建物を構築している。したがって，

砂層と盛土の堆積状況が明確な調査４区の東部（�１３�９区）において，最初の遺構確認面から最下の遺構確認面

までの土層観察を行った（第３図）。以下土層の解説を行う。

第３図　基本土層図
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　第１・３・９・１１・１３層は細砂や礫混り砂を主体とし貝殻片を含む砂層である。粘性・締まりはともに弱い。

層厚は主に４０～５０��で，層厚が２２０��になるものもある。これらは自然堆積したものと考えられる。

　第２・４・６・８・１０層は那珂台地地表層を構成する火山灰土層最上部の黒ボク土を主体に炭化物や灰，貝

殻片を混入させた黒色土層である。粘性は普通で締まりは強い。これらの黒色土は釜屋や建物の構築用土とし

て利用されている。層厚は５０～１００㎝である。なお，第２層の上面で最初の遺構が確認された。

　第５・７層は炭化物・粒子や灰を含む砂質土層である。粘性・締まりはともに普通である。主体は石英・長

石であるが，黒色を呈する安山岩の岩石片などが多く混在している。層厚は４０～４５��である。

　第１２層は，細砂を主体とした褐色の砂層である。粘性・締まりはともに弱い。層厚は２０～３０��である。な

お，この層以下からは遺構が確認されていない。
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第３節　遺構と遺物

１　製塩区域

　　今回の調査で，製塩跡２１か所を確認した。製塩跡の遺構としては釜屋，屋内・外鹹水槽，土樋等があり，

これらを製塩にかかわる施設のセットとしてとらえた。釜屋は濃い塩水を竈で煮詰めて塩の結晶を取り出す

施設で，釜屋内には竈，屋内鹹水槽がある。鹹水槽は濃い塩水を集めるためのものである。土樋は鹹水を屋

外鹹水槽から屋内鹹水槽へ送り込むためのものである。また，配置・主軸・重複から判断して，同じ釜屋に

伴うと推測された屋外鹹水槽は，同じ製塩跡の中で報告することとした。以下，遺構と遺物について記述する。

（１）製塩跡

第１号製塩跡（第４～９図）
位置　調査区中央部�１２�９区の標高８．４�の砂丘上に位置している。東に第２号製塩跡が確認されている。

第４図　第１号製塩区域
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確認状況　第１段階　砂をおよそ２．４�除去した標高８．４�から，釜屋と竈の範囲が確認された。

第２段階　約２０��黒色土を除去すると，釜屋内から灰と第１６号鹹水槽，第１６号鹹水槽の下層から

第２２号鹹水槽が検出された。

第３段階　約２０��黒色土を除去すると，第２５�・�号鹹水槽，�１～�１０が検出された。

第４段階　釜屋内の南東部の黒色土中から，第２６・２７号鹹水槽が検出された。

規模と構造　製塩跡の範囲は南北軸３２�，東西軸２４�である。製塩跡は釜屋，屋外鹹水槽（第１～３・２９・３９

～４１・４４・５８号鹹水槽）で，釜屋は竈，屋内鹹水槽（第１６・２２・２５�・�～２７号鹹水槽）で構成されている。

屋内鹹水槽は釜屋内の南部，屋外鹹水槽は製塩跡内の南部から東部にかけて位置する。

釜屋２区��－１（第５図）　長軸約１５�，短軸約１３�の長方形で，主軸方向は�－３８°－�である。釜屋は３０

～６０��ほどの黒色土を貼り付けて構築されている。壁際は３０～５０��ほどの黒色土を貼り付け，その外側には

山砂と暗褐色土を混ぜ合わせたものを版築状に積み重ねている。

　長径６．２�，短径６．１�の円形で，中央部に位置している。作業面からの深さは１２０��で，底面は皿状を呈し

ている。厚さ１０～６０��の黒色土を貼り付けて構築されている。底面は２面の黒色面が確認されており，上部

と下部の黒色面の間には約２０��の砂層が入っている。

　土層断面図中，第３層は釜屋を構築した黒色土�層である。第１層は最終操業面と初期操業面の間に堆積し

た層である。第１０層は釜屋を構築する際，山砂と暗褐色土を版築状に積み重ねた層である。

　ピットは１０か所である。�１～�６は深さ６５～８０��で，最終操業面の柱穴である。�８は深さ３５��と浅い

が，その他のピットは深さ５０～１００��で，初期操業に上屋を支えた柱穴と考えられる。

　屋内鹹水槽（第５・６図）は釜屋壁の上面から砂をおよそ１．２�除去した標高７．４�から，第１６号鹹水槽を検

出した。第１６号鹹水槽の下層からは第２２号鹹水槽，南部には第２５�号鹹水槽が確認され，第２５�号鹹水槽の下

層から第２５�号鹹水槽が検出された。また，竈の南壁際の黒色中からは第２６・２７号鹹水槽が検出された。

　第１層は砂�層を主体とした自然堆積の層である。第３・７層は鹹水槽を構築した黒色土�層と粘土層であ

る。

屋外鹹水槽（第７～９図）　砂をおよそ２．４�ほど除去した標高９�から，第１号釜屋の東部に広がる第１・

２・３・２９号鹹水槽を検出した。また，第１号釜屋の東南部の下層から，東西を主軸とする第３９～４１・４４・５８

号鹹水槽が検出された。

　第１層は砂�層を主体とした自然堆積の層である。第３・４層は黒色土主体の層で，粘土ブロックが混じ

り，鹹水槽を埋め戻した人為堆積の層と考えられる。

遺物出土状況　竈内から瓦片２点（平瓦），第１・２号鹹水槽から炭化材が出土しただけである。炭化材は釜屋

が焼失した際，釜屋の構築材などが流れ込んだものと考えられる。

第１段階 第２段階 第３段階 第４段階
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第５図　第１号製塩跡実測図
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所見　釜屋跡や鹹水槽の規模から，当遺跡内において最大規模の製塩跡と推測される。土層から最低２時期の

操業が考えられる。屋内鹹水槽を造り替える際，釜屋の南壁も南へ拡張している。また，釜屋内の最終操業面

から焼砂範囲が広く確認されていることから，本釜屋は焼失したと推測される。

　屋内鹹水槽は６基検出され，出土状況から第１６・２５�号鹹水槽が最終操業，第２２・２５�号鹹水槽が初期操業

に伴うものである。第２６・２７号鹹水槽は，第２２・２５�号鹹水槽が機能する以前に構築されていたと考えられる。

　屋外鹹水槽は９基検出され，出土状況から第１・２・３・２９号鹹水槽が最終操業に伴い，南北を主軸にしな

がら釜屋の東部に位置する。第３９～４１・４４・５８号鹹水槽は初期操業に伴うものである。屋外鹹水槽は，大量の

鹹水に耐えることができるよう構築材の粘土が厚く貼られている。また，南東部の足掛け石はいずれも海岸線

側の中段に組み込まれている。

　西に隣接する第２号製塩跡も大規模な鹹水槽を有することから，両跡ともほぼ時期を同じくして大規模に製

塩が営まれていたと推測される。時期は，出土遺物が少なく明確にすることができない。

第６図　第１号製塩跡屋内鹹水槽土層図
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第７図　第１号製塩跡屋外鹹水槽実測図（１）

A

A

A

A

BB

B

H13h2

H13h2

I12
d8

H13
j2

9.0m

A 9.0m

A 9.0m

B

A

9.0m

B

B 9.
0m

A
7.2m

9.
0m

1

1

3

3

3

7

11

3

3

7

3

3
3

7

7

7

7

7

SN1

SN3

SN2

SN39



―１４―

第８図　第１号製塩跡屋外鹹水槽実測図（２）

A

A

B

8.8m

A

A

6.8m

B

A

8.
8m

A
7.

2m

4

7

H13
i1

I12
b9

－S2m

I13b1

SN29

SN41SN40

4

4

4
7

3

2

4 1

7

3

7



―１５―

第２号製塩跡（第１０～１７図）
位置　調査区中央部�１３�４区の標高８．５�の砂丘上に位置している。西に第１号製塩跡が確認されている。

確認状況　第１段階　遺構確認面の標高８．５�から�号釜屋と�・�号竈の範囲が確認された。

第２段階　土層から，�号釜屋の範囲と�・�号竈の新旧関係が判明する。南東部から第１２・２１号

鹹水槽，�１～�４，西部から焼砂が検出された。

第３段階　南西壁際から第３０�号鹹水槽が検出された。

第４段階 第３０�号鹹水槽の下層から第３０�・�号鹹水槽，釜屋南部の黒色土面から第２８号鹹水槽，

�５～�９が検出された。

第９図　第１号製塩跡屋外鹹水槽実測図（３）

��������	
���

H13i2

H13j1

A 6.6m A

A

A

6.4m

SN44
SN58

7
7

1

m

4 15

6 16

1 13

2 25

5 16

6 14

2 13

2 10

9 20

cm cm

1

2

3

29

39

40

41

44

58

4.5

4.2

3.0

3.5

3.0

4.5

3.6

3.7

4.0

3.0

3.4

2.6

2.7

2.0

2.2

2.4

2.7

3.0

1.0

1.3

1.0

1.4

0.9

0.9

1.2

1.2

1.4

1 12

2 6  

3 7  

2 8  

1 12

N 18 E

N 21 E

N 3 E

N 23 E

N 58 W

N 51 W

N 62 W

N 61 W

N 68 W

H13g2

H13i1

H13g1

H12i0

I 1 2 c 7

I 1 2 b 8

I 1 2 a 0

H12 j0

H13h1



―１６―

規模と構造　製塩跡の範囲は南北２５�，東西軸１８�である。製塩跡は�・�号釜屋，屋外鹹水槽（第７・９・

１０・１１・１５・３１�・３１�・４７�・４７�～５０号鹹水槽）で，釜屋は竈２基，屋内鹹水槽（第１２・２１・２８・３０�・３０�・

３０�号鹹水槽）で構成されている。屋内鹹水槽は釜屋内の南部，屋外鹹水槽は製塩跡内の南部から東部にかけ

て位置する。

釜屋２区��－２�・�（第１１図） �号

釜屋は，長軸約８．２�，短軸約７．２�の不

定形で，主軸方向は�－４４°－�である。

釜屋は５～２０��の黒色土を貼り付けて

構築されている。�号釜屋は，長軸約

１３．５�，短軸約１０�の長方形で，南部に

は張り出し部をもつ。主軸方向は�－

４４°－�である。釜屋は１０～４５��の黒色

土を貼り付けて構築されている。

�号竈は長径３．６�，短径３．２�の楕円

形で，作業面からの深さは８０��である。

底面は皿状を呈している。厚さ１０～

１５��の黒色土を貼り付けて構築されて

いる。底面は２面の黒色面が確認され

ており，上部と下部の黒色面の間には

約１０��の焼砂層が入っている。�号竈

は，長軸５．１�，短軸３．５�の長方形と推

定され，作業面からの深さは現況で

８０��である。底面は皿状と推測される。

厚さ１０～２６��の黒色土を貼り付けて構

築されている。

　土層断面図中，第３・５層は�・�号

釜屋を構築した黒色土�層，第８層は�

号竈が再構築される前に堆積した焼砂

層である。

　ピットは９か所である。�１～�４は

深さ６０～８０��で，�号釜屋に伴う最終第１０図　第２号製塩区域
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作業面の柱穴，�５～�９は深さ５０～１００��で，�号釜屋の柱穴と考えられる。

　屋内鹹水槽（第１１・１２図）は釜屋内の黒色面と同じ標高７．７�から，第１２号鹹水槽が確認された。さらに，

第１２号鹹水槽の下層から第２１号鹹水槽，南西部には第３０�号鹹水槽が確認され，下層から第３０�・�号鹹水槽が

検出された。第２８号鹹水槽は釜屋内の南部の黒色土中から検出された。

　第１層は砂�層で自然堆積の層，第４・５層は黒色土�・�層で鹹水槽が埋め戻された層である。

屋外鹹水槽（第１３～１５図）　遺構確認面と同じ標高８�から第１０・１１・３１号鹹水槽，さらに南西へ約３�の位

置から第７・９・１５号鹹水槽，北東部にかけて約２０��砂を除去すると，第４７～５０号鹹水槽が検出された。

　第１・３層は�号釜屋を構築した黒色土�層，第３・４層は�号釜屋を構築した黒色土�・�層である。

遺物出土状況　土師質土器１１点，（皿類５，内耳鍋５，鉢１），金属製品３点（耳金１，古銭２），瓦片１点（軒

丸瓦）が釜屋内から出土している。耳金１点が出土しているが，竈での使用を考えると相当の本数が必要であ

り，釜屋廃絶後に遺棄されたものか埋土とともに混入したものである。釜屋内の黒色土中からは，貝を加工し

た漆喰の塊が出土している。

第１１図　第２号製塩跡実測図
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　第３０号鹹水槽からは土製品１点（土錘），金属製品１点（古銭），瓦片１点（平瓦），第５０号鹹水槽からは土師

質土器片１点（擂鉢）が出土している。第１０号鹹水槽から土師質土器片７点（皿），金属製品１点（古銭）が出

土している。

所見　本跡は釜屋の土層断面から大きく二時期の操業が考えられる。第２�号釜屋は�号釜屋を掘り込んで構

築されている。なお，�号竈は一回の造り替えが行われている。

　屋内鹹水槽は６基検出され，出土状況から第１２・３０�号鹹水槽が最終操業，第２１・３０�・�号鹹水槽が第１次

操業に伴うものである。第２８号鹹水槽は第２１号鹹水槽の前段階の鹹水槽であると考えられるが，第２号竈に近

すぎており，伴うものか判断しがたい。また，第３０�～�号鹹水槽は釜屋内の南西部に位置し，規模と形状と

も西側に位置する第１号釜屋跡と類似する。

　屋外鹹水槽は１０基検出され，出土状況から第７・９・１０・１１・１５・３１号鹹水槽が最終操業に伴い，製塩跡内

の北東を中心に４基位置する。第１０・１１号鹹水槽は大規模であると推測される。第１１号鹹水槽は大量の鹹水を

貯めることができ，そのため構築材の粘土は厚く貼られている。

　時期は出土遺物が少なく明確にすることができないが，第１号製塩跡と同様，最初の遺構確認面に構築され

ていることから，当遺跡内での最終段階の製塩跡と考えられる。

第１２図　第２号製塩跡屋内鹹水槽土層図
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第１３図　第２号製塩跡屋外鹹水槽実測図（１）

A

B B

A

B

B

A

A

B

8.6m

8.
6m

A
8.4m

8.
4m

A

A

8.6m

8.
6m

A
8.

6m

7

57

7

3

3

3

3

3

7

7

3

B

7

3

3

4

3
7

SN7

SN10

SN11

SN9

I13e3

-E3m

I13c5-E2m

I13a5

-E3m

I13
d4



―２０―

第１４図　第２号製塩跡屋外鹹水槽実測図（２）
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第１５図　第２号製塩跡屋外鹹水槽実測図（３）
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第３号製塩跡（第１８～２１図）
位置　調査区南部�１１�４区の標高約５．２�の砂丘上に位置している。北東へ約２０�の位置には，建物跡が確認さ

れている。

第１７図　第２号製塩跡出土遺物実測図（２）
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重複関係　第１２号建物跡の西部を掘り込んで構築し，上層には第１９号整地面が構築されている。なお，竈の南

西部は第１９号整地面に伴う第２２０号土坑に掘り込まれている。

確認状況　第１段階　砂を１．５�除去した標高５．２�から，釜屋と竈の範囲，第３４号鹹水槽が確認された。

第２段階　１０��黒色土面を除去すると，�１～�９が検出された。

第１９図　第３号製塩跡実測図
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規模と構造　製塩跡の範囲は南北軸８．８�，東西軸６．１�である。製塩跡は釜屋だけが確認され，屋外鹹水槽は

確認されていない。釜屋は竈，屋内鹹水槽（第３４号鹹水槽）で構成されており，屋内鹹水槽は釜屋内の南東部

に位置している。

釜屋２区 ��－３（第１９図）　黒色土の範囲は，長軸約９．８�，短軸約６．５�の不定形で，主軸方向は �－

３７°－�である。釜屋は厚さ５～１０��の黒色土を貼り付けて構築されている。

　竈は長径４．６�，短径３．５�の楕円形で，釜屋の中央部に位置している。作業面からの深さは５０��で，底面

が皿状を呈している。厚さ５～２０��の黒色土を貼り付けて構築されている。底面からは焼砂と灰が検出され

ている。

　土層断面図中，第３層は釜屋を構築した黒色土�層である。

　ピットは９か所である。�１～�９は深さ３０～５０��で，釜屋の上屋を支えた柱穴と考えられる。

　屋内鹹水槽（第１９・２０図）は，釜屋壁上面の黒色面から表砂をおよそ１．５�ほど除去した標高５．２�から検出

された。

　第５層は，第１９号整地面を構築する際に鹹水槽が埋め戻された層である。第３・７層は，鹹水槽を構築した

第２０図　第３号製塩跡屋内鹹水槽土層図
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黒色土�層と粘土層である。

遺物出土状況　土師質土器片２点（皿），金属製品３点（刀子１，古銭２）が出土している。５６５・５６７は北東部

の操業面，５７０・５７９は北西部の覆土中，５７３は中央部の覆土中からそれぞれ出土している。５７３は「開元通寳」，

５７９は「永樂通寳」である。

所見　本製塩跡は構築範囲が狭く，屋内鹹水槽も１基であることから，小規模に操業されていたか大量生産を

行わない初期段階の製塩跡と推測される。

第４号製塩跡（第２２～２６図）
位置　調査区中央部�１３�２区の標高約５．５～６．０�の砂丘上に位置している。

確認状況　第１段階　表砂をおよそ６．０～６．５�除

去した標高５．５～５．９�か

ら，釜屋と竈２基の範囲が

確認された。

第２段階　釜屋内の北部から焼砂が検

出された。土層から�号竈

が新しいことが判明した。

第３段階　黒色土面を除去すると，�

１～�１５が検出された。

規模と構造　製塩跡の範囲は南北軸１３�，東西軸

１２�である。製塩跡は第４号釜屋跡，屋外鹹水槽

（第５６・５７・６０～６３号鹹水槽）で，釜屋は竈２基だ

けが検出された。屋外鹹水槽は製塩跡内の南東部

を中心に位置している。

釜屋２区��－４（第２３図）　南北軸１１．８�，東西

軸１０．７�の不定形で，残存している黒色土から主

軸方向は�－２９°－�と推測される。釜屋は１０～

１８��の黒色土を貼り付けて構築されている。

第２２図　第４号製塩区域
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�号竈は長径３�，短径２．６�の楕円形で，釜屋内の中央部に位置している。作業面からの深さは６０��で，

底面は平坦である。厚さ１０～１８��の黒色土を貼り付けて構築されている。�号竈は長径３．８�，短径３．５�の円

第２３図　第４号製塩跡実測図
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形で釜屋内の西部に位置している。作業面からの深さは２５��で，底面は皿状を呈している。厚さ５～１０��の

黒色土を貼り付けて構築されている。

　土層断面図中，第１・４層は竈内に堆積した覆土で，第１層は砂�層を主体とした自然堆積の層，第４層は

黒色土�層である。第３層は釜屋を構築した黒色土�層である。

　ピットは１５か所である。�６は深さ３０��とやや浅いが，他は深さ４０～９０��である。�１～�６は竈周辺で

確認されていることから，上屋を支える柱穴の可能性がある。その他のピットは性格不明である。

屋外鹹水槽（第２４・２５図）　表砂をおよそ６．５�除去した標高５．５�の製塩跡内の南東部から第５６・５７・６１号鹹

水槽，北東部から第６０号鹹水槽，さらに砂を２０��除去した南東部から第６２・６３号鹹水槽が検出された。

　第１層は砂�層主体の自然堆積の層で，堆積状況から短期間で埋没したものと考えられる。第３・７層は鹹

水槽を構築した黒色土�層と粘土層である。

第２４図　第４号製塩跡屋外鹹水槽実測図（１）

6.0m

6.
2m

6.
2m

6.
6m1

1
1

7

7

3

3

7

3
SN56

SN57

SN61SN60

H13e2

-E1m

H13b3

-E1m

H13d2

-S3m

H13f1

-E1m

A

A A A A
AA

A



―２８―

遺物出土状況　石器１点（敲石）が，釜屋内の北東部の黒色

土中から出土しただけである。

所見　土層から二時期の操業が考えられる。�号竈が初期操

業で，�号竈が最終操業であると考えられる。釜屋内の壁部

に立ち上がりをもたない点で，他の釜屋との相違が見られ

る。

　屋外鹹水槽は６基検出された。検出状況から最終作業に伴

う第５６・５７・６０・６１号鹹水槽は，ほぼ北東に主軸を傾けなが

ら位置しており，その中でも第５６・５７号鹹水槽は大規模であ

る。

　最終操業面の不特定の場所から焼砂が検出されていること

から，本釜屋跡は焼失したものと推測される。焼失し操業が

打ち切られたのか，廃絶後に焼失したかは不明である。時期

は，出土遺物が少なく明確にすることができない。

第２５図　第４号製塩跡屋外鹹水槽実測図（２）
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第５号製塩跡（第２７～３７図）
位置　調査区中央部�１２�７区の標高約８．２�の砂丘上に位置している。東には第６号製塩跡が確認されている。

確認状況　第１段階　表砂をおよそ３．８�除去した標高８．２�から，暗褐色土で区画された黒色土の範囲と�号

竈，釜屋南西部から第２号土坑，�１～�５が検出された。

第２段階　１０��黒色土を除去すると，�号竈，第９号鹹水槽，第二次操業面から焼砂，灰が検出

された。

第３段階　１０��黒色土を除去すると，釜屋の東部の黒色土中から第１４・１６・１７号鹹水槽，�６～

�１３が検出された。

規模と構造　製塩跡の範囲は南北軸３７�，東西軸１８�である。製塩跡は釜屋，屋外鹹水槽（第６・８・１３・１８

～２５・４０・６７～７１号鹹水槽）で，釜屋は竈２基，屋内鹹水槽（第９・１４・１６・１７号鹹水槽）で構成されている。

屋内鹹水槽は釜屋内の南東部，屋外鹹水槽は製塩跡内の北部から東部にかけて位置している。南西部には第２

号土坑（４区）が構築されている。

釜屋４区��－１（第２８図）　長軸約１５．２�，短軸約１１．１�の不定形で，北東部と南西部で大きな張り出し部を

もっている。主軸方向は�－３２°－�である。釜屋は厚さ１０～６０��の黒色土を貼り付けて構築されている。壁

際は５０��ほど黒色土を貼り付け，その外側には山砂と暗褐色土を混ぜ合わせたものを版築状に積み重ねている。

　竈�号は長径４．８�，短径４�の楕円形で，釜屋内の中央部に位置している。操業面からの深さは５０～６０��

で，底面は平坦である。�号竈は厚さ最大で９０��の黒色土を貼り付けて構築されている。�号竈は長径４．９�，

短径４�の楕円形である。�号竈は厚さ１２～６０��の黒色土を貼り付けて構築されている。底面は３面の黒色

面が確認されており，第１次面と第２次面の黒色土層の間には約２０��の灰層が入っている。

　土層断面図中，第３層は釜屋を構築した黒色土�層である。竈の第１次面と第２次面の黒色土層の間には，

焼砂層である第９層が入り，この層を境に最終操業面と第二次操業面に分けることができる。また，第二次操

業面と第三次操業面の黒色土層の間にも砂�層が確認でき，この層を境に初期操業面と第二次操業面に分ける

ことができる。第１０層は釜屋を構築する際，暗褐色土と山砂を版築状に積み重ねた土層である。

��������	
��������

89 16.6 8.1 8.6 1,580 PL47

第1段階 第2段階 第3段階
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　ピットは１３か所である。�１～�５は深さ６０～８０��と深いが，調査の第１段階で確認されており，最終操業

面に伴う柱穴と考えられる。また，�７・�８・�１０の深さはいずれも４０��，�６・�９・�１１は深さ７０・１００・

７０��で，初期・二次操業面に伴う柱穴と考えられる。

　屋内鹹水槽（第２８・２９図）は釜屋の最終操業面から１０��黒色土を除去したところ，釜屋内の南西部から第９

号鹹水槽，竈の南東部から第１４号鹹水槽を確認した。さらに，釜屋内の北部の黒色土中からは第１６・１７号鹹水

槽が検出された。

　第５層は第９・１４・１６号鹹水槽を埋め戻した黒色土�層である。また，第３・７層は鹹水槽を構築した黒色

土�層と粘土層である。

第２７図　第５号製塩区域
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第２８図　第５号製塩跡実測図
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屋外鹹水槽（第３１～３５図）　表砂をおよそ３�除去した標高９�の製塩跡の北東部に広がる黒色土面から，第

２０～２５号鹹水槽，釜屋内の南部から第８・１３号鹹水槽，さらに釜屋の北壁際の黒色土中から第１８～２０号鹹水

槽，製塩跡の東部からは第６７～７１号鹹水槽が検出された。

　第１層は砂�層を主体とした自然堆積の層で，短い期間で埋没したと推測される。第２・４層は鹹水槽が埋

め戻された層である。また，第３・７層は鹹水槽を構築した黒色土�層と粘土層である。

土坑（第３０図）　長径４．５�，短径約１�の隅丸長方形で，釜屋内の南西部の標高８．６�から確認された。壁は暗

褐色土と山砂を版築状に積み重ねて構築されている。

第２９図　第５号製塩跡屋内鹹水槽土層図
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遺物出土状況　土師質土器６点（内耳鍋），陶器２点（碗，甕），石器３点（紡錘車），金属製品７点（吊金具

４，古銭２，不明１），骨片（人骨ヵ）が出土している。紡錘車は竈内覆土中からで，埋土とともに混入したも

のである。吊金具は，釜屋内の南西部作業面から出土しているが，釜屋跡の廃絶後に遺棄されたものである。

　第１４号鹹水槽から磁器片１点（皿）が出土しているが，埋土とともに混入したものである。

　第２０号鹹水槽から土師質土器片１点（内耳鍋），第８・２１号鹹水槽からそれぞれ人骨が出土している。

　第８号鹹水槽から出土した人骨は，鹹水槽の南西壁を掘り込んでおり，釜屋廃絶後，埋葬されたものと考え

られる。

　人骨１出土状況　４区��－１②（第３７図）

　南西部の標高８．５�で確認されている。ほとんどの骨が損傷を受けたため，残存している部分で記録した。

埋葬の状況は大腿骨が北側で，肋骨と歯が南側で確認されていることから，南頭位での埋葬と推測される。

　遺骸の特徴は，歯４本，上腕骨と肋骨，大腿骨の一部が残存するだけである。残存している部分の大腿骨の

長さは，３６．５��である。歯は永久歯で，切歯２本と大臼歯２本という内訳である。性別は不明で，成人と推

測される。副葬品もなく埋葬の時期は不明であるが，第５号釜屋構築後の埋葬であると推測される。

　人骨２出土状況　４区��－１③（第３７図）

　北西部の標高８．５�から確認されており，北頭位北西面右側臥屈葬で埋葬されていた。性別は男性で，年齢

は熟年と推測される。ほぼ全身骨格が確認されたが，腐朽が進んでいた。切歯４本，犬歯３本，小臼歯８本，

大臼歯１１本が確認でき，上顎下顎ともに第３大臼歯まで萌出している。歯全体に著しい摩滅が認められる。副

葬品もなく埋葬の時期は不明であるが，第５号釜屋構築後の埋葬であると推測される。

　第８号鹹水槽人骨出土状況　４区��－８（第３１図）

　北東頭位北西面右側臥屈葬で埋葬されており，性別は女性で年齢は熟年と推測される。ほぼ全身骨格が確認

され，残存状態が良好である。頭蓋骨は薄く，眼窩上隆起が弱い。下顎や四肢骨が細く，骨盤の大坐骨切痕は

鈍角である。歯は永久歯であり，上顎下顎ともに第３大臼歯まで萌出している。第３大臼歯はすべて生前脱落

し，その部分の歯槽骨が閉鎖している。下顎左側の第１大臼歯も同様で，歯槽骨が閉鎖している。歯列の乱れ

によりかみ合わせが悪く，歯全体に磨耗が少ない。副葬品もなく，埋葬の時期は不明であるが，第８号鹹水槽

構築後の埋葬であると推測される。

　第２１号鹹水槽人骨出土状況　４区��－２１（第３１図）

　北頭位東面左側臥屈葬で埋葬されており，頭蓋骨が確認された人骨は性別不明で若年（１５～１６歳），下顎と四

肢骨が確認された人骨は女性で老年と推測される。頭蓋骨と下顎は，確認した段階で図示したような状態で出

土した。

　頭蓋骨が確認された個体は，歯が永久歯であり，上顎左側の第２大臼歯が生前に脱落している。第３大臼歯

は未萌出である。下顎と四肢骨が確認された個体は，頭蓋骨を除きほぼ１個体分が残存しており，腐朽が進ん

でいる。下顎左右の第１大臼歯は生前脱落し，歯槽骨の閉鎖がみられる。大坐骨切痕は鈍角である。副葬品も

なく，埋葬の時期は不明であるが，第２１号鹹水槽構築後の埋葬であると推測される。２個体分の人骨が１個体

として埋葬された理由については不明である。
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第３１図　第５号製塩跡屋外鹹水槽・人骨出土状況実測図
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第３２図　第５号製塩跡屋外鹹水槽実測図（１）
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第３３図　第５号製塩跡屋外鹹水槽実測図（２）
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第３４図　第５号製塩跡屋外鹹水槽実測図（３）
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第３５図　第５号製塩跡屋外鹹水槽実測図（４）
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所見　土層から三時期の操業が考えられる。第一次操業面と第二次操業面は長く存続したと推測され，第三次

操業面はわずかの期間で廃絶されたと推測される。第一次操業面から焼砂や炭化材が検出されていることか

ら，第一次操業面は焼失したと推測される。

　屋内鹹水槽は４基検出され，出土状況から第９・１４・１６・１７号鹹水槽は第二次操業に伴うものである。

　屋外鹹水槽は１７基検出され，出土状況から第８・２１～２４号鹹水槽は第一次操業に伴い，主軸をほぼ同じにし

ながら製塩跡の北東部に位置している。規模と形状もほぼ同一で，深さも１�を超えており，これらが機能

した時期は，大規模に製塩が営まれていた可能性が高い。また，屋外鹹水槽が北東に向かって構築されている

ことを考えると，東部に位置する第６号製塩跡が既に存在していた可能性が高い。

　出土遺物は混入物が多く，時期を明確にすることができない。当遺跡内で最高地点に位置していることや釜

屋の構築法を考えると，隣接する第１・２号製塩跡とあまり操業の時期差がなく存在した可能性が高い。

第６号製塩跡（第３８～４３図）
位置　調査区中央部�１３�１区の標高約７．５�の砂丘上に位置している。

第３７図　第５号製塩跡人骨１・２出土状況実測図
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確認状況　第１段階　表砂をおよそ５�除去した標高７．５�から，暗褐色土で区画された釜屋と竈の範囲，第

１１・１２号鹹水槽，�１～�５が検出された。

第２段階　第１１号鹹水槽の下層から第１５号鹹水槽，釜屋の南東部の黒色土中から第１０号鹹水槽が検

出された。釜屋の南部の第１次面からは灰が確認された。

第３段階　２０��黒色土を除去すると，�号竈，�６～�１１が検出された。

第３８図　第６号製塩区域
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第３９図　第６号製塩跡実測図
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規模と構造 製塩跡の範囲は南北軸２４�，東西軸３０�である。製塩跡は釜屋，屋外鹹水槽（第１～５・４（２

区）・７・４３（２区）・４９号鹹水槽）で，釜屋は�・�号竈，屋内鹹水槽（第１０～１２・１５号鹹水槽）で構成され

ている。屋内鹹水槽は釜屋内の南東部，屋外鹹水槽は製塩跡内の南部と東部を中心に位置している。

釜屋４区��－２（第３９図）　長軸約１５．３�，短軸約１２．６�の不定形で，西部と南東部で張り出し部をもってい

る。主軸方向は�－２８°－�である。釜屋は厚さ１０～３０��の黒色土を貼り付けて構築されている。釜屋の西部

から北部にかけての壁際は，山砂と暗褐色土を混ぜ合わせたものを版築状に積み重ねた層が確認されている。

�号竈は長軸５．５�，短軸５�の不定形で，釜屋内の中央部に位置している。操業面からの深さは８０��で，

底面が平坦である。厚さ１０～１５��の黒色土を貼り付けて構築されている。�号竈は長径２．９�，短径２．２�の楕

円形である。�号竈は厚さ４０～６０��の黒色土を貼り付けて構築されている。底面は２面の黒色面が確認され

ており，上部と下部の黒色面の間には約１０��の砂層が入っている。

　土層断面図中，第３層は釜屋を構築した黒色土�層である。竈の黒色土層の間には砂�層が約１５��入って

おり，この層を境に第一次面である最終操業面と第二次面である初期操業面に分けることができる。第１０層は

釜屋を構築する際，暗褐色土と山砂を版築状に積み重ねた層である。

第４０図　第６号製塩跡屋内鹹水槽土層図
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第４１図　第６号製塩跡屋外鹹水槽実測図（１）
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第４２図　第６号製塩跡屋外鹹水槽実測図（２）
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　ピットは１１か所である。�１～�５は調査の第一段階で確認されており，第一次面である最終操業に伴う柱

穴と考えられる。�２は深さ９０��であるが，その他の深さは３０～５０��である。�６～�１１は第一次操業面に伴

う柱穴と考えられる。�１１は深さ１６０��と深いが，その他のピットは２５～５０��である。

　屋内鹹水槽（第４０図）は釜屋壁の上面から表砂をおよそ５０��除去した標高７．５�から，第１０・１１・１２号鹹水

槽が確認された。第１１号鹹水槽の下層からは第１５号鹹水槽が検出された。

第４３図　第６号製塩跡出土遺物実測図
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　第１層は砂�層を主体とした自然堆積の層で，第１１号鹹水槽は短い期間で埋没したことが想定される。第１２

号鹹水槽の底面には北面の崩れ落ちた層が堆積し，その後砂�層が堆積したと推測される。

屋外鹹水槽（第４１・４２図） 最初の遺構確認面と同じ標高７．８�の位置から，製塩跡の南部に広がる第１～５・

７（４区）号鹹水槽が確認された。さらに製塩跡の東部の標高７．７�からは，第４（２区）・４３（２区）・４９（４

区）号鹹水槽が検出されたが，第４・４３号鹹水槽の残存状況は悪い。第４号鹹水槽は北西部を第３５（４区）号

土坑に掘り込まれている。

　第１層は砂�層を主体とした自然堆積で，短い期間で埋没したことが想定される。また，第１層中には崩落

した鹹水槽の構築土も確認できた。第５号鹹水槽は第７号鹹水槽の廃絶後，第３・７層である黒色土�層と粘

土層で構築されたものと考えられる。

遺物出土状況　土師質土器３点（皿），金属製品１４点（耳金７，吊金具６，不明１）が釜屋内の北西部の最終操

業面を中心に出土している。皿はいずれも底部のみの出土で，中央には穿孔された跡がある。金属製品類は釜

屋内で使用され，釜屋の廃絶後に遺棄されたものと考えられる。２７９５は漆喰で釜屋内の南部の黒色土面から出

土している。不明金属製品１点，石器１点（砥石）は第１２号鹹水槽，土師質土器片４点（皿３，擂鉢１）は第

４（２区）号鹹水槽の覆土中から出土している。

所見　土層から二時期の操業が考えられる。第一次操業面と第二次操業面は共通の面を使用し，竈部だけ再構

築している。

　屋内鹹水槽は４基検出され，出土状況から第１１・１２号鹹水槽が最終操業，第１０・１５号鹹水槽が第一次操業に

伴うものである。最終操業の第１１・１２号鹹水槽は，第１０・１５号鹹水槽を埋め戻して構築されている。
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　屋外鹹水槽は９基検出され，出土状況から第１～５・４（２区）号鹹水槽が最終操業で，第１～５号鹹水槽

は規模・形状，主軸をほぼ同じにしながら製塩跡の南部に位置している。また，足掛け石はいずれも南東部の

壁中段に組み込まれていることから，出入りは南東部から行われたと推測される。壁部の崩落が目立つことか

ら，廃絶後しばらく経ってから砂に埋没したものと考えられる。第７・４３（２区）・４９号鹹水槽は第一次操業に

伴うものである。

　竈内からは遺棄された金属製品が多く出土しているが，鍋などの遺物は出土しておらず，塩を煮詰めた詳細

については明らかではない。壁際を山砂と暗褐色土を混ぜ合わせた土で版築状に積み重ねる構築法は，西に位

置する第５号製塩跡と同一の様相がうかがえる。時期は，出土遺物が少なく明確にすることができない。

第７号製塩跡（第４４～４７図）
位置　調査区中央部�１２�８区の標高約７．６�の砂丘上に位置している。

第４４図　第７号製塩跡実測図
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確認状況　第１段階　表砂をおよそ３．８�除去した標高７．６�から，竈２基が確認されたため，�・�号とした。

釜屋範囲は確認できなかった。

第２段階　土層断面から，�号竈が�号竈廃絶後に構築されたことが判明した。

規模と構造　製塩跡の範囲は南北軸１４�，東西軸１３�

である。製塩跡は�・�号竈，屋外鹹水槽（第２６・２７・

２９・３２～３４・４１号鹹水槽）で，屋外鹹水槽は�・�号

竈の東部と南部を中心に位置している。

釜屋４区��－３（第４４図）　残存している�・�号竈

の黒色土の範囲は長軸８．２�，短軸４．３�である。�号

竈は長径４．２�，短径３．０�の楕円形で，作業面からの

深さは５０��である。底面は平坦である。厚さ１０～

３０��の黒色土を貼り付けて構築されている。�号竈

は�号竈に掘り込まれており，残存部分から，径約

３．１�だけ確認することができた。操業面からの深さ

は最大で６０��で，底面は皿状を呈している。厚さ３０

～５０��の黒色土を貼り付けて構築されている。

�号竈の覆土は，第１層の砂�層と黒色土主体の第４～６層である。構築材が崩落した後，砂�層が堆積し

たものと考えられる。また，�号竈の覆土は黒色土層が主体で，�号竈を構築するために埋め戻した層であ

る。それぞれ底面には厚さ１０㎝の灰層が確認されている。

屋外鹹水槽（第４６・４７図）　表砂をおよそ４�除去した標高７．３�から，�・�号竈の南部に広がる第２７・２９号

鹹水槽，さらに，第２７号鹹水槽の南部の５０��下層からは，第２６号鹹水槽が検出された。また，�号竈の南東

部の標高６．２�からは，第３２・３３・４１号鹹水槽，�号竈の南西部の５０��下層から第３４号鹹水槽が検出された。

　いずれも砂�層を主体とした自然堆積の層で，短い期間で埋没したものと考えられる。

所見　屋外鹹水槽は７基検出され，出土状況や主軸方向により，第２６・３２～３４・４１号鹹水槽が第一次操業であ

る�号竈，第２７・２９号鹹水槽が最終操業である�号竈に伴う鹹水槽と考えられる。特に，�号竈は第３４号鹹水

槽の上層に構築されており，鹹水槽内の覆土は砂�層であることから，�号竈は第３４号鹹水槽が自然に埋没し

た後，構築されたものと考えられる。このことから，�号竈は�号竈の廃絶後，しばらく経ってから構築した

ものと想定される。

第４５図　第７号製塩区域
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第４６図　第７号製塩跡屋外鹹水槽実測図（１）
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　本製塩跡は竈２基が検出されただけで，周辺には釜屋を構築する黒色土面や上屋を支えた柱穴は検出されな

かった。黒色土面をもたない釜屋は，当遺跡内では異例である。時期は，出土遺物がなく明確にすることがで

きない。

第８号製塩跡（第４８～５３図）
位置　調査区中央部�１２�８区の標高約６．４�の砂丘上に位置している。

第４７図　第７号製塩跡屋外鹹水槽実測図（２）
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確認状況　第１段階　表砂をおよそ５．４�ほど除去した標高６．４�から，釜屋と竈の範囲が確認された。

第２段階　１０��表砂を除去すると，釜屋の北西部から第９４号鹹水槽，南部の黒色土面から焼砂が

検出された。

第３段階　黒色土面を丁寧に精査すると�１～�７，釜屋の西部から�８～�１０が検出された。

規模と構造　製塩跡の範囲は南北軸１３�，東西軸１４�

である。製塩跡は釜屋，屋外鹹水槽（第３０・３５・６８～

７０（２区）・９２・９３号鹹水槽）で，釜屋は竈，屋内鹹水

槽（第９４号鹹水槽）で構成されている。屋内鹹水槽は

釜屋内の北部，屋外鹹水槽は製塩跡内の南東部と西部

に位置している。

釜屋４区��－５（第４９図）　長軸約１０．５�，短軸約９．１�の不定形で，主軸方向は�－３４°－�である。東部

に張り出し部をもち，西部には落ち込み部が認められる。釜屋は，厚さ１０～２０��の黒色土を貼り付けて構築

されている。

　竈は長径３．６�，短径３．１�の楕円形で，釜屋内の中央やや東寄りに位置している。作業面からの深さは６０��

で，底面は平坦である。厚さ５０～９０��の黒色土を貼り付けて構築されて，西部を中心に灰が堆積している。

　土層断面図中，第３層は釜屋を構築した黒色土�層である。第８層は西部の落ち込み部に堆積した焼砂層，

第９層は竈内に堆積した灰層である。

　ピットは１０か所である。�２・�３は深さ８７��・１００��，その他は深さ４０～７５��である。上屋を支えた柱穴

の可能性があるが，規則的には配列しない。�８～�１０の北壁際には，焼失した柱材も検出された。

　屋内鹹水槽（第５０図）は，釜屋黒色土面と同じ標高６．３�から検出された。黒色土の厚さは１０��，粘土層の厚

さは１２��である。

屋外鹹水槽（第５１・５２図）　製塩跡の東南部の表砂をおよそ２．４�除去した標高６．６�から第３５号鹹水槽，さら

に砂を６０��ほど除去した標高６．０�から第６８～７０（２区）号鹹水槽，さらに第９２・９３号鹹水槽が検出された。

　第３５・６８・９２・９３号鹹水槽の覆土は砂�層を主体とした自然堆積の層であり，土層から廃絶後に短い期間で

埋没したと推測される。第３０・７０（２区）号鹹水槽は黒色土を主体とした層が確認できることから，鹹水槽壁

の崩落土か人為的に埋め戻された可能性が高い。

遺物出土状況　石器１点（石臼）が竈内，五輪塔（火輪部）が第３５号鹹水槽内から出土している。いずれも廃

絶後に砂�層の埋没とともに混入したものと考えられる。

第４８図　第８号製塩区域
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第４９図　第８号製塩跡実測図
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第５０図　第８号製塩跡屋内鹹水槽土層図
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第５１図　第８号製塩跡屋外鹹水槽実測図（１）
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第５２図　第８号製塩跡屋外鹹水槽実測図（２）
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第５３図　第８号製塩跡出土遺物実測図
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所見　出土位置や標高から，屋外鹹水槽は三時期の造り替えが想定できる。第一段階は第６８・６９・９３号鹹水槽

で，第６９号鹹水槽は第６８号鹹水槽を造り替えたものである。第二段階は第７０・９２号鹹水槽で，第７０号鹹水槽は

第９２号鹹水槽を造り替えたものである。第三段階は第３５号鹹水槽であるが，上層に構築された鹹水槽の重複を

受けているため残存状況は悪い。

　焼砂が釜屋の南部を中心に検出されていることから，廃絶後に焼失したと推測される。時期は，出土遺物が

少なく明確にすることができない。

第９号製塩跡（第５４～５９図）
位置　調査区中央部�１３�２区の標高９．６～１０．３�の砂丘上に位置している。

重複関係　第１３・１７号製塩跡の上層に構築されている。

第５４図　第９号製塩区域
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第５５図　第９号製塩跡実測図
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確認状況　第１段階　表砂をおよそ５．２�除去した標高１０．３�から，釜屋と竈の範囲の一部が確認された。

第２段階　釜屋内の砂を５０��除去すると焼砂，東部の操業面から第７３号鹹水槽が確認された。

第３段階　釜屋内の黒色土面を１０��除去すると，第８１～８３号鹹水槽，第１２号土坑が検出された。

第４段階　土層から，下層に２基の釜屋が存在することが判明した。

規模と構造　製塩跡の範囲は南北軸２２�，東西軸２４�である。製塩跡は釜屋，屋外鹹水槽（第６１・６２・６４号鹹

水槽）で，釜屋は竈，屋内鹹水槽（第７３・８１～８３号鹹水槽）で構成されている。屋内鹹水槽は釜屋内の南部と

東部，屋外鹹水槽は製塩跡内の東部を中心に位置している。

釜屋４区��－６（第５５図）　長軸１３．１�，短軸約１１．３�の長方形で，主軸方向は�－４８°－�と考えられる。

釜屋は最大で約１００��の黒色土を貼り付けて構築されている。北東部は全体的に南へ傾斜しており，壁際は山

砂と暗褐色土を混ぜ合わせた版築状の層が確認された。

　竈は長径７．２�，短径５．５�の不定形で，釜屋の中央部に位置する。操業面からの深さは５０��で，底面は皿

状を呈している。黒色土の厚さは１１０��である。底面には２面の黒色面が確認されている。

　土層断面図中，第１層は竈の黒色土面に堆積した砂�層，第３層は釜屋を構築した黒色土�層である。黒色

土�層間には，最大で厚さ５０��の砂�層が入っている。第１０層は釜屋を構築する際，暗褐色土と山砂を版築

状に積み重ねた層である。なお，下層に２基の釜屋（第１３・１７号製塩跡）が存在している。

第５６図　第９号製塩跡屋内鹹水槽土層図
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第５７図　第９号製塩跡屋外鹹水槽実測図
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　屋内鹹水槽（第５６図）は釜屋内の標高９．４�から第７３号鹹水槽，さらに黒色土を１０��除去すると，第８１～８３

号鹹水槽が検出されたが，第８２・８３号鹹水槽の残存状況は悪い。

　第７３号鹹水槽中の第１層は砂�層を主体とした自然堆積の層であるが，下層には北西壁部の崩落土が堆積し

ている。第３・７層は黒色土�層と粘土層で，鹹水槽を構築した層である。

屋外鹹水槽（第５７図）　製塩跡内の東部の表砂をおよそ５�除去した標高１０．６�から第６４号鹹水槽，さらに砂を

５０��除去した標高１０．１�から，第６１号鹹水槽が検出された。

　第６１・６２号鹹水槽の覆土は，砂�層を主体とした自然堆積の層で，堆積状況から廃絶後，短い期間で埋没し

たと推測される。第６４号鹹水槽は砂�層に黒色土が混じることから，鹹水槽の壁が崩落し堆積した可能性が高

い。

土坑（第５８図）　南部に位置し，粘土で構築されていたと推測される。底部だ

けの検出で，鹹水槽であった可能性が高い。

遺物出土状況　土師質土器片９点（皿５，内耳鍋４），石器１点（五輪塔），金属製品２点（古銭）が出土して

いる。五輪塔は水輪部で，火熱痕が認められる。竈内から出土しており，他から持ち込まれて使用され，その

まま遺棄されたと推測される。土師質土器片４点（皿）は第７３号鹹水槽から出土している。

第５８図　第９号製塩跡
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所見　土層断面から二時期の操業が考えられ，黒色土�層の間の砂�層を境に下層を初期操業面，上層を最終

操業面とする。最終操業面は初期操業面の廃絶後，しばらく期間が経ってから構築したと考えられる。

　屋内鹹水槽は４基検出され，最終操業に伴う第７３号鹹水槽は第８１号鹹水槽を造り替えたものである。規模や

形状は異なるが，屋内鹹水槽として果たした性格は同一と推測される。第８２・８３号鹹水槽は残存状態は良くな

いが，先に述べた第１・２号釜屋跡内の南西部に位置する屋内鹹水槽と形状が類似している。

　屋外鹹水槽は３基検出され，第６１・６２号鹹水槽は壁部の崩落が目立つことから，廃絶後に鹹水がなくなり壁

が崩落した後，まもなく埋没したものと考えられる。竈の造り替えに伴い，第６４号鹹水槽が最終操業，第６１・

６２号鹹水槽が初期操業に伴うものと想定される。第６１号鹹水槽の南東コーナー部中段には足掛け石が２点ある

ことを考えると，大規模な鹹水槽であると推測される。しかし，規模や出土標高を同じにする釜屋と比較する

と，屋外鹹水槽の数が少なく，構造上の相違点が見られる。出土遺物は周囲からの流れ込みの可能性もあり，

時期を明確にすることができない。

第１０号製塩跡（第６０～６５図）
位置　調査区中央部�１３�５区の標高９．７�の砂丘上に位置している。西側にはほぼ同じ標高で第９号釜屋跡が確

認されている。

重複関係　釜屋の上層を第６１・６２・６４号鹹水槽に掘り込まれている。

確認状況　第１段階　表砂をおよそ５．８�除去した標高１０～１０．４�から，南部の一部を除く釜屋壁部の周回部

分と東部から南部の壁際にかけて山砂と暗褐色土を混ぜ合わせた版築状の層が確認され

た。

第２段階　釜屋内の砂を約３０��除去すると，竈１基と二つの北壁が確認された。

第３段階　土層から，北壁を南側に移動し再構築していることが判明した。また，再構築した壁の

下層から竈１基・焼砂を検出し，�・�号とした。

第４段階　釜屋内の黒色土を２０��ほど除去し，黒色土中から第７７・７８号鹹水槽を検出した。
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規模と構造　製塩跡の範囲は南北軸２１�，東西軸１８�である。本跡は�・�号釜屋，屋外鹹水槽（第５７～５９・

６３・６５・７２・７９・８５・１２１・１２２号鹹水槽），土樋（第１号土樋）で，釜屋は竈２基と屋内鹹水槽（第７７・７８号鹹

水槽）で構成されている。屋内鹹水槽は釜屋内の南西部，屋外鹹水槽・土樋は製塩跡内の南東部を中心に位置

している。

釜屋４区��－７�・�（第６１図） �号釜屋は長軸１１．２�，短軸１０．８�の長方形で，主軸方向は�－３６°－�

である。釜屋は厚さ３０��の黒色土を貼り付けて構築されている。東部から南部の壁際にかけて山砂と暗褐色

土を混ぜ合わせた版築状の層が確認された。�号釜屋は�号釜屋に掘り込まれているため，詳細については不

明であるが，�号北壁は�号北壁から南へ約１．２�移動し造り替えられている。

�号竈は上層に第６１号鹹水槽が構築されているため，一部が削平されている。残存部は一辺が約４．９�で，

深さは２０～４０��だけ確認された。底面は厚さ５０��の黒色土が残存している。�号竈は底面が残存しており，

長径２．８�，短径２．１�だけ確認された。

第６０図　第１０号製塩区域
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　土層断面図中，第４層は黒色土�層を主体とした層で，第６１号鹹水槽を構築するために第１０号釜屋跡を埋め

戻した層，第３層は釜屋を構築した黒色土�層である。

第６２図　第１０号製塩跡屋内鹹水槽土層図
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　屋内鹹水槽（第６２図）は黒色土面よりやや低い標高９．５�で，第７７・７８号鹹水槽が検出された。第２層は砂

�層を主体とした層で，上層の第１０�号釜屋を構築するために埋め戻した層である。第３・７層は黒色土�層

と粘土層で，鹹水槽を構築した層である。

屋外鹹水槽（第６４・６５図）　第１０号釜屋から南東へ４�の標高約１０�から第５７～５９・６３号鹹水槽，標高約９．５�

から第６５・７９・８５号鹹水槽，さらに標高約８．０�からは第１２１・１２２号鹹水槽が検出された。第７２号鹹水槽は底

部だけが検出された。

　第５７～５９・６３号鹹水槽の覆土は砂�層を主体とした自然堆積の層で，廃絶後は短期間で埋没したものと想定

される。第１２１・１２２号鹹水槽の覆土も砂�層であり，上層の第５７・６３・７９号鹹水槽はこれらの鹹水槽が自然に

埋没した後構築されたものと考えられる。第７２号鹹水槽の残存状況が悪く，覆土中には構築土が確認できない

ことから，上層に位置する第１号土樋の構築土として再利用された可能性も考えられる。

土樋４区��－１（第６３図）　第１０号釜屋から南東へ４�の標高約１０�の位置で，粘土で構築された長さ約１．５�

の溝を確認した。

　第１層は砂�層を主体とした自然堆積の層，第７層は粘土で構築した層である。下層には，粘土混じりの黒

色土を版築状に貼った層が確認された。

遺物出土状況　土師質土器片２１点（皿）が釜屋覆土中から出土しているが，すべて細片のため図示できない。

所見　釜屋は竈とともに造り替えられていることから，比較的に長期間にわたって操業していたと考えられ

る。

　屋内鹹水槽は２基である。第７７・７８号鹹水槽は�号釜屋の黒色土中より検出されていることから，第一次操

業である�号釜屋に伴うものと考えられる。なお，第７７号鹹水槽は東部の一部が欠損しており，上層に位置す

る第６１号鹹水槽を構築する際，掘り込まれたものである。最終操業である�号釜屋に伴う屋内鹹水槽は検出さ

れていない。
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第６３図　第１０号製塩跡土樋土層図

N 55 W

N 43 W

m

6 13

6

cm cm

77

78

F13h4

F13i4

2.8

1.5

1.4

0.8

0.4

0.2

4

6

F 10.4m

1

7

SD1



―６５―

第６４図　第１０号製塩跡屋外鹹水槽実測図（１）
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第６５図　第１０号製塩跡屋外鹹水槽実測図（２）
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　屋外鹹水槽は１０基検出され，釜屋の造り替えにより二時期のグループが考えられる。第５７～５９・６３・６５・７９・

８５号鹹水槽が最終操業である�号釜屋に伴うものである。そのうち，第６５・７９・８５号鹹水槽は�号釜屋の初期

段階に使用されたと考えられる。第７２・１２１・１２２号鹹水槽は第一次操業である�号釜屋に伴うものである。第

１２１・１２２号鹹水槽は南東コーナー部中段に足掛け石が２点設置されており，残存状況が悪い第７２号鹹水槽の規

模や形状を想定すると，かなりの規模をもっていたものと考えられる。

　土樋は１条検出され，釜屋の屋内鹹水槽に鹹水を送り込むための溝と考えられる。第９号釜屋跡に伴う屋外

鹹水槽を構築する際，掘り込まれているため残存状況は悪く，鹹水槽間の連絡関係は不明である。

　北西約５�に位置する第９号釜屋跡と主軸をほぼ同じくして確認されているが，標高は本跡の方が低い。

上層には第９号釜屋跡の屋外鹹水槽が構築されていることから，本跡は第９号釜屋跡より以前に操業していた

と推測される。時期は，出土遺物の多くが細片であるため明確にすることができない。

第１１号製塩跡（第６６～７０図）
位置　調査区中央部�１３�８区の標高９．４～９．６�の砂丘上に位置している。製塩跡が確認された中で最北に位置

する。下層には第１２・１９・２０号製塩跡が構築されている。

確認状況　第１段階　表砂をおよそ８�除去した標高９．６�の位置から，東部が調査区域外に延びる釜屋とそ

の中心部に竈の範囲が確認された。
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第２段階　釜屋内の砂を２０��除去すると竈，東部と南部の操業面から第１１０・１１１・１１３号鹹水槽が

検出された。

第３段階　釜屋内の黒色土面を１０��除去すると，�１～�５が検出された。

規模と構造 東部が調査区域外に延びているため，製塩跡の範囲は南北軸２４�，東西軸１２�だけ確認された。

第１１号製塩跡は釜屋，屋外鹹水槽（第８６・１２０号鹹水槽），土樋（第２号土樋）で，釜屋は竈，屋内鹹水槽（第１１０・

１１１・１１３号鹹水槽）で構成されている。屋内鹹水槽は釜屋内の南東部，屋外鹹水槽・土樋は製塩跡内の南東部

を中心に位置している。

釜屋４区��－８（第６７図）　東部が調査区域外に延びて

いるため，南北軸約１３．７�，東西軸１１．８�だけ確認でき

た。釜屋は厚さ１２～６０��の黒色土を貼り付けて構築さ

れている。全体的に竈に向かって傾斜しており，北西か

ら南西にかけての壁際は山砂と暗褐色土を混ぜ合わせた

版築状の層が確認された。

　竈は長径４．４�，短径４�の楕円形で，釜屋の中心部

に位置している。作業面からの深さは９０��で，底面は

皿状を呈している。黒色土の厚さは３０～７０��である。

　土層断面図中，第３層は釜屋を構築した黒色土�層で

ある。第１０層は釜屋を構築する際に暗褐色土と山砂を版

築状に積み重ねた層である。なお，本跡の下層に１基の

釜屋跡（第１２号製塩跡）が存在する。

　ピットは５か所である。�３は深さ１１０��と深く，その他は５０～８０��である。�１～�４は西壁とほぼ平行

に並んでいることから柱穴と考えられる。�３・�５は竈に近く，竈を構成する柱穴の可能性がある。

　屋内鹹水槽（第６８図）は南部の標高１０．２�から第１１１号鹹水槽，東部の標高９．３�から第１１０号鹹水槽，９．８�

から第１１３号鹹水槽が検出された。

　第１１０・１１１号鹹水槽の覆土は砂�層を主体とした層で，廃絶後に自然堆積した層である。第１１３号鹹水槽は

黒色土�層を主体とした層で，操業面をつくるために埋め戻された層である。

第６６図　第１１号製塩区域
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第６８図　第１１号製塩跡屋内鹹水槽土層図
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屋外鹹水槽（第６９図）　釜屋の南東部の表砂をおよそ７�ほど除去した標高１０．４�から第１２０号鹹水槽，さらに

標高１０．２�から第８６号鹹水槽が検出された。

　第８６・１２０号鹹水槽の覆土は砂�層を主体とした自然堆積の層で，廃絶後に短期間で埋没したものと想定さ

れる。

土樋４区��－２（第７０図）　第１１号釜屋から東の標高約１０．２�の位置で，粘土で構築された長さ約３�の溝

を確認した。

　第１層は砂�層を主体とした自然堆積の層，第７層は粘土で土樋を構築した層である。下層には，第１号土

樋と同じく粘土混じりの黒色土を版築状に貼った層が確認された。
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第６９図　第１１号製塩跡屋外鹹水槽実測図

���������	
���

N 40 E

N 50 W

N 42 E

m

4 10

4 10

7

cm cm

110

111

113 

E13j8

E13j7

E13i8

2.7

3.2

2.3

1.4

2.0

1.0

0.6

1.0

0.3

2 4

A

A

B

10.6m A

A

10.4m

B
10

.4
m

F13c9

-W
1m

F13
c9

-E
2m

3
3

3

7

7

1

SN120

SN86

N 68 W

N 52 W

m

4 9

10

cm cm

86

120

E13b9

F13c8

2.5

4.3

1.2

2.2

0.2

1.0

2 5

3 7



―７１―

所見　第１１号釜屋は規模から想定すると，大規模に操業していた可能性がある。釜屋の造り替えは見られな

い。

　屋内鹹水槽は３基検出されている。第１１１号鹹水槽は最終段階で機能していたもので，底部西側には円形の

窪みが確認できた。これは鹹水槽の底に溜まった泥水などを汲み出す際に粘土を削ってしまったものか，鹹水

の落下に伴う圧力によってできたものと考えられる。北部は崩落してなくなっているが，かなり大規模な鹹水

槽を推測することができる。第１１３号鹹水槽と規模や形状の似た鹹水槽は他跡にも見られるが，釜屋内の東部

に配置している点では異例である。

　屋外鹹水槽は２基検出されている。第１２０号鹹水槽は第８６号鹹水槽の前段階で機能していたものと考えられ

る。壁部の崩落が目立つが，これは第８６号鹹水槽の構築によるものか，砂の自然堆積によるものと考えられ

る。第８６号鹹水槽は最終段階で機能していたもので，釜屋が調査区域外に延びていることから，この他にも屋

外鹹水槽が存在するものと推測される。

　土樋は１条検出され，主軸方向を考えると，第１１号釜屋の屋内鹹水槽（第１１０号鹹水槽）に鹹水を送り込むた

めの溝と推測される。しかし，屋外鹹水槽が東部の調査区域外に広がっていることから，鹹水槽間の連絡関係

は不明である。

　鹹水槽は新旧関係が見られ，屋内鹹水槽では第１１１号鹹水槽，屋外鹹水槽では第８６号鹹水槽が最終操業に伴

う鹹水槽と考えられる。また，土樋を伴う製塩跡は本跡と第１０号製塩跡であり，両跡は他にみられない製塩跡

の形態である。時期は出土遺物がなく，明確にすることができないが，遺構確認面の最上層に構築されている

ことから，当遺跡内での最終段階の一つと考えられる。

第１２号製塩跡（第７１～７４図）
位置　調査区中央部�１３�８区の標高約９�の砂丘上に位置している。上層には第１１号製塩跡が確認されてい

る。

重複関係 上層に第１１号製塩跡，下層に第１９・２０号製塩跡が構築されている。

第７０図　第１１号製塩跡土樋土層図
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確認状況　第１段階　表砂をおよそ８�除去した標高９．１�から，東部が調査区域外に延びる釜屋と，その中

心部に竈の範囲を確認した。西部には山砂と暗褐色土を混ぜ合わせた層が帯状に確認さ

れた。

第２段階　釜屋内の砂を約１０��除去すると竈，西部の黒色土面から焼砂の広がりを確認した。

第３段階　黒色土面を精査すると，第１４１～１４３号鹹水槽と�１～�７が検出された。

第４段階　黒色土を約１０��除去すると，第１４９・１５１号鹹水槽，�８～�１０が検出された。

規模と構造 東部が調査区域外に延びているため，製塩跡の範囲は南北軸１８�，東西軸１４�だけ確認された。

本跡は釜屋だけが検出され，屋外鹹水槽は不明である。釜屋は竈，屋内鹹水槽（第１４１～１４３・１４９・１５１号鹹水

槽）で構成されている。屋内鹹水槽は釜屋内の南東部を中心に位置している。

釜屋４区��－９（第７２図）　東部が調査区域外に

延びているため，南北軸約１４．５�，東西軸１３．８�

だけ確認された。残存している西壁から，主軸方

向は�－３５°－�と推測される。釜屋は厚さ４０～

８０��の黒色土を貼り付けて構築されている。全

体的に中心部にむかって傾斜しており，北西部か

ら南西壁際にかけて山砂と暗褐色土を混ぜ合わせ

た版築状の層が確認された。西部を中心に黒色土

面から焼砂が検出された。

　竈は径約５．０�の円形で釜屋の中心に位置する

と考えられる。作業面からの深さは１００��であ

る。底面は平坦で，黒色土の厚さは２０～４０��で

ある。

　土層断面図中，第３層は釜屋を構築した黒色土

�層で，壁付近には厚さ１０～５０��の砂�層が

入っている。この層を境に上層を第１１号釜屋，下

層を第１２号釜屋とした。

　ピットは１０か所である。いずれも深さ２０～４０��である。�１～�７は残存している西壁とほぼ平行に並んで

いることから，上屋を支える柱穴と考えられる。�８～�１０は黒色土面中から検出されており，性格は不明で

ある。

　屋内鹹水槽（第７３図）は釜屋内の黒色土面の標高９．０�から第１４１～１４３・１４９号鹹水槽，さらに黒色土を１０��

除去すると第１５１号鹹水槽が検出された。なお，第１４９・１５１号鹹水槽は残存状況が悪い。

　検出された屋内鹹水槽の覆土は，上層に位置する第１１号製塩跡を構築するために埋め戻された黒色土が主体

である。

遺物出土状況　土師質土器片１１点（皿９，内耳鍋１，灯明皿１），金属製品２点（吊金具，古銭），丸瓦片１点

が釜屋内から出土している。灯明皿は釜屋南西部の黒色土面上から出土し，底部中央部に穿孔後に釘ヵを挿し

こんだ状態である。

第７１図　第１２号製塩区域
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所見　第１１号製塩跡と同様に，釜屋や竈を造り替えながら大規模に操業していたと推測される。西部の黒色土

面からは焼砂が広い範囲で確認された。焼失により操業が打ち切られたのか，廃絶後に焼失したのかは不明で

ある。屋内鹹水槽の５基は上層に位置する第１１号製塩跡を構築する際に削平されており，残存状況が悪い。

第７２図　第１２号製塩跡実測図
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　検出状況から第１４１～１４３号鹹水槽が最終操業時，第１４９・１５１号鹹水槽は操業当初に構築されたものと考えら

れる。

　当遺跡内では，底部が穿孔されている土師質土器の皿が多量に出土している。本跡から出土した皿からは油

煙痕は確認できないが，灯明皿を支えた受皿で釜屋内の柱などに打ちつけたものと考えられる。灯明皿の出土

により，釜屋内の操業が昼夜を通して行われたことが推測される。時期は，出土遺物が少なく明確にすること

ができない。

��������	
����

第７３図　第１２号製塩跡屋内鹹水槽土層図
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第７４図　第１２号製塩跡出土遺物実測図
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第１３号製塩跡（第７５～７９図）
位置　調査区中央部�１３�２区の標高８．５�の砂丘上に位置している。上層には第９号製塩跡が確認されている。

重複関係　上層に第９号製塩跡，下層に第１７号製塩跡が構築されている。

確認状況　第１段階　表砂をおよそ７�除去した標高９�の位置から，釜屋と竈の範囲が確認された。西壁

際の一部では山砂と暗褐色土を混ぜ合わせた層が帯状に確認された。

第２段階　釜屋内の表砂を５０��除去すると竈の範囲，南東部の黒色土面から第１０４号鹹水槽，釜屋

内の北部の黒色土面から焼砂が検出された。

第３段階　土層から，�・�号竈が存在することが判明した。

第７５図　第１３号製塩区域
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第７６図　第１３号製塩跡実測図
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規模と構造　製塩跡の範囲は南北軸１８�，東西軸２５�である。本跡は釜屋，屋外鹹水槽（第９８～１００号鹹水槽）

で，釜屋は�・�号竈，屋内鹹水槽（第１０４号鹹水槽）で構成されている。屋内鹹水槽は釜屋内の南東部，屋外

鹹水槽は製塩跡内の東部に位置している。

釜屋４区��－１０（第７６図）　長軸１２．６�，短軸約１１．７�の長方形で，主

軸方向は�－３３°－�である。釜屋は最大で約６０��の黒色土を貼り付け

て構築されている。全体的に中心部に向かって傾斜しており，山砂と暗

褐色土を混ぜ合わせた版築状の層が西壁際の一部で確認された。北部の

黒色土面から，焼砂と炭化材が広範囲にわたり検出された。

�号竈は長軸５．４�，短軸４�の長方形で，釜屋のほぼ中心に位置し

ている。作業面からの深さは残存している部分で５０��である。底面は

皿状を呈しており，黒色土の厚さは４０～５０��である。南部の底面から

は焼砂が検出された。�号竈は�号竈に掘り込まれているため，南北軸３�，東西軸２．７�だけ確認できた。

　第３層は釜屋を構築した黒色土�層である。土層断面から，�号竈は�号竈の廃絶後に造り替えたと考えら

れる。ピットは検出されていない。

　第１０４号鹹水槽（第７７図）は，釜屋内の黒色土面の標高８．６�から検出された。

　第１層は砂�層を主体とした自然堆積の層で，鹹水槽の構築材である粘土や黒色土も混入している。

屋外鹹水槽（第７８図）　製塩跡内東部の標高約９�から，第９８～１００号鹹水槽が検出された。３基とも釜屋の東

部に並ぶように位置している。

　第１層は砂�層，第５層は黒色土�層で鹹水槽の構築土である黒色土が混じっている。第９８・９９号鹹水槽は

廃絶後に砂�層が堆積し，その後鹹水槽の構築土が堆積したものと考えられる。

遺物出土状況　土師質土器片１５点（皿１４，内耳鍋１），石器２点（宝篋印塔，砥石），金属製品６点（耳金）が

釜屋内，瓦片１点，礫１点が第１０４号鹹水槽から出土している。宝篋印塔は竈内からで火熱痕が認められるこ

とから，他所より持ち込まれて竈内で使用されたものと考えられる。耳金と判明できたものは６点出土してい

るが，損傷が激しく図示できたのは１点だけである。皿は釜屋内の覆土中からで流れ込んだ可能性が高い。

所見　竈の検出状況から大きく二回の操業が考えられる。�号竈は�号竈を拡大しながら，操業が続けられた

ものと考えられる。

　屋内鹹水槽は１基である。土層断面から鹹水槽の構築材が崩落した層も確認されており，上層に位置する第

９号製塩跡を構築するために削平されたものと考えられる。足掛け石と推測される礫も土層断面から確認でき

ることから，第１０４号鹹水槽はかなり大規模であったと想定される。

　屋外鹹水槽は３基検出され，最終操業まで機能していた可能性がある。いずれも南東部の壁面に足掛け石が

貼り付けられ，鹹水槽の出入りは南東部から行っていたと考えられる。第９９号鹹水槽の南壁部には礫数点が粘

土中に貼り付けており，長期にわたり鹹水槽を機能させるために補修を行っていたと推測される。

　竈は二回の造り替えが行われているが，屋内・外鹹水槽には造り替えの様相は見受けられない。このことか

��������	
����

第７７図　第１３号製塩跡屋内
鹹水槽土層図
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ら，鹹水槽は補修を行いながら長期的に機能させていたことが考えられる。北部の黒色土面からは，焼砂と釜

屋の屋根材か壁材に使用されたと考えられる炭化材が出土している。これは北東へ約２２�に位置する第１９号製

塩跡の検出状況と類似しており，両跡は同時期に操業し，廃絶も同様の方法で行われた可能性が高い。

��������	
����

第７８図　第１３号製塩跡屋外鹹水槽実測図
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第１４号製塩跡（第８０～８５図）
位置　調査区中央部�１３�２区の標高５．７�の砂丘上に位置している。

重複関係　第１０６号鹹水槽に竈を掘り込まれている。

確認状況　第１段階　表砂をおよそ８�除去した標高５．７�の位置から，釜屋と竈，第８７・８９～９１号鹹水槽が

確認された。
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第７９図　第１３号製塩跡出土遺物実測図
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第２段階　土層から�・�号竈が確認された。

第３段階　釜屋内の黒色土面を１０��除去すると，第９５・１０５・１１２号鹹水槽，�１～�１２が検出され

た。

規模と構造　製塩跡の範囲は南北軸１９�，東西軸１３�である。第１４号製塩跡は釜屋，屋外鹹水槽（第８８・１０８号

鹹水槽）で，釜屋は�・�号竈，屋内鹹水槽（第８７・８９～９１・９５・１０５・１１２号鹹水槽）で構成されている。屋

内鹹水槽は中央部と北西部，屋外鹹水槽は製塩跡内の北部に位置している。

釜屋４区��－１１（第８１図）　南北軸１４．１�，東西軸１０．２�の

不定形である。釜屋は，厚さ８～３０��の黒色土を貼り付け

て構築されている。

�号竈は長径３．１�，短径２．７�の楕円形で北部に位置して

いる。作業面からの深さは６０��で，底面は平坦である。黒

色土の厚さは３０～４０��である。�号竈は�号竈の南部に位

置し，長径３．９�，短径２．３�だけが確認できた。残存部の黒

色土の厚さは３０��である。釜屋に比べると竈内は黒色土を

かなり厚く貼っている。�号竈内からは操業によって生じた

灰が検出されている。

　土層断面図中，第３層は釜屋を構築した黒色土�層であ

る。黒色土�層間には最大で厚さ５０��の砂�層が入ってい

る。この層を境に竈は�・�号に分けられる。

　ピットは１２か所である。�５は深さ２５��とやや浅いが，

その他は４０～７０��である。�１～�７は�号竈，�８～�１２

は�号竈の操業時のピットである。その中でも，�１～�４

と�８～�１０は操業時の上屋を支える柱穴と考えられる。そ

の他は補助的な柱穴と考えられるが，詳細は不明である。

　屋内鹹水槽（第８２・８３図）は釜屋内黒色土面の標高５．８�から第８７・８９～９１号鹹水槽，さらに標高５．４�から

第１０５・１１２号鹹水槽が検出された。第９５号鹹水槽は第８７号鹹水槽の下層から検出された。

　覆土は砂�層を主体とした自然堆積の層で，粘土や黒色土などの鹹水槽の構築土も混入している。第３・７

層は黒色土�層と粘土層で，鹹水槽を構築した層である。

屋外鹹水槽（第８４図）　製塩跡内の北西部の標高６．５�から第８８号鹹水槽，さらにその下層の標高５．２�から第

１０８号鹹水槽が検出された。

　第８８号鹹水槽中の第５層は黒色土�を主体とした層で，近辺に位置する他鹹水槽の崩落土が堆積した可能性

が高い。第３・７層は黒色土�層と粘土層で鹹水槽を構築した層である。

遺物出土状況　金属製品１点（古銭）が第１０５号鹹水槽から出土している。

所見　竈の検出状況から，黒色土�層間の砂�層を境に下層が第一次操業面，上層が最終操業面と考えられ

る。最終操業は第一次操業が打ち切られた後，しばらく期間が経ってから行われたと考えられる。

　屋内鹹水槽は７基検出されており，検出状況から第８７・８９～９１号鹹水槽が最終操業，第９５・１０５・１１２号鹹水

槽が第一次操業に伴うと考えられる。なお，第９０号鹹水槽の西壁は火熱で赤変硬化しており，�号竈が機能を

失った後，竈として一時転用された可能性がある。

第８０図　第１４号製塩区域
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　屋外鹹水槽は２基検出されている。検出状況から第８８号鹹水槽が最終操業，第１０８号鹹水槽が第一次操業に

伴うものと考えられる。

　時期は，出土遺物もなく明確にすることができない。

第８１図　第１４号製塩跡実測図

第８２図　第１４号製塩跡屋内鹹水槽土層図（１）
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第８３図　第１４号製塩跡屋内鹹水槽土層図（２）
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第８４図　第１４号製塩跡屋外水槽実測図
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第１５号製塩跡（第８６～８９図）
位置　調査区中央部�１３�６区の標高７�の砂丘上に位

置している。第１８号製塩跡の北側に確認されている。

重複関係　釜屋南部を第１８号製塩跡の釜屋，北部を第

１８号製塩跡の第１２５～１２７号鹹水槽に掘り込まれている。

確認状況　第１段階　表砂をおよそ９．５�除去した標

高７�の位置から，釜屋の黒

色土の範囲が確認された。

第２段階　土層から釜屋と竈の範囲を確認

した。

第３段階　釜屋内を精査すると，南東部の

黒色土面から第１３３号鹹水槽，

西部の黒色土面上から焼砂が確

認された。第１２６号鹹水槽は竈

を掘り込んでおり，本跡には伴

わないと判断した。

規模と構造　製塩跡の範囲は南北軸３１�，東西軸１６�

である。製塩跡は釜屋，屋外鹹水槽（第１６９・１８２～

１８４�・�号鹹水槽）で，釜屋は竈，屋内鹹水槽（第１３３

号鹹水槽）で構成されている。屋内鹹水槽は釜屋内の

南部，屋外鹹水槽は製塩跡内の北部を中心に位置して

いる。

釜屋４区��－１２（第８７図）　長径約１７．５�，短径約

１４．５�の不定形である。釜屋は厚さ５～４０��の黒色

土を貼り付けて構築されている。また，黒色土は竈を

中心に東西に広がり，全体的に黒色土�・�を用いた

盛土により構築されている。

第８５図　第１４号製塩跡出土遺物実測図

第８６図　第１５号製塩区域
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第８７図　第１５号製塩跡実測図

第２段階 第３段階第１段階

F13g8

F13j5

SN126

SN133

竈

A

C
3

S
N

12
6

3

3

1

3

31

2

83 9

9
B

A

B

7.2m

7.
2m



―８５―

A

A

A

B B

A

6.4m

A
6.4m A

6.4m

A

A

6.8m

6.
8m

F13c7

-E3m

F13f5

F13d5

-E3m

F13e6

-E2m

7

3
3

3

7

7

SN182

3

3

3

3

3

3
7

7

7

4SN169

SN183

SN184A・B

��������	
����

第８９図　第１５号製塩跡屋外鹹水槽実測図

第８８図　第１５号製塩跡屋内鹹水槽土層図
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　竈は径３�の不定形で，釜屋内の中心部に位置している。作業面からの深さは３０～５０��で，底面は平坦で

ある。黒色土の厚さは３０～６０��である。底面には灰層が確認されている。

　土層断面図中，第３層は釜屋を構築した黒色土�層である。西部の下層には黒色土�層が入っているが，大

部分は白砂層である。

　第１３３号鹹水槽（第８８図）は，釜屋内の黒色土面とほぼ同じ標高６．９�から検出された。

　第３・７層は黒色土�層と粘土層で，鹹水槽を構築した層である。黒色土�層は厚さ８��，粘土層は厚さ

４��である。

屋外鹹水槽（第８９図）　釜屋から北へ約８�の標高６．６�から第１８３号鹹水槽，さらに黒色土を２０～３０��除去す

ると第１６９・１８２・１８４�・�号鹹水槽が検出された。

　第３・７層は黒色土�層と粘土層で，鹹水槽を構築した層である。第１８４�・�号鹹水槽は底面に黒色土�層

と粘土層が２層確認できることから，造り替えている。

遺物出土状況　土師質土器片１点（皿）が第１８２号鹹水槽から出土しただけである。

所見　釜屋の土層断面や釜屋の検出状況から，黒色土の範囲を釜屋の範囲と捉えた。竈を中心に黒色土が確認

されているが，これは第１８号製塩跡に伴う屋外鹹水槽を構築した時のものである。

　屋内鹹水槽は１基が検出されており，造り替えや補修痕は見当たらない。

　屋外鹹水槽は４基が検出され，出土状況から最終の屋外鹹水槽を第１８３号鹹水槽，前段階を第１６９・１８２・

１８４�・�号鹹水槽とした。

　台地上に構築された釜屋で，釜屋内は一部に黒色土を用いて構築されている。南に位置する第１８号製塩跡の

屋外鹹水槽に竈が掘り込まれていることから，第１８号製塩跡より以前に構築されていたものと考えられる。時

期は，出土遺物が少なく不明である。

第１６号製塩跡（第９０～９３図）
位置　調査区中央部�１３�６区の標高６．９�の砂丘上に位置している。第１８号製塩跡の南に確認されている。

重複関係　第１８号製塩跡の釜屋に掘り込まれている。

確認状況　第１段階　表砂をおよそ７．５�除去した標高７�の位置から，釜屋と灰の範囲が確認された。

第２段階　釜屋内の砂を１０��除去すると北部の黒色土面から，第１３１号鹹水槽，�１・�２が確認さ

れた。

第３段階　土層から灰状の範囲の下層で竈を確認し，灰を除去し竈を検出する。

第４段階　釜屋内の黒色土を１０��除去すると，南部から第７４・１３６号鹹水槽，�３～�８が検出さ

れた。
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規模と構造　製塩跡の範囲は南北軸１６．５�，東西軸１３�であ

る。製塩跡は釜屋，屋外鹹水槽（第７５号鹹水槽）で，釜屋は

竈，屋内鹹水槽（第７４・１３１・１３６号鹹水槽）で構成されてい

る。屋内鹹水槽は釜屋内の北部と南部，屋外鹹水槽は製塩跡

内の南西部に位置している。

釜屋４区��－１３（第９１図）　南北軸１１．７�，東西軸１０．４�の

長方形である。釜屋は，最大で約１００��の黒色土を貼り付け

て構築されている。東部に向かって全体的に傾斜しており，

西部の竈上層面からは灰状の層が確認された。

　竈は釜屋の西部に位置し，一辺が約３．６�の不定形である。

作業面からの深さは５０��で，底面は皿状を呈している。黒

色土の厚さは２０～５０��で，竈上面には厚さ５０��の灰が堆積

している。

　土層断面図中，第３層は釜屋を構築した黒色土�層，第９

層は灰層である。

　ピットは８か所である。�３・�４が深さ８０��と９０��でやや深いが，その他は５０～６０��である。�６～�

８は釜屋中央部の楕円形の落ち込みを囲む様に配する。その他のピットは規則的な配列が見られない。

　屋内鹹水槽（第９２図）は釜屋内の黒色土面とほぼ同じ標高６．８�から第１３１号鹹水槽，さらに黒色土を１０��

除去すると第７４号鹹水槽が検出された。第１３６号鹹水槽は第７４号鹹水槽の下層より検出された。

　第１３１号鹹水槽の覆土は，砂�層を主体とした自然堆積の層である。第７４号鹹水槽も砂�層であるが，炭化

材を含む黒色土が中間に入っている。

屋外鹹水槽（第９３図）　釜屋から南西へ５�の標高６．６�から，第７５号鹹水槽の底部だけが検出された。覆土は

砂�層を主体とした自然堆積の層である。

遺物出土状況　土師質土器片３点（内耳鍋２，鉢１），陶器片２点（甕），不明金属製品１点が釜屋内の覆土中

から出土している。いずれも細片で，図示できるものはない。

所見　土層断面や検出状況から，東部はピットの外側，西部は竈までの黒色土の範囲を釜屋として捉えた。竈

が釜屋の西部に構築されていることは異例であり，広範囲に堆積する竈上層の灰も廃絶と同時に残ったもの

か，運び込まれてきたものか不明である。

　屋内鹹水槽は３基で，検出状況から第１３１号鹹水槽は最終操業，第７４号鹹水槽は埋め戻されていることから

第一次操業に伴うものと考えられる。なお，第７４号鹹水槽は下層に位置する第１３６号鹹水槽を造り替えたもの

である。

第９０図　第１６号製塩区域
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　屋外鹹水槽は１基で，第７５号鹹水槽は底部だけの検出状況から考えると，規模はさらに大きいものと想定さ

れる。

　第１８号製塩跡の釜屋に掘り込まれていることから，第１８号製塩跡より以前に構築されていたと考えられる。

時期は，出土遺物が少ないことから不明である。

第９２図　第１６号製塩跡屋内鹹水槽土層図

第９１図　第１６号製塩跡実測図
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第１７号製塩跡（第９４～９８図）
位置　調査区中央部�１３�３区の標高７～７．５�の砂丘上に位置している。上層には第９・１３号製塩跡が確認され

ている。

重複関係　上層には第９・１３号製塩跡が構築されている。

確認状況　第１段階　表砂をおよそ８．５�除去した標高７．５�の位置から，釜屋と竈が確認された。

第２段階　釜屋内の砂を５０��除去すると，南部の黒色土面から第１４４～１４６号鹹水槽，西部の黒色

土面から焼砂が検出された。

第３段階　釜屋内の黒色土面を約１０��除去すると，第１４７・１５０・１５２号鹹水槽，�１～�９が検出

された。

��������	
����

第９３図　第１６号製塩跡屋外鹹水槽実測図
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規模と構造　製塩跡の範囲は南北軸２０�，東西軸１９�である。第１７号製塩跡は釜屋，屋外鹹水槽（第９７・１２３・

１２４�・�・１３２・１３８・１３９号鹹水槽）で，釜屋は竈，屋内鹹水槽（第１４４～１４７�・�・１５０・１５２号鹹水槽）で構

成されている。屋内鹹水槽は釜屋内の南東部，屋外鹹水槽は製塩跡内の北東部に位置している。

釜屋４区��－１４（第９５図）　長軸約１３．６�，短軸約１２．８�の長方形で，残存している西壁から主軸方向は�－２８°

－�と考えられる。釜屋は，厚さ３０～５０��の黒色土を貼り付けて構築されている。北東部は黒色土の残存状況

が悪く，西壁の中央には約１�の張り出し部をもっている。全体的に中心に向かって緩やかに傾斜している。

　竈は長径３．４�，短径２．７�の楕円形で，釜屋中心部に位置している。残存している部分での深さは約１００��

で，底面は平坦である。黒色土の厚さは６０��である。

　土層断面図中，第３層は釜屋を構築した黒色土�層である。竈内には第１３号製塩跡の釜屋を構築するために

埋め戻された黒色土�層が入っている。なお，上層に２基の釜屋（第９・１３号釜屋）が存在している。

　ピットは９か所である。�３は深さ１２７��で，その他は４０～８４��である。�１～�３は釜屋の上屋を支える

柱穴，�５～�９は北壁際から検出されていることから，壁材などを支えた柱穴である可能性が高い。

　屋内鹹水槽（第９６図）は釜屋内の黒色土面の標高７．５�から第１４４～１４６・１５０号鹹水槽，さらに標高７．４�か

ら第１４７�・�・１５２号鹹水槽が検出された。

　第１４５・１４６号鹹水槽中の第３・５層は黒色土を主体とした層で，第１３号製塩所を構築するために埋め戻され

た層である。

第９４図　第１７号製塩区域

F13h5

F13d1
SN132

SN139

SN124A・B

SN123

SN97

SN138

SN145

SN146

SN147

SN150
SN144

SN152

竈

A・B



―９１―

第９５図　第１７号製塩跡実測図
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屋外鹹水槽（第９７・９８図）　製塩跡内の北東部の標高９．１�から第９７号鹹水槽，標高８．９�から第１２３・１２４�・

１２４�・１３２号鹹水槽，標高８．５�から第１３８・１３９号鹹水槽が検出された。第１３２号鹹水槽の残存状況は悪い。

　第９７・１２４�・�・１３２・１３８号鹹水槽内は砂�層を主体とした自然堆積の層で，短い期間で埋没したものと考

えられる。第１２３・１３９号鹹水槽には，それぞれ上層に構築された鹹水槽を構築する際に埋め戻された黒色土層

が入っている。

遺物出土状況　土師質土器片１点（内耳鍋），瓦片１点（軒丸瓦）が釜屋から出土している。出土遺物は細片の

ため，図示できるものはない。第１４７号鹹水槽から炭化材が出土しているが，釜屋の構築材か竈内で使用され

たものが流れ込んだものである。

��������	
����

第９６図　第１７号製塩跡屋内鹹水槽土層図
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第９７図　第１７号製塩跡屋外鹹水槽実測図（１）
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所見　検出状況から，釜屋は大規模に操業していたと考えられる。

　屋内鹹水槽は７基検出され，出土状況から第１４４・１４６号鹹水槽が最終操業，第１４７�・�・１５０・１５２号鹹水槽

が第一次操業に伴うもので，第１５２号から第１４４号，第１５０号から第１４５号，第１４７�・�号から第１４６号鹹水槽へそ

れぞれ造り替えを行っている。

　屋外鹹水槽は６基検出され，出土状況から第９７・１２４�・�・１３２号鹹水槽が最終操業，第１２３・１３８・１３９号鹹

水槽が第一次操業に伴う鹹水槽と考えられる。第９７・１２３号鹹水槽は近接しすぎていることから，第１２３号鹹水

槽の廃絶後まもなく第９７号鹹水槽を構築したものと考えられる。第１２３・１２４号鹹水槽の底面は粘土・黒色土層

��������	
����

第９８図　第１７号製塩跡屋外鹹水槽実測図（２）
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を貼り直しており，補修をしながら長期間機能していたものと考えられる。

　土層断面から，廃絶後まもなく第１３号製塩跡が構築されたものと考えられる。鹹水槽の配置は変化するもの

の，釜屋はそれほど範囲を変えずに続けて構築をしていたことを考えると，三つの製塩跡（第９・１３・１７号製

塩跡）は同一操業者が営んでいた可能性も考えられる。

第１８号製塩跡（第９９～１０２図）
位置　調査区中央部�１３�６区の標高７．６�の砂丘上に位置している。北に第１５号製塩跡，南に第１６号製塩跡が

確認されている。

重複関係　第１５・１６号製塩跡の釜屋を掘り込んでいる。

確認状況 第１段階　表砂をおよそ７�除去した標

高７．６�の位置から，釜屋と竈

が確認された。

第２段階　竈内の砂を除去すると焼土，釜

屋内の黒色土を精査すると南東

部の黒色土面から第１２８～１３０号

鹹水槽が検出された。

第３段階　釜屋内の黒色土面を精査する

と，�１～�９が検出された。

規模と構造　製塩跡の範囲は，南北軸１９�，東西軸

１３�である。製塩跡は釜屋，屋外鹹水槽（第１２５～１２７・

１７１号鹹水槽）で，釜屋は竈，屋内鹹水槽（第１２８～１３０

号鹹水槽）で構成されている。屋内鹹水槽は釜屋内の

南東部，屋外鹹水槽は製塩跡内の北部を中心に位置し

ている。

釜屋４区��－１５（第１００図）　南北軸１２．４�，東西軸

１０．２�の不定形である。釜屋は厚さ１０～２０��の黒色

土を貼り付けて構築されている。

　竈は長径３．７�，短径３．３�の楕円形で，作業面からの深さは５０��である。底面は皿状を呈し，黒色土の厚

さは２０～６０��である。

第９９図　第１８号製塩区域
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　土層断面図中，第３層は釜屋を構築した黒色土�層である。黒色土�層間には，最大で厚さ３０��の砂�層

が入っている。この層を境に竈の造り替えが行われている。

　ピットは９か所である。�５・�６は深さ２５��と２０��でやや浅いが，その他は５０～８０��である。�１～�

６は，釜屋の上屋を支える柱穴の可能性が高い。�７～�９は性格不明である。

　屋内鹹水槽（第１０１図）は標高６．９�の釜屋の黒色土面から第１２８～１３０号鹹水槽が検出された。第１３０号鹹水槽

の残存状況は悪く，南部の粘土層は欠落していた。

　第３・７層は黒色土�層と粘土層で，鹹水槽を構築した層である。土層断面から第１２８・１２９号鹹水槽は造り

替えられていることが読みとれ，新しい方からそれぞれ�・�号とした。

屋外鹹水槽（第１０２図）　釜屋の北へ約４�の標高約７�から，第１２５～１２７・１７１号鹹水槽が検出された。

　第３・７層は黒色土�層と粘土層で，鹹水槽を構築した層である。覆土はすべて白砂�層であり，廃絶後に

短期間で埋没したものである。第１２５号鹹水槽の下層には，規模や形状が違った第１７１号鹹水槽が構築されてい

る。

第１００図　第１８号製塩跡実測図
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第１０１図　第１８号製塩跡屋内鹹水槽土層図

第１０２図　第１８号製塩跡屋外鹹水槽実測図
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所見　釜屋は黒色土が不定形に広がり，竈の土層断面から大きく２回の操業が考えらる。竈は南側に移動し造

り替えられている。土層断面図中，第４層を境に下層を第一次操業面，上層を第二次操業面とした。第二次操

業面は，第一次操業面廃絶後に時間を空けずに再構築したものと考えられる。

　屋内鹹水槽は３基で，出土状況から第１２８�・１２９�号鹹水槽が最終である第二次操業，第１２８�・１２９�・１３０号

鹹水槽が第一次操業に伴うと考えられる。

　屋外鹹水槽は４基で，出土状況から第１２５・１２６号鹹水槽は最終である第二次操業，第１２７・１７１号鹹水槽は第

一次操業に伴うものと考えられる。第１２５号鹹水槽は第１７１号鹹水槽の上層に構築され，規模や形状も異なって

いる。

　竈の造り替えに伴い，第１２８�・１２９�号屋内鹹水槽と第１２５・１２６号屋外鹹水槽が第二次操業，第１２８�・１２９�・

１３０号屋内鹹水槽と第１２７・１７１号屋外鹹水槽が第一次操業に伴うものと考えることができる。出土遺物がなく

時期は不明であるが，屋外鹹水槽である第１２５～１２７号鹹水槽が北に位置する第１５号製塩跡の釜屋，また南に位

置する第１６号製塩跡を掘り込んでいることから，第１５・１６号製塩所の廃絶後に存在していたものと考えられ

る。

第１９号製塩跡（第１０３～１０７図）
位置　調査区中央部�１３�７区の標高９�の砂丘上に位置している。

重複関係　上層には第１１・１２号製塩跡，下層には第２０号製塩跡が構築されている。

確認状況　第１段階　表砂をおよそ８�除去した標高９�の位置から，釜屋と炭化材を含む焼砂の範囲，西

壁際では山砂と暗褐色土を混ぜ合わせた帯状の範囲が確認された。

第２段階　釜屋内の黒色土を精査すると，南部の黒色土面から第１５６・１６０号鹹水槽，西部の黒色土

面から�１～�１０が検出された。

第３段階　第１５６号鹹水槽の下層から４基，第１６０号鹹水槽の下層から４基の鹹水槽，東部の黒色土

中から第１５８・１５９・１７５号鹹水槽が検出された。
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規模と構造　東部が調査区域外に延びるため，製塩跡の範囲は南北軸２９�，東西軸１６�だけが確認された。第

１９号製塩跡は釜屋，屋外鹹水槽（第１１６・１５４・１８０・１８７号鹹水槽）で構成されている。釜屋には，屋内鹹水槽（第

１５６～１６０・１６２・１６５・１６６・１７０・１７３～１７５・１８６号鹹水槽）が南部を中心に位置している。屋外鹹水槽は製塩跡

内の南西部を中心に位置している。釜屋内の北東部は，重機による表砂除去のため削平されている。

釜屋４区��－１６（第１０４図）　東部が調査区域外に延びているため，釜屋を構築する黒色土の範囲は南北軸

１２�，東西軸４．３�だけ確認された。残存している西壁から，主軸方向は�－４０°－�と考えられる。黒色土の

残存部分は厚さ４０��の黒色土を貼り付けて構築されている。西壁際は暗褐色土と山砂を混ぜ合わせた版築状

の層が確認された。南西部の黒色土面に焼砂が広がり，その下層からは，釜屋の構築材と推測される炭化材が

検出された。

　土層断面図中，第３層は釜屋を構築した黒色土�層で，第１０層は釜屋を構築した際暗褐色土と山砂を版築状

に積み重ねた層である。

第１０３図　第１９号製塩区域
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　ピットは１０か所である。�４～�６は深さ８０～１００��とやや深いが，その他は３５～７０��である。�１～�３

は釜屋の上屋を支える柱穴，その他のピットは補助的な柱穴か壁を仕切るための柱穴の可能性が考えられる。

　屋内鹹水槽（第１０５図）は釜屋内の南東部の標高８�９�から第１５６号鹹水槽を含む５基が，南西部の標高約８．９�

からは第１６０号鹹水槽を含む５基が検出された。東部の黒色土中からは第１５８・１５９・１７５号鹹水槽が検出された

が，残存状況は悪い。

　第１５６・１６０号鹹水槽は砂�層を主体とした自然堆積の層で，短期間で埋没されたものと考えられる。その他

の鹹水槽内は，埋め戻された黒色土か構築土が崩落したものである可能性が高い。

屋外鹹水槽（第１０６図）　製塩跡内の南西部の標高９．６�から第１１６・１５４・１８０・１８７号鹹水槽が検出された。

　第１１６号鹹水槽の土層断面からは，６回の造り替えを行ったことが確認できた。第１８０・１８７号鹹水槽内には

崩落土か埋め戻され黒色土が白砂�層とともに堆積している。

第１０４図　第１９号製塩跡実測図
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遺物出土状況 土師質土器片３点（皿２，内耳鍋１），金属製品１点（古銭），瓦片２点（軒丸瓦）が釜屋内の

覆土中から出土している。不明鉄製品１点が第１７０号鹹水槽の覆土中から出土している。いずれも細片で図示

できない。釜屋内からは漆喰の魂が出土している。

所見　屋内・外鹹水槽が何度も造り替えられていることを考えると，釜屋は長期間操業していたと推測され

る。釜屋の黒色土面から広い範囲で焼砂や炭化材が検出されており，焼失したものと考えられる。炭化材の中

には，釜屋の屋根か壁に使用したと思われる茅材も検出された。茅材が炭化材として検出された状況は，南西

へ約２２�に位置する第１３号製塩跡の釜屋と類似している。

　屋内鹹水槽は１０基検出されている。釜屋内の南東部に１基と南西部に隅丸長方形の鹹水槽を１基構築してい

る点では，第１・２・５・６号製塩跡と類似しているが，これほどの造り替えを行っている点では異例である。

　屋外鹹水槽は４基検出されている。第１１６号鹹水槽は６回の造り替えが行われ，底面には鹹水落下の圧力に

より形成されたと思われる楕円形の窪みが確認されている。第１１６号鹹水槽は，最終段階まで使用されていた

ものと考えられる。第１１６・１５４号鹹水槽の南東部中段には，鹹水を汲み上げる際の足掛け石が２点見られる。

同様に，第１８７号鹹水槽内からは礫片３点が出土しているが，足掛け石が粘土の崩落とともに落下した可能性

��������	
���

第１０５図　第１９号製塩跡屋内鹹水槽土層図
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がある。第１８０号鹹水槽の南東壁上にも礫１点が出土しており，第１８０・１８７号鹹水槽はかなりの深さがあった

ことが推測され，当初に構築された屋外鹹水槽であった可能性もある。

　最終段階で使用されていた鹹水槽は，屋内では第１５６・１６０号鹹水槽，屋外では第１１６号鹹水槽である。その

他は頻繁に造り替えが行われており，明確なグループ分けができない。時期は，出土遺物が少なく不明である。

第１０６図　第１９号製塩跡屋外鹹水槽実測図
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第２０号製塩跡（第１０８～１１３図）
位置　調査区中央部�１３�７区の標高約７�の砂丘上に位置している。

重複関係　上層には第１１・１２・１９号製塩跡が構築されている。

確認状況　第１段階　表砂をおよそ１０�除去した標高７�の位置から，釜屋と竈の範囲が確認された。

第２段階　釜屋内の黒色土を精査すると南部の黒色土面から第２０９・２１０号鹹水槽が検出された。

第３段階　第２１０号鹹水槽の下層から５基の鹹水槽が検出された。

規模と構造　東部が調査区域外に延びているため，製塩跡の範囲は南北軸２８�，東西軸１７�だけ確認できた。

製塩跡は釜屋，屋外鹹水槽（第１７７～１７９・１８１・１８５・２００号鹹水槽）で，釜屋は竈，屋内鹹水槽（第２０９～２１２・

２１８～２２０号鹹水槽）で構築されている。屋内鹹水槽は釜屋内の南東部，屋外鹹水槽は製塩跡内の南西部を中心

に位置している。

��������	
����

第１０７図　第１９号製塩跡出土遺物実測図
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釜屋４区��－１７（第１０９図）　東部が調査区域

外に延びているため，南北軸７�，東西軸

７．６�だけ確認できた。釜屋は，厚さ２０��の黒

色土を貼り付けて構築されている。

　竈は径２．５�の円形で，釜屋の中心に位置し

ていると考えられる。作業面からの深さは

２０��だけ確認できた。底面は平坦で，黒色土

の厚さは８０��である。底面には二面の黒色面

が確認されている。

　土層断面図中，第３層は釜屋と竈を構築した

黒色土�層である。黒色土�層間には，最大で

厚さ１５��の砂�層が入っている。第４層は釜

屋を構築する際，掘り方に埋土した層である。

竈上層には最終段階での灰層が残っている。

　屋内鹹水槽（第１１０図）は釜屋内の南西部の標

高７�６�から第２０９号，南東部の標高７．３�から

第２１０号鹹水槽が検出された。第２１０号鹹水槽の

下層からは第２１１・２１２・２１８～２２０号鹹水槽が検

出されたが，残存状況は悪い。

　第３・７層は黒色土�層と粘土層で，鹹水槽

を構築した層である。鹹水槽内には埋め戻した

黒色土が堆積している。

屋外鹹水槽（第１１１・１１２図）　釜屋から南西へ約２０�の標高７．３�から第１８１号，標高７�から第１７７～１７９・

１８１・１８５・２００号鹹水槽が検出された。第１８５号鹹水槽は第１８１号鹹水槽の下層から検出された。

　屋外鹹水槽の覆土は砂�層を主体とした自然堆積の層で，廃絶後に短期間で埋没したと考えられる。第３・

７層は黒色土�層と粘土層で，鹹水槽を構築した層である。

遺物出土状況　第１８号鹹水槽の覆土中から，土師質土器片１点（内耳鍋）が出土している。

所見　釜屋全体の形状は確認できなかったが，屋内鹹水槽が頻繁に造り替えられていることから，釜屋は長期

間操業していたと推測される。上層に位置する第１１・１２号製塩跡の釜屋と比較すると，壁を構築しない点が異

なっている。操業では竈の土層断面から，黒色土�層間の砂�層を境に下層を第一次操業面，上層を第二次操

業面とすることができる。

　屋内鹹水槽は７基検出されており，特に南東部に位置する屋内鹹水槽は少しずつ場所を移動しながら造り替

えており，上層に位置する第１９号製塩跡の屋内鹹水槽と類似している。これらの検出状況は良くないが，規模

や形状は類似している。

第１０８図　第２０号製塩区域
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　屋外鹹水槽は６基検出されている。いずれも大規模であったものと考えられ，中でも第１７７・１８１号鹹水槽は

最終段階まで使用されていたと考えられる。第１８５号鹹水槽は第１８１号鹹水槽の前段階のもので，第１７８・１７９・

２００号鹹水槽もその中に含まれる。

　竈の造り替えとともに，最終操業として屋内鹹水槽の第２０９・２１０号，屋外鹹水槽の第１７７・１８１号，第一次操

業は屋内鹹水槽の第２１１・２１２・２１８～２２０号，屋外鹹水槽の１７８・１７９・１８５・２００号が使用されていたものと考え

られる。屋内鹹水槽については，造り替えが頻繁で明確なグループ分けができない。屋外鹹水槽は釜屋から距

離があるが，出土状況や位置から本製塩所とのセットとして捉えた。 時期は，出土遺物もなく明確にするこ

とができない。

第１０９図　第２０号製塩跡実測図
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第１１１図　第２０号製塩跡屋外鹹水槽実測図（１）

第１１０図　第２０号製塩跡屋内鹹水槽土層図
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第１１２図　第２０号製塩跡屋外鹹水槽実測図（２）
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第２１号製塩跡（第１１４～１１６図）
位置　調査区中央部�１３�６区を中心に，標高４．８�の砂丘上に位置している。

確認状況　第１段階　表砂をおよそ９�除去した標高約５�の位置から，釜屋と竈の範囲が確認された。

第２段階　土層から，竈２基の存在が明らかになる。釜屋内の砂を２０��除去すると南部の操業面

から第２２７号鹹水槽と第２２６号鹹水槽の底部だけが検出された。

第３段階　釜屋内の黒色土面を１０��除去すると，�１～�４が検出された。

規模と構造　東部が調査区域外に延びているため，製塩跡の範囲は南北軸１４�，東西軸１０�だけが確認でき

た。製塩跡は釜屋だけである。釜屋は竈�・�号，屋内鹹水槽（第２２６・２２７号鹹水槽）で構成されている。屋

内鹹水槽は釜屋内の南部に位置している。

釜屋４区��－１８（第１１５図）　東部が調査区域外に延びることから，南北軸１４．２�，東西軸１０．３�だけ確認でき

た。釜屋は，厚さ１５～９０��の黒色土を貼り付けて構築されている。

��������	
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第１１３図　第２０号製塩跡出土遺物実測図
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�号竈は長径３．６�，短径３．５�の不定形で釜屋の中心に位置

している。操業面からの深さは９０��で，底面は皿状を呈して

いる。厚さ３０～５０��の黒色土を貼り付けて構築されている。

灰層が約２０��確認できた。�号竈は長径５．４�，短径３．１�の不

定形で，操業面からの深さは約４０��である。底面は皿状を呈

している。厚さ２０～３０��の黒色土を貼り付けて構築されてい

る。

　土層断面図中，第３・４層は釜屋を構築した黒色土層で，第

２１号竈内に堆積した第４層は�号竈を構築する際に埋め戻され

た層である。第９層は�号竈内に残された灰層である。

　ピットは４か所である。深さ２５～４８��で，本跡に伴う柱穴

の一部と考えられるが，規則的な配置は見られない。

第１１４図　第２１号製塩区域

第１１５図　第２１号製塩跡実測図
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　屋内鹹水槽（第１１６図）は，操業面である黒色土面の標高４．８�から第２２７号鹹水槽と第２２６号鹹水槽の底部だ

けが検出された。

　第１層は砂�層を主体とした自然堆積の層，第３・７層は黒色土�層と粘土層で，鹹水槽を構築した層であ

る。

所見　東部が調査区域外に延びているため，全体の様相は捉えることができなかった。�号竈は埋め戻され，

�号竈内には焼砂層が残っていることから，�号竈が第一次操業，�号竈が最終操業と考えられる。�・�号竈

の造り替えで，最終操業である�号竈には第２２７号鹹水槽，第一次操業である�号竈には第２２６号鹹水槽が伴う

と考えられる。第２２６号鹹水槽は底部のみの検出であることを考えると，初期に存在していたものが，�号竈

の構築により崩落したものと考えられる。�号竈から�号竈へ造り替えのための釜屋の構築範囲は土層断面で

確認できないことから，ほぼ同規模のまま操業が続けられたものと考えられる。検出時の標高は５�ほどと

当遺跡内で低く，南西へ約１８０�に位置する第３号製塩跡と同様で規模もほぼ同じであることから，両跡は同

時期に操業していた可能性が高い。

���������

第１１６図　第２１号製塩跡屋内鹹水槽土層図
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（２）製塩跡に組み込まれない鹹水槽

　　前項で報告した製塩跡に含まれる鹹水槽以外に，配置や主軸，標高などから前述した製塩跡に組み込むこ

とができないものがある。この項では，４区で確認された鹹水槽群や人骨が出土した鹹水槽を取り上げて記

述した。以下実測図と一覧表で記載し，出土遺物とともに掲載した。

４区鹹水槽群（第１１７～１３１図）
位置　調査区中央部�１２�９～�１３�１区に位置している。

確認状況　表砂を３�除去し，標高約５�から１６基の鹹水槽（第８０・１３５・１８８�・�・１９７・２０３・２０４～２０６号）を確

認した。

規模と施設 確認された範囲は南北２５�，東西１５�である。

鹹水槽（第１１７・１１８図）　すべて長軸３�前後の隅丸長方形を呈し，厚さ約１０��の粘土と黒色土で構築されて

いる。底面は平坦に造られているものが多く，皿状を呈している鹹水槽は少ない。長軸がほぼ南北軸となる鹹

水槽は１０基，東西軸となる鹹水槽は４基である。土層断面図から，第１８８・１９３号鹹水槽は造り替えが１回行わ

れている。また，第１８８号鹹水槽の底面からは礫が出土している。

遺物出土状況 第１９２号鹹水槽から陶器片１点（甕），第１９３号鹹水槽から陶器片１点（皿），第２０６号鹹水槽から

陶器片１点（甕）がそれぞれ出土している。すべて細片のため図示することはできなかった。

所見 同標高で隣接する製塩跡が確認されていないため，関係を捉えることができなかった。
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第１１７図　４区鹹水槽群実測図

G13a1

F12g9

M

F

E

P

D

J

L

K

Q

SN206

SN205SN203

SN80

SN204

SN194

SN191

SN190

A

B

C G

SN188A・B

SN192

SN135

SN193

SN195

SN196

SN189

SN197

O

I

H

N



―１１３―

第１６８号鹹水槽　４区（第１１９図）
位置　調査区北部の�１３�２で，第１６７号鹹水層の東側１．５�に位置している。

確認状況　表砂を９．９�除去後，第１７号製塩跡の下層１．４�の標高６．１�で鹹水層を確認した。

規模と形状　長軸２．３�，短軸１．８�の隅丸長方形で，深さは８４��である。長軸方向は�－１２°－�である。

遺物出土状況　犬の全身骨格が中央部上層から出土している。頭位は西方向で，前肢骨と後肢骨を南側に向

け，椎骨を北側にした状態である。頭部付近から礫が出土した。

第１１８図　４区鹹水槽群土層・断面図
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雌雄と年齢　不明　成犬

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。頭蓋骨の最大長は１５８．７��で下顎骨の右側は１２０��である。歯に

歯周病が見られた。

所見　犬の遺骸は，第１６８号鹹水層の廃絶時に埋め戻す際に埋葬されたものと考えられる。

第３８号鹹水槽　（第１２０・１２１図）
　第３８号鹹水槽から出土した貝種は，右表のとおりである。

��������	
���

第１２０図　第３８号鹹水槽貝出土状況図
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第１２１図　製塩跡に組み込まれない鹹水槽実測図（１）
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第１３１図　製塩跡に組み込まれない鹹水槽出土遺物実測図
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２　建物跡

　　今回の調査で建物跡３８軒を確認した。ここでは，原則的に以下の条件を満たす遺構を建物跡として報告す

ることにした。柱穴列のみ確認できた掘立柱建物跡についても建物跡に含め，ここで取り上げる。

（１）床面と考えられる黒色土を貼り付けた締まりのある平坦な面があるもの。遺構によっては，複数の生活

面が認められることがある。

（２）上屋を想定できる柱穴が配されている。

（３）炉が設けられている。

（４）生活にかかわる遺物が出土している。

（５）遺跡が砂丘上にあることから（１）～（４）までの条件は満たさないが，調査段階で建物跡と判断する

ことができたもの。

　炉は黒色土で構築され，底面から焼砂が検出されたものである。土坑は建物跡の内・外に存在する。黒色土

で構築されたものとそうでないものとがある。その用途については不明である。柱穴や炉，遺物は黒色土の範

囲外から検出されることもあり，本建物に伴うと判断したものはその遺構で報告した。実測図中，ピットを含

め確認された面ごとに第１次面，第２次面に分けて記載したが，必ずしも生活面の数とは一致しない。ここで

報告する建物跡の用途としては，生活の場，作業場，倉庫などが想定される。

　なお，建物跡や後に報告する整地面に伴うと判断された貝集積地や集石は，同じ建物跡や整地面の項目中で

報告するが，伴なわないと判断された貝集積地や集石については，後の項目で報告する。

第１号建物跡　２区ＳＩ－１（第１３２～１３６図）
位置　調査区中央部�１２�４区を中心に位置している。西には第２号建物跡が確認されている。

確認状況　表砂を３．５�除去し，標高６．３�で黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦であるが，北東部は緩やか

に傾斜している。黒色土面から複数の炉と土坑，南北に並ぶ柱穴８か所が確認された。

規模と施設　黒色土の範囲は南北１１�，東西９�の不定形である。しまりのある黒色土の周辺には，これらが

流れ出した締まりのない黒色土が広がっている。本建物跡内には炉３基，土坑２基が構築されている。

床　ほぼ平坦で，厚さ１０��の黒色土を貼り付けている。床面は主に黒色土�層で，第５層は黒色土�層である。
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第１３２図　第１号建物跡実測図



―１３０―

炉（第１３３図）　３基とも中央部に位置しており，第１号炉は第２号炉の上部に造り替えたものである。第１～

３号炉の底面からは，赤褐色の焼砂が検出されている。

　土層断面図中，第３層は炉を構築した黒色土�層である。黒色土の厚さは第１・３号炉の底部がやや薄く，

第１号炉は最大で５��，第２号炉は１５��，第３号炉は７��である。

ピット　１３か所。�２・�８が深さ２０・３４��とやや浅いが，その他のピットは深さ４０～１００��である。�１～�

８は３基の炉を囲み，南北を軸として配されていることから，上屋を支えた柱穴と考えられる。�９～�１３は

黒色土を除去した後に検出されていることから，柱穴の移動により黒色土で埋め戻された可能性が高い。

土坑（第１３４図）　２基とも南部に位置し，黒色土で構築されている。規模と形状が類似していることから，第

１０８�号土坑は第１０８�号土坑を造り替えたものと判断した。第１０８�号土坑は砂を４０��掘り込み，厚さ６～

１５��の黒色土を貼り付けて構築されている。第１０８�号土坑は砂を６０��掘り込み，厚さ２～８��の黒色土を

貼り付けて構築されている。

遺物出土状況　土師質土器片３４点（皿３１，内耳鍋３），陶器片１点（甕），石器２点（石臼，火打石），金属製品

２９点（火打金２，鎹１，古銭２６），瓦片１点（平瓦）が出土している。１８１・１８２は南部砂層，１５３・１５５・１５８～

１７９・１８４は黒色土中，１８０は黒色土面を除去した層，１５６・１２５９は第１号炉内，１５４・１８３は�９の覆土中から出

土している。２６枚の古銭はほとんどが黒色土中から出土しており，１５９～１７９は北西部の黒色土中から一括して

出土している。火打金と火打石は第１号炉内から出土している。土師質土器片は細片のため図示できなかっ

た。

所見　炉や土坑には造り替えが見られ，南北に並ぶピットも検出されていることから，建物跡と判断した。炉

や土坑の検出状況から第１・２号炉，第１０８�号土坑が最終生活時に機能し，第３号炉，第１０８�号土坑が構築

当初に機能していたものと考えられる。第１号炉内から出土している火打石と火打金は，セットで使用され炉

内に遺棄されたものである。出土銭の銭文は不鮮明なものが多い。
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第１３３図　第１号建物跡炉土層図
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第２号建物跡　２区ＳＩ－２（第１３７～１４５図）
位置　調査区中央部�１２�１区を中心に位置している。

確認状況　表砂を３�除去し，標高約５．５�から第１次面である黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦で，複

数の炉と南北に並ぶ柱穴７か所が確認された。さらに黒色土を５��除去すると，第２次面が確認され，複数

の土坑とピットが検出された。

規模と施設　第１次面の黒色土の範囲は南北１０．５�，東西４�の南北に延びる不定形である。第２次面の黒色

土の範囲は南北１２�，東西９．６�の不定形で，炉５基，土坑８基が構築されている。

床　第１・２次面とも厚さ約４～６��の黒色土を貼り付けている。土層断面図中，第３層は締まりのある黒

色土�層，第４層は建物構築の際に整地した黒色土�層である。
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第１３７図　第２号建物跡炉土層図
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炉（第１３７図）　第１・４・５号炉は中央部，第２号炉は南西部，第３�・�号炉は東部に位置している。第４

号炉は第７９号土坑に掘り込まれており，第３�・�号炉は�号から�号炉へ造り替えが行われている。

　規模はほぼ同じで，第１・２号炉は厚さ２～７��，第３・４号炉は厚さ３～８��の黒色土で構築されている。

ピット　３９か所。深さは４０～７０��で，上屋を支えた柱穴か間仕切のための柱穴と考えられる。

土坑（第１３９図）　黒色土で構築された第７８・７９・１２７・１２９・１３０・１３４・１６５号土坑は中央部，第１７０号土坑は南

西部に位置している。黒色土で構築された土坑の中で，第１３０号土坑は隅丸長方形で底部に粘土層が確認され

ている。また，第７９号土坑は第４号炉を掘り込んで構築されている。

第１３８図　第２号建物跡実測図
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遺物出土状況　土師質土器片３９点（皿３８，内耳鍋１），陶器片１点（甕），石器１点（砥石），金属製品９９点（古

銭）が出土している。１８５は�３１内，１８８・１９０は北部の黒色土中，１８６・１８９は北部の黒色土下の砂層から出土し

ている。１９２は北西部の２次黒色土中から出土しており，刀身部の遺存も良い。古銭の多くは，中央部から北

部にかけての黒色土面を除去した下層から出土している。２６７の「朝鮮通寳」は北部の黒色土を除去した砂層か

ら出土している。

所見　土層や床面の検出状況から，２時期にわたって生活が営まれた建物と考えられ，特に，日常雑器類の出

土が多い。古銭の多くが北部の黒色土下の砂層から出土しており，構築以前に遺棄されたか，意図的に蒔かれ

たものと推測される。中でも「宣徳通寳」は初鋳年が１４３３年と最も新しく，銭文も鮮明である。また，「朝鮮通

寳」も１枚出土している。時期は，出土遺物から１５世紀後半以降に構築されたものと考えられる。

K
5.8m

O
5.6m

L
5.6m

P
5.6m

M
5.4m

Q
5.6m

N
5.8m

SK79

SK129

SK127

SK134

SK130 SK78

SK170

3 3

7

3
1

2

4
1

7

1

2

1

2

第１３９図　第２号建物跡土坑土層図
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第１４０図　第２号建物跡出土遺物実測図（１）
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第１４１図　第２号建物跡出土遺物実測図（２）［古銭は原寸大］
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第１４２図　第２号建物跡出土遺物実測図（３）［古銭は原寸大］
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第１４３図　第２号建物跡出土遺物実測図（４）［古銭は原寸大］
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第１４４図　第２号建物跡出土遺物実測図（５）［古銭は原寸大］
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第３号建物跡　２区ＳＩ－３（第１４６～１４９図）
位置　調査区中央部�１２�１区を中心に位置している。北には第１・２・４・５号建物跡が確認されている。

確認状況　表砂を２．６�除去し，標高約６．４�で黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦であるが，北西部は北に

向かって緩やかに傾斜している。黒色土面から複数の炉跡と南北に並ぶ柱穴８か所が確認された。

規模と施設　黒色土の範囲は南北９．５�，東西７�の不定形である。しまりのある黒色土の周辺には，これら

が流れ出した締まりのない黒色土が広がっている。炉２基，土坑１基が構築されている。

床　ほぼ平坦で厚さ４～１２��の黒色土を貼り付けている。土層断面図中，第３層は黒色土�の層，第５層は

黒色土が流れ出した層である。
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第１４６図　第３号建物跡炉土層図
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炉（第１４６図）　２基とも中央部やや東寄りに位置している。第１号炉は第２号炉を掘り込み，黒色土で構築さ

れている。第１号炉から灰，第２号炉の底面から焼砂が検出されている。

　土層断面図中，第３層は炉を構築した黒色土層である。第１号炉は厚さ４～１０��，第２号炉は厚さ２～５

��の黒色土を貼り付けて構築されている。
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第１４７図　第３号建物跡実測図
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ピット　１３か所。�１～�６は深さ４５～８０��で，南北を軸として配されていることから，上屋を支えた柱穴と

考えられる。�７～�１３は深さ４２～８０��で，性格不明である。その中の�７・�９はもうひとつの軸線をもつ柱

穴と考えたが，東部には対応する柱穴が検出できなかった。

土坑（第１４８図）　北東部に位置している。砂を１８��掘り込み，

厚さ２～７��の黒色土を貼り付けて構築されている。

遺物出土状況　土師質土器片５点（皿），石器２点（石臼，砥石），金属製品５点（鎹ヵ１，古銭２，不明２）

が出土している。２９７は「開元通寳」で第２号炉内の底面から出土している。２９４は西部の黒色土�層の下層か

ら出土している。その他の出土遺物は細片であり，摩耗が激しいため図示できなかった。

所見　炉や柱穴が検出されたことから建物跡と判断した。北に位置する第２号建物跡と比較すると，黒色土範

囲が狭く日常生活にかかわる出土遺物も少ない。このことから少人数で生活していたか，製塩にかかわる人々

が一時的に休息をとった建物など，第１・２号建物跡とは違った性格が想定される。
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第１４８図　第３号建物跡土坑土層図

第１４９図　第３号建物跡出土遺物実測図
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第４号建物跡　２区ＳＩ－４（第１５０～１５５図）
位置　調査区中央部�１１�９区を中心に位置している。北に第１・２・５号建物跡，東に第３号建物跡が確認され

ている。

確認状況　表砂を１．１～１．３�除去し，標高約５．７～５．９�で黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦であり，土坑

が確認された。

規模と施設　黒色土の範囲は南北１１�，東西７�の不定形である。炉６基，土坑３基が構築され，また貝集積

地２か所が確認された。
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第１５０図　第４号建物跡実測図
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床　第１次面と第２次面が確認できた。第１次面はほぼ平坦で，厚さ６～１０��の黒色土を貼り付けた床面で

ある。下層には床面の基部をなす黒色土混じりの黒色土�層が確認された。第２次面もほぼ平坦で，厚さ

１０��の黒色土を貼り付けた床面である。２次面の中央部には硬化した黒色土が確認できた。土層断面図中，

第３層が第１・２次面，第４層は第１次面の基部をなす黒色土�層である。なお，第１次面の中央部は削平さ

れており，図示できなかった。

炉（第１５１図）　６基とも中央部に位置している。土層断面図から第２号炉は第１号炉を掘り込み，２回の造り

替えをしながら，継続的に使用されていたと考えられる。第２号炉は第２５９号土坑に掘り込まれ，第４号炉は

第７号貝集積地の下層から検出されている。第１号炉は厚さ２～１０��，第２号炉は２～８��，第３号炉は

５～１０��，第４号炉は３～７��の黒色土を貼り付けて構築されている。

ピット　６か所。深さ２５～４５��で，２次面で検出された。北東を軸として黒色土面に配されていることから，

上屋を支えた柱穴と考えられる。

土坑（第１５２図）　第２５７号土坑を除き，中央部に位置している。第２５７・２５９号土坑が第１次面，第２５８号土坑が

第２次面から検出された。第２５７号土坑は厚さ５～１２��，第２５８号土坑は残存部で６～１２��，第２５９号土坑は７

～１０��の黒色土を貼り付けて構築されている。

貝集積地（第１５３図）　第７号貝集積地は中央に位置している。長軸１．３�，短軸０．７�の不定形で，貝層の厚さ

は最大で５��である。第１１号貝集積地は南部に位置している。長軸２．１�，短軸１．６�の不定形で，貝層の厚

さは最大で６��である。土師質土器片１０点（小皿），古銭２枚が出土している。
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第１５１図　第４号建物跡炉土層図
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遺物出土状況　土師質土器片４６点（皿３８，内耳鍋８），金属製品２９点（古銭２５，不明４），平瓦片３点が出土し

ている。２９８・２９９は第２次面の黒色土中から出土している。２９９は第１次面の黒色土中から出土した破片と接

合したものである。古銭２５枚はほとんどが第２次面の黒色土の下層から散在して出土している。

所見　炉やピットが検出されたことから，建物跡と判断した。第２号炉は第２５９号土坑に掘り込まれているた

め，第２次面，第４号炉は第７号貝集積地の下層から検出されており，第２次面に伴う炉と判断した。炉は補

修されているものが多く，継続的に生活が営まれた建物と考えられる。古銭は３０５の「永樂通寳」が初鋳年１４０８

年と最も新しいが，洪武通寳を除くほとんどは銭文が不鮮明である。

��������	�
��

L
6.0m

M
6.0m

1

1

1610 1611 1612

SM11 SM7

第１５３図　第４号建物跡貝集積地土層図
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第１５５図　第４号建物跡出土遺物実測図（２）
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第５号建物跡　２区ＳＩ－５（第１５６～１６３図）
位置　調査区中央部�１１�８区を中心に位置している。

確認状況　表砂を１．５�除去し標高約５．４�から，第１次面である黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦で，複

数の土坑が確認された。さらに，下層の標高５．２�から第２次面である黒色土面が確認され，複数の土坑と多

数のピット，焼砂の層が検出された。また，貝集積地は３か所が確認された。

規模と施設　第１次面の黒色土の範囲は南北７�，東西８�の不定形である。第２次面の黒色土の残存の範囲

は南北８�，東西８�の不定形である。炉５基，土坑７基が構築されている。

床　第１次面は厚さ１２～１４��，第２次面は厚さ８～１０��の黒色土を貼り付けて構築されている。土層断面図

中，第１次面の黒色土�層と第２次面との間には約１０��の砂層が入っている。
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第１５６図　第５号建物跡実測図



―１５１―

炉（第１５７図）　第１・２・５号炉は中央部，第３・４号炉は北東部に位置し，第３号炉は第４号炉を掘り込ん

で構築されている。第１号炉は厚さ５��，第２・５号炉は厚さ１０��の黒色土を貼り付けて構築されている。

第３・４号炉は残存状況が悪く，立ち上がり部は削平されている。底部は厚さ４��の黒色土を貼り付けて構

築されている。

ピット　１８か所。�４・�１８は深さ２０・２５��とやや浅いが，その他は深さ３０～７４��である。上屋を支えた柱穴

か間仕切りをした柱穴と考えられる。

土坑（第１５８図）　黒色土で構築された第９９・１０７・１１４・１７１・１７２号土坑と第１５１・１５６号土坑がある。南部の第

１７２号土坑はその後，第１７１・１１４号土坑へと造り替えが行われている。第１０７号土坑は底面に厚さ５��の粘土

層が確認された。第９９号土坑は厚さ９～１５��の黒色土，第１７１・１７２・１１４号土坑は厚さ５～９��の黒色土を

貼り付けて構築されている。

貝集積地（第１５９図）　第４号貝集積地は北東部に位置し，長軸３．３�，短軸１．５�の不定形で，貝層の厚さは最

大で１２��である。土師質土器片１６点（皿）が貝とともに出土している。第６号貝集積地は北西部に位置し，長

軸１．１�，短軸０．８�の長方形で，貝層の厚さは最大で８��である。第９号貝集積地は中央部に位置し，長軸

０．６�，短軸０．４�の不整楕円形で，貝層の厚さは最大で５��である。土師質土器片２点（皿）が出土している。

遺物出土状況　土師質土器片８４点（皿），陶器片１点（皿），磁器片２点（皿），金属製品４８点（古銭），骨角製

品１点（サイコロ）が出土している。３２７から３３０の土師質土器の皿は，西部の第２次面を除去した砂層からま

とまって出土している。また，３３１は瀬戸・美濃産で南部の１次面下，３３２は景徳鎮窯の製品で，�１内から出
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第１５８図　第５号建物跡土坑土層図
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土している。３８３・３８４は北部の砂層から出土しており，３８３は鹿角製である。３３４は毛抜であるが，片側が欠損

している。３３３は上臼で�６内から出土している。古銭は中央部の黒色土中から多く出土し，確認された中で

は「永樂通寳」が最新銭で，６枚出土している。
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第１６１図　第５号建物跡出土遺物実測図（２）［古銭は原寸大］
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所見　第１次面は第２次面の南部に黒色土を貼り付けて構築されている。黒色土の範囲外から検出されている

土坑は，黒色土面を構築せず機能したものと考え，本跡に伴うと判断した。第１次面からは炉やピットが検出
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されておらず，出土遺物は第２次面や北部に集中していることから，主たる活動地点は第２次面の北部と想定

した。また，黒色土中から円筒埴輪片が出土しており，当遺跡内で検出される黒色土が他地域から持ち込まれ

たことを示す貴重な資料となる。時期は，出土遺物から１６世紀前半と考えられる。

第６号建物跡　２区ＳＩ－６（第１６４～１７０図）
位置　調査区中央部�１１�８区を中心に位置している。

確認状況　表砂を３．５�除去し，標高約５．０�で黒色土面を確認した。上面の中心部はややくぼんでおり，炉跡

と北西に並ぶ柱穴６か所が確認された。

規模と施設　黒色土の範囲は南北７�，東西７．９�の不定形である。黒色土の生活面は南北５．５�，東西５�の

不定形である。炉１基，土坑２基が構築されている。
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第１６４図　第６号建物跡実測図
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床　ほぼ平坦で，厚さ４～１３��の黒色土を貼り付けた床面と，周辺にはこれらが流れ出した締まりのない黒

色土が広がっている。土層断面図中，第３層は硬化した黒色土�層，第４層は黒色土�層である。北西部から

小範囲ではあるが焼砂が検出されている。

炉（第１６５図）　当初焼砂範囲として捉えたが，赤変硬化したブロック状の

焼土が検出されたため炉の底部と判断した。

　土層断面図中，第８層は焼土層で厚さ５��である。

ピット　６か所。�５は深さ７３��とやや深いが，その他のピットは４０～

６７��である。中央の落ち込み部を囲むように配され，北西に軸線をもっ

ていることから上屋を支えた柱穴と考えられる。

土坑（第１６６図）　第１５０号土坑は東部，第１５５号土坑は南部に位置している。第１５０号土坑は厚さ１～１０��ほど

の粘土を貼り付けて構築されており，中礫が出土している。第１５５号土坑は上端部に粘土が貼り付けてある。

遺物出土状況　土師質土器片９０点（皿８１，内耳鍋４，擂鉢５），陶器片１点（皿），石器２点（火打石），金属製

品６５点（古銭６２，不明３）が中央部の黒色土中，礫１００点が第１５５号土坑から出土している。３８８は中央部の黒色

土面，３８６，３９５・３９６は中央部の黒色土中，３９０～３９４，３９９～４５２は南部の黒色土を除去した下層から出土して

いる。

　３８８の鉄釉小皿は鉄釉が高台まで見られる。南部から出土した古銭は，黒色土を除去した下層からまとまっ

て出土している。最も新しい「永樂通寳」は１１枚出土しており，銭文も鮮明である。その他の古銭は銭文が潰

れており，不鮮明のものが多い。
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第１６７図　第６号建物跡出土遺物実測図（１）
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第１６６図　第６号建物跡土坑土層図
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土層図
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所見　中央部はくぼんでおり出土遺物が集中していることから，主たる活動地点は中央部と考えられる。炉の

痕跡は確認されたが，黒色土を貼り付けて構築した土坑がなく，前述した生活の痕跡を残す建物跡とは内部施

設の構成に違いが見られる。継続して生活が営まれていたとは考えにくく，一時的な生活の場か作業場であっ

たものと考えられる。南部から出土した古銭は埋納銭か備蓄銭である可能性が高い。時期は出土した鉄釉小皿

や古銭から，１６世紀後半と考えられる。
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第１６８図　第６号建物跡出土遺物実測図（２）［古銭は原寸大］
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408 409 410 411 412 413

414 415 416 417 418 419

420 421 422 423 424 425

426 427 428 429 430 431

第１６９図　第６号建物跡出土遺物実測図（３）［古銭は原寸大］
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第１７０図　第６号建物跡出土遺物実測図（４）
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第７号建物跡　２区ＳＩ－７（第１７１～１７５図）
位置　調査区南部�１１�８区を中心に位置している。

確認状況　表砂を１．５�除去し，標高約５．７～５．９�から黒色土面を確認した。上面は中央部がやや高く，複数

の炉や土坑，貝集積地が確認された。また，黒色土を除去すると複数のピットが確認された。

規模と施設　黒色土の範囲は南北１４�，東西１２�の不定形である。北部と南部の黒色土面との間には約５０��

の砂層が入っている。炉９基，土坑５基が構築されており，南部には３か所，北部には１か所の貝集積地が確

認された。

床　中央部がやや高いが，ほぼ平坦である。厚さ２～１４��の黒色土を貼り付けて構築されている。

炉（第１７１図）　第１～３号炉は中央部，第４～７号炉は南東部，第８・９号炉は西部に位置している。第５号

炉は第６号炉を掘り込んで構築されている。第１～３号炉は厚さ３～１０��，第４～９号炉は厚さ１～１４��の

黒色土を貼り付けて構築されている。

ピット　１４か所。�３・�５・�７は３０・２０・３８��とやや浅いが，その他は深さ５０～７６��である。共に北東を

軸として配されていることから，上屋を支えた柱穴と考えられる。
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第１７１図　第７号建物跡炉土層図
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第１７２図　第７号建物跡実測図
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土坑（第１７３図）　黒色土で構築された第１４７・２１３・２１４・２２２号土坑と砂を掘り込んだ第２１９号土坑がある。北東

部の第２１４号土坑は底面に粘土層が確認されている。

貝集積地（第１７４図）　第１０号貝集積地は北部に位置し，長軸３．２�，短軸２�の不定形で，貝層の厚さは最大で

６��である。第１２号貝集積地は中央部に位置し，長径１．５�，短径１．２�の楕円形で，貝層の厚さは最大で３

��である。第１３号貝集積地は南部に位置し，長軸１．４�，短軸１．２�の不定形で，貝層の厚さは最大で３��で

ある。第１６号貝集積地は南部に位置し，長軸２．６�，短軸２．３�の不定形で，貝層の厚さは最大で５��である。

遺物出土状況　土師質土器片１１０点（皿１０８，香炉１，擂鉢１），陶器片３点（皿），石器１点（砥石），礫４点，金
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第１７３図　第７号建物跡土坑土層図
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第１７４図　第７号建物跡貝集積地土層図
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属製品６点（笄１，古銭５）が出土している。４５４～４５７は小形品で，４５６以外はナデによる２次調整が底部に施

されている。４５９は第６号炉内から出土しており，一部鉄が付着している。また，４６１・４６３は中央部の砂層か

ら出土しており，４６１は中央部が緩やかに屈曲している。４６０・４６４・４６９は中央部，４６８は西部の黒色土面を除去

した砂層から出土している。
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第１７５図　第７号建物跡出土遺物実測図
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所見　炉や柱穴が検出されており，日常雑器類も多く出土していることから，建物跡と判断した。黒色土の範

囲外から検出された炉や土坑も，本跡に伴うものと判断した。これだけ多数の炉を有する建物跡は当遺跡内で

は異例である。

第８号建物跡　２区ＳＩ－８（第１７６～１８１図）
位置　調査区南部�１１�３区を中心に位置している。

確認状況　表砂を１．５�除去し，標高約４．５�から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦で，黒色土面の内外か

らは複数の炉と土坑が構築され，貝集積地も１か所確認された。

規模と施設　黒色土の範囲は南北１３�，東西１０�の不定形である。炉５基，土坑１１基が構築されている。ま

た，東部に貝集積地１か所が確認されている。

床　ほぼ平坦である。中央部付近では厚さ３５��，その他は厚さ１０��の黒色土�層を貼り付けて構築されてい

る。南部の黒色土�層の間には，最大で約２０��の砂�層が入っている。
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炉（第１７６図）　第１・２号炉は西部，第３号炉は中央部，第４�・�号炉は北部に位置している。第１号炉は

厚さ３～２０��，第３号炉は厚さ８～１３��の黒色土を貼り付けて構築されている。

土坑（第１７８図）　黒色土で構築された第２００・２０５・２０７・２２９・２４４・２５１・２５２号土坑と第２３９・２５５号土坑があ

り，黒色土面の西部と隣接する砂層に集中して構築されている。また，第１９９・２４５号土坑は粘土と黒色土で構

築されている。
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貝集積地 （第１７９図）　東部に位置し長径１．７�，短径１．６�の円形で，貝層の厚さは最大で１１��である。

遺物出土状況　土師質土器片７２点（皿７１，内耳鍋１），陶器片５点（皿１，碗２，甕２），須恵器片１点（蓋），土

製品１点（円筒埴輪片），石器・石製品５点（火打石３，五輪塔１，硯１），金属製品１４点（耳金１，火打金２，
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笄１，古銭１０）が出土している。４７５・４７７・４７８・４７９は東部の黒色土中，４８０は中央部の黒色土中から出土して

おり，４７９は瀬戸・美濃産である。４８７は第４号炉，１６５１は第１号炉から出土したものである。４８３・４８８はとも

に北部の黒色土中から出土しており，４８８は布製のものに巻き付けられていたためか，一部繊維が残っている。

古銭は北部を中心に，黒色土中から多く出土し，４９７の「永樂通寳」が初鋳年１４０８年と最も新しい。

所見　炉や日常雑器類などが出土していることから建物跡と判断した。西部から検出された複数の炉や土坑は

黒色土面の範囲外であるが，黒色土を貼り付けない面で使用していた可能性が考えられ，本跡に伴うと判断し

た。上屋が想定されるピットは幾度も黒色土を貼り付けているためか検出できなかった。出土遺物は黒色土面

中から多く出土しており，遺棄されたものと考えられる。時期は，出土遺物から１６世紀後半と考えられる。

第９号建物跡　２区ＳＩ－９（第１８２～１８５図）
位置　調査区南部�１１�９区を中心に位置している。

確認状況　表砂を約２�除去し，標高約６�で黒色土面を確認した。上面から複数の土坑が確認された。
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規模と施設　黒色土の範囲は南北１６�，東西は最大で７．５�の不定形である。土坑３基が構築され，第２３７号土

坑の上層から貝集積地１か所検出されている。

床　黒色土が構築された範囲を捉えたが，詳細は不明である。
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第１８２図　第９号建物跡実測図
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土坑（第１８３図）　３基検出されている。第２１５号土坑は北西部に位置し，黒色土の厚さは５～８��である。第

２１６号土坑は中央部に位置し，黒色土の厚さが３～１４��である。第２３７号土坑は南部に位置し，黒色土の厚さ

が４～１１��である。第２１５・２１６・２３７号土坑の確認面からの掘り込みは，それぞれ２４��・４５��・１４��である。

貝集積地（第１８４図）　南部に位置し，第２３７号土坑の上層から検出された。長軸１．５�，短軸１．１�の不定形を呈

している。貝層の厚さは最大で２１��である。貝種はマツカサガイが主体である。

遺物出土状況　土師質土器片６点（皿３，擂鉢２，鉢ヵ１），磁器片１点（碗），金属製品２点（毛抜，不明）

が北部から多く出土している。５０１は第２１６号土坑の北西部と南東部から出土した破片が接合したものである。

４９９・５００・５０４は北部から出土しており，４９９の内・外面には油煙痕が認められる。５０４は毛抜で，化粧用具の一

部と考えられる。

所見　西部が削平されており炉や柱穴が検出されなかったが，配置状況から西に位置する第１０号建物跡にかか

わる施設の可能性が考えられる。
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D E
6.2m 6.2m

1 1

SM15
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第１８５図　第９号建物跡出土遺物実測図
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第１０号建物跡　２区ＳＩ－１０（第１８６～１８９図）
位置　調査区南部�１１�７区を中心に位置している。

確認状況　表砂を１．５�除去し，標高５．８�から第１次面，標高５．５�から第２次面の黒色土面を確認した。上

面はほぼ平坦であるが，全体的に皿状を呈している。黒色土面と西部の黒色土面からは，複数の炉と土坑が検

出された。また，黒色土面を除去すると多数のピットと第３・４号土壙墓が確認された。

規模と施設　第１次面の黒色土の範囲は南北４．６�，東西７�の不定形，第２次面の黒色土の範囲は南北１２�，

東西１０�の台形である。炉４基，土坑５基が構築されている。

床　第１次面はほぼ平坦で，黒色土層は約５��である。第２次面は皿状を呈し，第１次面の３０��下層に第２

次面が構築されている。第１次面の黒色土の厚さは４～８��，第２次面の黒色土の厚さは４～１４��である。

第１次面と第２次面の黒色土間には約３０��の砂層が入っている。

炉（第１８６図）　第１～３号炉は中央部，第４号炉は北部に位置している。第１・４号炉は厚さ２～６��と薄

く，第２�・３号炉は厚さ５～１４��，第２�号炉は厚さ１６～２２��の黒色土を貼り付けて構築されている。

ピット　１４か所。�１０が３０��とやや浅いが，その他は深さ４５～９０��で上屋を支えた柱穴と考えられる。
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土坑（第１８７図）　第２１１・２１２・２１８・２１９・２２１号土坑は西部に集中している。いずれも厚さ２～１２��の黒色土

を貼り付けて構築されている。

第１８９図　第１０号建物跡出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師質土器片１５９点（皿１５６，内耳鍋３），磁器片１点（碗），石器７点（火打石２，砥石５），金

属製品６点（毛抜１，耳金２，古銭１，不明２）が出土している。５０５～５１０・５１２の皿と５２２の毛抜は第２次面の

西部や中央部の黒色土中から出土している。５１３は龍泉窯系の青磁碗で，第２次面覆土中から出土している。砥

石と火打石は第２次面中から多く出土している。５２３の笄は竿部が欠損している。

所見　検出状況から，第１・２号炉を中心に�字状に展開する曲屋的構造の建物と考えられる。西部からも炉

や土坑が検出されているが，黒色土面を構築せずに機能していた可能性もあることから，本跡に伴うと判断し

た。周辺には建物跡が位置しており，出土遺物や構造から中心的な建物であった可能性が高い。

第１１号建物跡　２区ＳＩ－１１（第１９０～１９６図）
位置　調査区南部�１１�２区を中心に位置している。

確認状況　表砂を１．５�除去し，標高４．８～５．０�から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦で，複数の炉と土

坑が検出された。

規模と施設　黒色土の範囲は南北２１�，東西１２�の不定形である。第１～５号炉，第３６号粘土貼土坑，第２４８・

２６４号土坑が構築され，第４号集石が確認されている。

床　ほぼ平坦で，黒色土層の厚さは８～１０��である。東部には黒色土の高まりが確認された。

炉（第１９０図）　第１～５号炉は黒色土面内の南西部に位置している。第３・４号炉の底部は黒色土の厚さがや

や薄くなるものの，その他は１０��前後で，全体的に黒色土を厚く貼って構築されている。５基とも第１次面

で検出されている。
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第１９０図
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第１９０図　第１１号建物跡炉土層図
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土坑（第１９２図）　第３６号粘土貼土坑，第２４８・２６４号土坑は南西部に位置している。第３６号粘土貼土坑・第２４８号

土坑は第１次面，第２６４号土坑は第２次面で検出されている。第２４８・２６４号土坑は黒色土で構築されており，

底部の黒色土は厚さ約２～２１��で，立ち上がり部は１０～２０��と厚い。第３６号粘土貼土坑は底部の粘土の厚さ

が６～１０��，壁部の粘土は厚さ３０��を超えている。

ピット　５か所。深さは２０～４５��で，性格不明である。

集石（第１９３図）　第４号集石は中央部のやや北寄りに位置する。長径６０��，短

径４０��の楕円形である。ほとんどが３～５��の細礫であるが，その中の３点

には火熱痕が認められた。

遺物出土状況　土師質土器片８８点（皿６６，碗１，香炉５，内耳鍋１５，鉢１），土

製品２点（管状土錘，土鈴），石器６点（火打石３，砥石２，磨石１），礫１点，

金属製品２６点（小柄１，古銭２５）が出土している。
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第１９２図　第１１号建物跡土坑土層図
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第１９５図　第１１号建物跡出土遺物実測図（２）［古銭は原寸大］
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５２６・５３０は北部の黒色土中と黒色土を除去した砂層から出土している。

５３３は第３号炉内，５３７は小柄の柄部で南部の黒色土中から出土している。

古銭は２５枚出土しており，第１～３号炉内，第３６号粘土貼土坑内などから

７枚が出土しているが，ほとんどが中央部の黒色土を除去した砂層から出

土している。２７７８・２７７９は鹿角の未製品で，２７７９には表面に加工痕が確認

できる。その他の出土遺物は細片のため図示できなかった。

所見　上屋を支えた柱穴は検出されなかったが，炉や日常雑器類が出土し

ていることから，建物跡と判断した。東部の黒色土の高まりは出入り部と

考えられ，南西部の炉付近が生活拠点であると推測される。北部の炉や土

坑が検出されない北部は，作業場か土間であった可能性が高い。

���������	�
������������

525

526

527

530

2.2

2.1

3.7

6.6

6.8

7.2

3.5

3.7

3.4

60

60

60

5

531

532

533

534

535

537

2778

2779

5.1

7.9

12.1

3.8

11.5

5.5

2.6

7.9

    3.3

101.1

78.1

  57.9

243.0

6.6

5.5

  50.1

1.0

4.9

1.7

3.2

4.0

1.6

2.8

3.9

0.9

1.8

2.3

3.8

2.9

0.3

1.5

1.9

0.3

538

539

540

541

542

543

544

545

546

547

548

549

550

551

552

553

554

555

556

557

558

559

560

561

562

3.50

2.76

3.12

3.64

2.84

2.86

2.72

3.00

3.32

3.32

3.84

2.96

2.48

3.02

2.96

2.60

3.16

2.58

2.96

3.12

3.60

2.52

2.78

2.76

3.30

0.14

0.09

0.13

0.13

0.09

0.09

0.08

0.12

0.09

0.10

0.10

0.09

0.10

0.09

0.08

0.01

0.09

0.09

0.10

0.10

0.12

0.07

0.09

0.10

0.10

0.62

0.68

0.62

0.55

0.63

0.69

0.65

0.62

0.62

0.72

0.68

0.62

0.62

0.61

0.71

0.70

0.55

0.73

0.70

0.66

0.58

0.71

0.67

0.73

0.82

1368

1101

1368

1101

1078

1004

1078

1078

1023

  845

1111

1094

1086

1408

1068

1408

1038

1038

1038

1038

SN36

SN36

SK248

2.25

2.33

2.35

2.24

2.40

2.39

2.33

2.42

2.35

2.48

2.39

2.38

2.24

2.27

2.37

2.40

2.43

2.31

2.37

2.30

2.50

2.35

2.31

2.31

2.33

PL46

PL50

PL53

562

第１９６図　第１１号建物跡出土
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第１２号建物跡　２区ＳＩ－１２（第１９７～２００図）
位置　調査区南部�１１�５区を中心に位置している。

第１９７図　第１２号建物跡実測図
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重複関係　西部を第３号製塩跡に掘り込まれている。

確認状況　表砂を２�除去した標高約５～５．２�から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦であるが，南部に

向かって緩やかに傾斜している。また，黒色土面から炉と北東に並ぶ柱穴７か所が確認された。

規模と施設　西部が第３号製塩跡に掘り込まれているため，南北１１�，東西４．５�の黒色土面だけが確認でき

た。炉１基が構築されている。

床　残存部は厚さ４～１６��の黒色土を貼り付けて構築されている。

炉（第１９８図）　北部に位置し，厚さ２～７��の黒色土で構築されてい

る。底部には灰が確認された。

ピット　９か所。�１～�６は深さ３０～４５��で，北東に軸線をもち，

柱間寸法が規則的に配されていることから上屋を支えた柱穴と考えら

れる。�７～�９は深さ４０～５０��で，本跡の西側部分にあった上屋を

支えた柱穴と考えられる。なお，�６と�９は第３号製塩跡の黒色土

面の下層から検出され，第３号製塩跡構築のため黒色土で埋め戻され

ている。

遺物出土状況　土師質土器片７１点（皿６９，内耳鍋２），石器１点（砥石），金属製品１４点（刀子１，紡茎ヵ１，

古銭８，不明４）が出土している。５６３・５６４・５６６は西部の黒色土面と・黒色土中から出土している。底部は全

て糸切り痕を残し，５６３以外は中形で口縁は薄手のタイプである。５６９は�３内，５７２は東部の黒色土面下の砂

層から出土しており，５７２は口縁部だけである。古銭は，５７４・５７５・５７８・５８１が南部の黒色土を除去した砂層か

ら散在した状態で出土している。
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第１９９図　第１２号建物跡出土遺物実測図（１）

第１９８図　第１２号建物跡炉土層図
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所見　炉や北東を軸として並ぶ柱穴が確認されたことから，建物跡と判断した。西部は第３号製塩跡と重複し

ているが，検出された柱穴から，西部に広がる可能性が高い。第３号製塩跡よりも早い時期に当遺跡内に構築

されていたと推測される。また，出土した鉄鍋片は残存状態が悪いものの薄手であり，建物内での調理用具を

探る上で良好な資料と言える。
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第１３号建物跡　２区ＳＩ－１３（第２０１～２０３図）
位置　調査区南部�１１�３区を中心に位置している。

確認状況　表砂を２．５�除去し，標高約５�で黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦で，黒色土面の内外から

炉と北東に並ぶ柱穴６か所が確認された。

規模と施設　黒色土の範囲は南北４�，東西６�の不定形である。炉２基が構築されている。
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第２０１図　第１３号建物跡実測図
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床　ほぼ平坦であるが，�１周辺がやや低い。

炉（第２０２図）　第１号炉は黒色土内の北西部，第２号炉は第１号炉の北へ約２�に位置している。両者とも底

面から焼砂が検出されている。

　土層断面図中，第３層は炉を構築した黒色土�層である。第１号炉は厚さ２～７��，第２号炉は厚さ２～

６��の黒色土を貼り付けて構築されている。

ピット　９か所。�１～�６は深さ４８～６７��で，北東に軸線をもっていることから上屋を支えた柱穴と考えら

れる。�７～�９は深さ３０～５０��であるが，性格不明である。

遺物出土状況　土師質土器片３点（皿），磁器片１点（皿）が出土している。

５８４は明代の染付皿で，覆土中から出土している。土師質土器片は細片の

ため図示できなかった。

所見　黒色土の範囲は狭いものの，炉や北東に軸線をもつピットが検出さ

れたことから建物跡と判断した。東部に広がる黒色土の範囲は，出入り口

のため整地した部分と考えられる。日常雑器類などの出土遺物が少ないこ

とから，一時的な生活の場であったか，作業場であった可能性が高い。

第１４号建物跡　３区ＳＩ－１（第２０４・２０５図）
位置　調査区北部�１３�５区を中心に位置している。

確認状況　表砂を２�除去し，標高約６．３�から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦であるが，西部から中

央に向かって緩やかに傾斜している。黒色土面から北東に並ぶ柱穴４か所が確認された。

規模と施設　東部が調査区域外に延びているため，最大で南北１１．４�，東西１１�の黒色土面が確認できた。

床　ほぼ平坦で，厚さ約１０��の黒色土を貼り付けて構築されている。西部には焼砂が幅約１．５�，長さ約８．５�

にわたって検出された。

ピット　４か所。�１は深さ５０��とやや浅いが，その他は深さ９０～１００��である。西部で確認された黒色土層

と同じ北東に軸線をなしていることから，上屋を支えた柱穴と考えられる。これらに伴うピットは，東部の調

査区域外に延びていたものと考えられる。

第２０２図　第１３号建物跡炉土層図
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遺物出土状況　土師質土器片１１１点（皿１０２，香炉４，内耳鍋５），陶器片１５点（皿１，大皿１４），石器１点（砥

石），石製品１点（硯），金属製品２２点（古銭６，分銅１，毛抜１，釘１２，吊金具１，不明１），不明ガラス製品

１点が出土している。遺物は�２周辺の黒色土下層や帯状に検出された焼砂付近に集中している。５８７の香炉

は黒色土面を除去した砂層から出土しており，体部の中央に４列の亀甲文が施されている。また，５８７は隣接
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第２０４図　第１４号建物跡実測図
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第２０５図　第１４号建物跡出土遺物実測図［古銭は原寸大］
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する第１７号建物跡内から出土した火鉢片と接合したものである。５８８の古瀬戸の大皿は黒色土下の砂層から出

土しており，同一個体と見られる卸目の体部も出土していることから，卸目付大皿の可能性もある。５９１の硯

は泥岩製で黒色土中から出土しており，陸部と海部が遺存し陸部に墨痕が残っている。６０８の分銅は青銅製で，

重量が約５０�である。５９２・５９４～５９７・５９９～６０４・６０６は頭部を曲げられた釘１２本で，これらは�２・�３周辺に

集中している。２７８０は鹿角で，小刀の柄部の未製品である。

所見　炉は検出されていないが，北東を軸にするピットや帯状に延びる黒色土層が居住区域を区切るものと捉

え，建物跡と判断した。また，出土遺物も多量で硯や分銅の出土から，製塩を管理していた人物が居住してい

た建物の可能性もある。帯状に延びる焼砂範囲とともに，その周辺から釘も多量に出土していることから，屋

根材などが焼失したのではないかと考えられる。時期は，出土した土師質土器や古瀬戸の大皿から，１５世紀後

半と考えることができる。なお，１５世紀後半には当地方では製塩が生業の中心となり，管理者の建物が存在し

たことが推測される。

第１５号建物跡　４区ＳＩ－１（第２０６～２１３図）
位置　調査区中央部�１２�０区を中心に位置している。

確認状況　表砂を７�除去した標高約４．５�から，上面がほぼ平坦な第１次面を確認した。さらに，下層の標

高４．４�から第２次面が確認され，炉や複数の土坑，貝集積地が確認された。
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規模と施設　第１次面の黒色土の範囲は南北１５．７�，東西８．６�だけが確認された。第２次面の黒色土の範囲

は南北６．６�，東西４．３�の不定形である。炉３基，粘土貼土坑３基，土坑９基が構築され，貝集積地１か所が

確認された。下層からは土壙墓１基が確認されている。

床　第１・２次面とも厚さ約５��の黒色土を貼り付けて構築されている。土層断面図中，第１次面と第２次

面の黒色土層の間には約１０��の砂層が入っている。
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第２０６図　第１５号建物跡実測図
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炉（第２０７図）　３基とも西部に位置している。第１�号炉は第１�号炉を造り替えたもので，厚さ４～１３��

の黒色土を貼り付けて構築されている。第２号炉は焼砂層だけが検出された。

ピット　１１か所。深さ４５～８０��である。北東に軸をもつ�１～�７は上屋を支えた柱穴と考えられるが，その

他は性格不明である。

土坑（第２０８図）　黒色土で構築された第３０３・３１２・３１３・３１５・３１８・５２０号土坑と第３０６・３０９・３１１号土坑があ

る。また，第３０４・３０８・３１０号粘土貼土坑は，黒色土層の上に厚さ４��の粘土を貼り付けて構築されている。

貝集積地 （第２０９図）第２７号貝集積地は北東部に位置し，長軸０．９�，短軸０．７�の不定形で，貝層の厚さは最

大で１２��である。

遺物出土状況　土師質土器片２８４点（皿１７３，香炉５，内耳鍋１０５，火鉢１），陶器片２点（碗，甕），磁器片１点

（皿），石器３８点（砥石１７，火打石１９，石臼２），礫１４点，金属製品４８点（吊金具１，火打金１，笄２，古銭４４），

第２０８図　第１５号建物跡土坑土層図
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第２１２図　第１５号建物跡出土遺物実測図（３）［古銭は原寸大］
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骨角製品１点（笄）が出土している。６２０・６２１は北西部，６２２は中央部の黒色土を除去した砂層，６２３は南西部，

６２４は東部の砂層から出土している。６２０・６２２・６２３は底部内面のナデが強い。砥石と火打石の出土が多く，北

部の第１�・１�号炉や第３０４号粘土貼土坑の下層から出土している。６３５の石臼は石灰質の物質が付着した状

態で出土している。６７９の笄は骨角製で，東部の黒色土を除去した下層から出土している。古銭は西部の黒色

土層を除去した層から多く出土している。２７８１は南部から，２７８２は鹿角の未製品で，北部の黒色土中から出土

している。

所見　第１次面は第２次面の南部に再構築したものである。炉や柱穴の検出状況から建物跡と判断した。ま

た，出土遺物が第２次面の北部に集中していることから，主たる生活地点は建物内の北部であると考えられる。

664 665 666 667 668

670 671 672

677 678 682

674 675 676

669

第２１３図　第１５号建物跡出土遺物実測図（４）
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第１６号建物跡　４区ＳＩ－２（第２１４～２１８図）
位置　調査区北部�１２�８区を中心に位置している。

確認状況　表砂を７．５�除去し，標高５．９�から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦であり，複数の土坑が検

出された。

規模と施設　西部が調査区域外に延びているため，確認された黒色土の範囲は南北９．５�，東西１０�だけであ

る。炉１基，土坑３基が構築され，また貝集積地１か所が確認された。

床　ほぼ平坦である。厚さ２０��の黒色土を貼り付けて構築されている。下層には床面の基部をなす黒色土混

じりの厚さ２～２４��の黒色土�が確認された。土層断面図中，第３層は締まりのある黒色土�層，第４層は

第３層の基部をなす黒色土�層である。

炉（第２１４図）　中央部やや西寄りに位置している。厚さ５～１０��の黒色

土を貼り付けて構築されている。

ピット　３か所。深さは６０～９４��で，性格不明である。

土坑（第２１５図）　第３０１号粘土貼土坑・第３０１号土坑は北部，第３１７号土坑

は東部に位置している。第３０１号粘土貼土坑は厚さ５��，第３０１号土坑

は２～７��，第３１７号土坑は２��の黒色土を貼り付けて構築されてい

る。

第２１５図　第１６号建物跡土坑土層図
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貝集積地（第２１７図）　第２６号貝集積地は北部に位置している。長径

１．０�，短径０．８�の楕円形で，貝層の厚さは最大で７��である。
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2

SM26

G 6.0m

第２１７図　第１６号建物跡貝集積地土層図
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遺物出土状況　土師質土器片３１点（皿２４，香炉３，内耳鍋４），石器４点（砥石１，敲石１，火打石２），金属

製品８点（火打金１，古銭７）が出土している。６８３は覆土中，６８４は東部の黒色土面中から出土している。６８５

は北西部の黒色土面中から出土しており，外面に菱形のスタンプ文が施される。６８８は西部の黒色土中，６８６・

６８９は覆土中から出土している。６９０・６９４は西部の黒色土面中，６９１～６９３は北部の黒色土面中や黒色土面下の

砂層から出土している。６９５は「永樂通寳」で繊維が付着している。また，第２６号貝集積地からは混入と考えら

れる須恵器片１点が出土している。

所見　炉や平坦な床面が検出されたことから建物跡と判断した。上屋にかかわるピットや生活にかかわる出土

遺物が少ないことから，一時的に生活した建物か作業場として機能した可能性が高い。
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第２１８図　第１６号建物跡出土遺物実測図
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第１７号建物跡　４区ＳＩ－４（第２１９～２３０図）
位置　調査区中央部�１３�３区を中心に位置している。

確認状況　表砂を５．６�除去した標高４．５�から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦である。さらに，下層か

ら第２～４次面が確認され，複数の炉や土坑，貝集積地が確認された。第１次面の南部からは焼砂が検出され

た。本建物跡の下層から，第８３～８５号土壙墓が確認された。

規模と施設　第１次面の黒色土の範囲は南北８．５�，東西６．５�が確認された。黒色土面は北部に延びていると

考えられる。第２次面は南北３．５�，東西４�の不定形で，第３次面は南北軸３．５�，東西軸５．５�，第４次面は

南北軸４．８�，東西軸６．６�が確認できた。３・４次面は第１次面と同様に北部に延びているため範囲の確定が

できなかった。本建物跡の内・外には炉４基，土坑５基が構築され，貝集積地１か所が確認された。

床　４面ともほぼ平坦で，第２次面を除き厚さ４～１０��の黒色土を貼り付けて構築されている。なお，第２次

面の黒色土の厚さは２～４��と非常に薄い。

炉（第２１９図）　４基とも北東部に位置している。第１・２号炉は厚さ３～８��の黒色土を貼り付けて構築さ

れている。第３・４号炉内からは炭化材が検出されている。
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ピット　１６か所。深さは４３～７０��である。�１～�８・�１６は第２次面，�９～�１１は第３次面，�１２～�１５は第

４次面に伴うピットである。�１～�６は上屋を支えた柱穴の一部と考えられる。�９～�１６は不規則的な配置

である。

土坑（第２２１図） ５基とも厚さ２～１４��の黒色土を貼り付けて構築されている。第３５５号土坑は第３３号貝集積

地の下層，第３３２号土坑は第３５５号土坑の下層から検出されている。
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第２２１図　第１７号建物跡土坑土層図
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貝集積地（第２２２図） 第３３号貝集積地は西部に位置し，第３５５号土坑の上層から確認された。長軸１．３�，短軸

１�の不定形で，貝層の厚さは２１��である。

遺物出土状況　土師質土器片２１１点（皿１７３，香炉２，内耳鍋３４，擂鉢２），瓦質土器片２点（椀，香炉），陶器

片５点（碗，甕），石器３１点（砥石８，火打石１７，石臼４，茶臼１，石鍋１），礫２２点，金属製品１４３点（小刀

２，釣針２，火打金１，毛抜２，紡茎ヵ１，不明１，古銭１３４），丸瓦片１点が出土している。７０１・７０２・７０７・

７１１は第１次面中，７０６・７０８は第４次面の覆土中から出土しており，７０１・７０２は内外面に油煙痕が確認され，

７０７は瓦質土器の椀である。金属製品の７２０は炉４内，７２１・７２３・７２７は第１次面から出土している。７１７は第４

次面の覆土中，７１８は第２次面の覆土中から出土している。古銭は第１・３次面からの出土が多く，８１９～８３９

は南西部の４次面黒色土下からまとまって出土している。「永樂通寳」が最新銭で，１７枚出土している。第３３

号貝集積地からは土師質土器片２点（皿），陶器片１点（碗），不明金属製品１点が出土している。
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第２２３図　第１７号建物跡出土遺物実測図（１）

第２２２図　第１７号建物跡土坑・貝集積地土層図
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第２２４図　第１７号建物跡出土遺物実測図（２）
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第２２５図　第１７号建物跡出土遺物実測図（３）［古銭は原寸大］
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第２２６図　第１７号建物跡出土遺物実測図（４）［古銭は原寸大］
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第２２７図　第１７号建物跡出土遺物実測図（５）［古銭は原寸大］
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第２２８図　第１７号建物跡出土遺物実測図（６）［古銭は原寸大］
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第２２９図　第１７号建物跡出土遺物実測図（７）［古銭は原寸大］
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所見　第４号炉は黒色土で構築せず，床のくぼんだ部分を利用していたと考えられる。第３３号貝集積地は第

３５５号土坑の廃絶後，貝が投棄されて形成されたものである。第１・４次面は出土遺物が多いことから，両面

が生活の中心面であったことが推測される。黒色土面は北に延びている可能性があり，幾度か黒色土面を再構

築していると考えられる。本跡は大型で継続的に生活が営まれた建物跡と考えられる。
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第２３０図　第１７号建物跡出土遺物実測図（８）
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第１８号建物跡　４区ＳＩ－５（第２３１～２３５図）
位置　調査区北部�１３�５区を中心に位置している。

確認状況　表砂を７�除去し標高５．２�から，東部が調査区域外に延びる黒色土面を確認した。上面はやや凸

凹があり，複数の炉と土坑が確認された。下層からは土壙墓１基が確認されている。
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規模と施設　東部が調査区域外に延びているため，黒色土の範囲は南北１５�，東西６．５�だけが確認できた。

炉２基，粘土貼土坑１基，土坑５基が構築され，貝集積地１か所が確認された。
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床　やや凸凹があるが，全体的には平坦である。厚さ２～８��の黒色土を貼り付けて構築されている。土層

断面図中，第３層は黒色土�層である。

炉（第２３２図）　２基とも中央部に位置している。第１号炉は焼砂，第２号炉は灰が底面から検出されている。

土層断面図中，第３層は炉を構築した黒色土�である。第１号炉は厚さ３～７��，第２号炉は平均して厚さ

３～１３��の黒色土を貼り付けて構築されている。

ピット　２か所。深さ５５～６４��で，性格は不明である。

土坑（第２３３図）　第３３３号土坑は，厚さ３～９��の黒色土を貼り付けて構築されている。第３０５号粘土貼土坑

は厚さ３～８��の粘土と厚さ２～４��の黒色土を貼り付けて構築されている。底面から礫や貝が出土してい

る。以下，出土している貝種を表で記載する。

貝集積地　南西部に位置し，長径１．２�，短径１．０�の不定形を呈している。

���������	
�����

第２３２図　第１８号建物跡炉土層図
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遺物出土状況　土師質土器片１０２点（皿７６，内耳鍋２６），陶器片６点（皿４，甕２），土製品５点（土鈴１，土錘

１，埴輪片３），石器２点（石鍋，茶臼），石製品１点（石棒），金属製品１９点（包丁ヵ１，小刀１，鉄鍋１，釣

針１，釘１，銅板如来坐像１，古銭１２，不明１），鹿角未製品１点が出土している。また，第３３８号土坑からは

磨石１点が出土している。８６３は西部の黒色土の砂層，８６４は南部の黒色土下，８６５は瀬戸・美濃産で覆土中か

ら出土している。８６７は完形で中央部の黒色土�層，１６９３・１６９４は北部の砂層から出土している。８７７は銅製

で，やや表面が摩滅している。古銭は中央部の黒色土中を中心に１２枚出土している。２７８５は鹿角の未製品で，

南部の黒色土面を除去した砂層から出土している。

��������	
��������������

第２３５図　第１８号建物跡出土遺物実測図（２）［古銭は原寸大］
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所見　平らな黒色土面や炉が検出されていることから，建物跡と判断した。日常雑器類や金属の調理用具，茶

臼などの石器が出土していることから，生活を営んだ建物跡と考えることができる。時期は，出土遺物から１５

世紀後半と考えられる。

第１９号建物跡　４区ＳＩ－６（第２３６～２４７図）
位置　調査区中央部�１３�３区を中心に位置している。

確認状況　表砂を７�除去した標高約４．３�から，第１次面である黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦で，

複数の土坑や柱穴５か所が確認された。さらに黒色土面を２０��除去すると第２次面が確認され，炉や土坑，

ピットが検出された。また，東部には焼砂が１５�にわたり帯状に検出されている。下層には第９０・９１号土壙墓

が確認されている。

規模と施設　第１次面の黒色土の範囲は南北８�，東西１１�の�字状である。第２次面の黒色土の範囲は南北

１１�，東西６．３�の不定形である。本建物跡内には炉３基，粘土貼土坑３基，土坑７基が構築され，貝集積地

２か所が確認された。

床　ほぼ平坦で，第１・２次面とも厚さ約６～１０��の黒色土を貼り付けて構築されている。第２次面の南部に

は，黒色土が硬化している部分が認められた。土層断面図中，第３層は硬化した黒色土�層，第４層は建物構

築の際に整地した黒色土�層である。

炉（第２３６図）　３基とも平面形は方形である。第１号炉は北西部，第２・３号炉は南西部の黒色土の範囲外か

ら検出された。検出状況から第１号炉は第２次面，第２・３号炉は第１次面に伴うものと考えられる。第１号

炉は厚さ３～６��，第２・３号炉は厚さ４～７��の黒色土を貼り付けて構築されている。
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第２３７図　第１９号建物跡実測図（１）
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ピット　２０か所。�１～�５は深さ３４～４６��で，１次面で検出されており，上屋を支えた柱穴と考えられる。

�８～�１４は深さ４０��程で，２次面の上屋を支えた柱穴と考えられる。�１５～�２０は深さ４５��程で，庇の柱穴と

考えられる。
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第２３８図　第１９号建物跡実測図（２）

第２３９図　第１９号建物跡土坑土層図
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土坑（第２３９図）　北部を中心に構築されている。第４２３号粘土貼土坑の底面から，礫数点が出土している。ま

た，第３３６号土坑は第３０６号粘土貼土坑を掘り込んで構築されている。第４５８号土坑は第２次面の黒色土を除去

した後，検出された。

貝集積地（第２４０図）　第３６号貝集積地は北東部に位置し，長

径０．９�，短径０．７�の不整楕円形を呈している。第３７号貝集

積地は南東部に位置し，長径１．６�，短径１�の不整楕円形

で，貝層の厚さは最大で８��である。

遺物出土状況　土師質土器片８７０点（皿６５８，香炉８，内耳鍋１９９，擂鉢５），陶器片１８点（皿１３，天目茶碗２，

甕３），土製品４点（土鈴１，土錘３），石器１６点（砥石５，石鍋１，火打石１０），石製品１点（硯），金属製品

１３０点（釣針ヵ５，火打金９，耳金１，鉄鍋２，釘２， ３，小刀４，古銭１０４）が北部の第１次面や第２次面

の黒色土を除去した層から出土している。８９１～９０２は土師質土器の皿類で，北部の第１・２次面を除去した層

から出土しており，底部には回転糸切り痕を残している。１２７７～１２８５は火打石で覆土中から出土しているが，

摩擦痕が顕著である。９２０～９２８の火打金，９０５～９０７・９３７～９４７の漁労具などが中央部の第２次面の黒色土を除

去した層から出土している。古銭の多くは，北部の炉や土坑の位置する黒色土面を除去した層から散在した状

態で出土している。確認できた銭種は「永樂通寳」が８枚，「開元通寳」が６枚，「洪武通寳」が４枚で，「朝鮮

通寳」も１枚出土している。１０５２は南西部の砂層から出土している。第３６号貝集積地から土師質土器片６点

（皿）が出土している。

所見　土層や床面の検出状況から，二時期にわたって生活が営まれた建物と考えられる。特に第２次面は柱穴

列の配置や多種にわたる出土遺物から，大型で当遺跡内で中心的な建物であったと想定できる。焼砂が帯状に

検出された建物としては，北に隣接する第１４号建物跡の検出状況と類似しており，両跡は同一の区画内に存在

していた可能性が高い。
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第２４３図　第１９号建物跡出土遺物実測図（３）［古銭は原寸大］



―２２４―

972

978

984 985 986 987 988 989

990 991 992 993 994 995

979 980 981 982 983

973 974 975 976 977

第２４４図　第１９号建物跡出土遺物実測図（４）［古銭は原寸大］



―２２５―

996 997
998 999 1000 1001

1002

1008 1009 1010 1011 1012 1013

1014 1015 1016 1017 1018 1019

1003 1004 1005 1006 1007

第２４５図　第１９号建物跡出土遺物実測図（５）［古銭は原寸大］



―２２６―

1020 1021 1022 1023 1024 1025

1026 1027 1028 1029 1030 1031

1032

1038 1039 1040 1041 1042 1043

1033 1034 1035 1036 1037

第２４６図　第１９号建物跡出土遺物実測図（６）［古銭は原寸大］



―２２７―

��������	
��������������

1044 1045 1046 1047 1048
1049

1050 1051

891

892

893

894

895

896

897

898

899

900

901

902

903

2.2

1.8

1.9

2.0

2.1

2.6

2.3

2.7

3.6

3.1

3.4

2.6

5.6

  6.8

  6.9

  6.8

  6.8

7.2

  7.5

  8.0

7.5

  8.1

11.0

11.4

11.0

4.0

4.0

4.0

3.6

4.2

4.2

3.3

2.9

4.0

3.8

5.0

6.8

9.4

100

95

90

95

65

90

100

60

98

90

40

20

40

11.6 4.9904 5.4

905

906

907

908

909

910

911

912

913

  2.3

  2.8

  3.4

3.9

  9.6

8.4

8.0

12.7

16.7

    2.6

1.8

    2.5

7.6

  81.7

73.2

97.2

158.8

179.8

1.1

0.9

0.8

3.5

2.7

4.2

3.6

4.4

4.5

1.1

0.8

0.8

3.7

2.2

1.8

2.8

3.7

3.0

0.4cm

0.4cm

0.2cm

第２４７図　第１９号建物跡出土遺物実測図（７）



―２２８―

1277

1278

1279

1280

1281

1282

1283

1284

1285

915

917

919

920

921

922

923

924

925

926

927

928

930

937

938

941

942

944

945

946

947

1052

  4.2

  4.1

  3.9

  4.5

  5.0

  6.0

  5.8

  4.4

  6.1

5.3

20.0

  7.7

  9.0

  7.6

6.7

6.7

  8.4

  8.9

7.5

  6.7

  8.8

29.2

7.8

8.2

11.1

5.6

28.5

37.2

40.1

43.6

  2.9

24.2

28.8

35.4

36.5

46.7

74.6

112.8  

77.8

96.1

49.8

23.3

18.6

27.6

26.1

23.2

18.6

37.0

34.2

46.2

20.0

58.0

55.4

9.2

9.6

32.6

45.1

78.3

86.2

94.5

75.1

  3.0

2.2

3.3

3.7

2.7

4.0

3.9

4.5

4.5

4.4

4.3

1.5

0.6

2.3

3.1

3.7

3.0

2.6

3.4

3,9

3.6

4.0

5.5

1.8

3.0

2.7

5.3

2.5

0.6

0.6

0.6

1.2

1.7

1.8

2.9

2.5

1.7

3.2

4.0

2.8

3.3

1.4

0.2

0.6

0.4

0.6

0.5

0.4

0.4

0.3

0.3

0.2

0.2

0.4

0.4

0.6

1.0

0.5

0.7

0.6

0.7

1.2

948

949

950

951

952

953

954

955

956

957

958

959

960

961

962

963

964

965

966

967

968

969

970

971

972

3.54

1.24

4.00

3.38

3.70

3.50

3.46

4.04

4.30

3.22

2.62

3.88

2.88

2.52

2.92

2.54

3.60

2.66

1.40

2.90

3.24

2.50

3.62

1.04

1.92

0.09

0.11

0.12

0.11

0.11

0.10

0.12

0.11

0.13

0.12

0.13

0.11

0.10

0.07

0.10

0.13

0.11

0.12

0.11

0.08

0.10

0.10

0.18

0.10

0.08

0.52

0.60

0.81

0.70

0.61

0.62

0.64

0.65

0.60

0.58

0.75

0.62

0.71

0.71

0.71

0.76

0.64

0.74

0.78

0.76

0.56

0.62

1408

1408

1078

1017

1008

1408

1408

1408

1408

1111

1078

1068

  621

1023

  621

1054

1094

1038

1038

1078

1190

1078

2.49

2.58

2.47

2.48

2.55

2.53

2.48

2.52

2.50

2.48

2.43

2.43

2.34

2.40

2.45

2.45

2.39

2.31

2.43

2.45

2.37

2.60

2.21



―２２９―

973

974

975

976

977

978

979

980

981

982

983

984

985

986

987

988

989

990

991

992

993

994

995

996

997

998

999

1000

1001

1002

1003

1004

1005

1006

1007

1008

1009

1010

1011

1012

1013

1014

1015

1016

1017

1018

1019

1020

1021

1022

1023

1024

1025

1026

1027

1028

1029

1030

1031

3.02

1.38

3.00

2.76

2.78

3.82

3.22

2.08

2.44

3.08

3.56

2.68

3.98

2.70

3.56

2.74

3.20

3.70

3.24

3.52

2.52

3.06

2.88

2.92

2.70

2.84

3.20

3.50

3.82

2.74

3.30

1.92

1.96

2.08

2.86

3.40

3.18

2.90

3.50

3.12

2.98

2.90

3.34

3.68

3.10

3.10

2.70

3.64

2.92

2.90

2.48

2.92

4.04

2.58

2.98

2.88

3.80

3.58

2.58

0.10

0.07

0.10

0.10

0.10

0.12

0.13

0.12

0.08

0.10

0.13

0.08

0.13

0.09

0.12

0.10

0.11

0.12

0.11

0.13

0.11

0.11

0.10

0.10

0.08

0.13

0.13

0.10

0.13

0.18

0.12

0.09

0.06

0.08

0.13

0.14

0.11

0.10

0.10

0.11

0.10

0.17

0.13

0.13

0.11

0.10

0.11

0.13

0.08

0.14

0.11

0.09

0.12

0.09

0.10

0.09

0.13

0.16

0.10

0.70

0.71

0.74

0.58

0.56

0.67

0.52

0.69

0.65

0.73

0.69

0.80

0.70

0.67

0.71

0.66

0.74

0.71

0.54

0.65

0.62

0.70

0.63

0.65

0.65

0.68

0.73

0.62

0.74

0.59

0.69

0.70

0.69

0.57

0.53

0.61

0.74

0.68

0.68

0.66

0.62

0.54

0.64

0.67

0.58

0.63

0.53

0.50

0.64

0.67

0.64

0.61

0.67

0.65

0.67

0.57

0.50

0.68

1078

990

1023

1078

1201

1068

1068

1078

1038

1064

1078

1008

1038

1086

1068

1078

998

1068

1004

  976

1034

1107

1086

1111

1086

1068

1038

1368

1368

1068

1023

1038

1038

1023

1368

1064

1038

  998

1078

1068

1008

  621

  621

1038

1023

1086

1094

1078

1038

1423

  621

2.45

2.56

2.34

2.49

2.36

2.53

2.40

2.53

2.33

2.37

2.54

2.47

2.47

2.37

2.50

2.51

2.51

2.37

2.31

2.44

2.24

2.42

2.44

2.52

2.49

2.45

2.41

2.44

2.45

2.48

2.43

2.34

2.36

2.34

2.34

2.34

2.37

2.41

2.45

2.44

2.51

2.35

2.57

2.41

2.43

2.46

2.40

2.23

2.37

2.28

2.38

2.43

2.51

2.38

2.44

2.50

2.42

2.50

2.46



―２３０―

第２０号建物跡　４区ＳＩ－７（第２４８～２５２図）
位置　調査区北部�１３�１区を中心に位置している。

確認状況　表砂を５．６�除去し標高約３．４�から，西部が調査区域外に延びる黒色土面を確認した。確認された

部分の黒色土面はほぼ平坦で，複数の炉や土坑，北東と北西に並ぶ柱穴５か所が確認された。

規模と施設　西部が調査区域外に延びているため，南北１０．７�，東西３．８�だけが確認された。炉３基，土坑

３基が構築されている。

床　確認された黒色土面はほぼ平坦である。

炉（第２４８図）　６基とも黒色土面の東部に位置しており，第１号炉は３回の造り替えを行っている。土層断面

図中，第３層は炉を構築した黒色土層である。第１号炉は厚さ２～１０��，第２号炉は厚さ５～９��，第３号

炉は厚さ４～９��の黒色土を貼り付けて構築されている。

ピット　５か所。深さ５０～６７��で，北東と北西を軸として配していることから，上屋を支えた柱穴と考えら

れる。

土坑（第２４９図）　第４１８・４９６号土坑は北部，第４０２号土坑は黒色土範囲から北東３�に位置している。３基と

も厚さ２～７��の黒色土を貼り付けて構築されている。
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遺物出土状況　土師質土器片９２点（皿１８，内耳鍋７４），磁器片１点（碗），石器１点（火打石），石製品１点（硯），

金属製品９点（鎌１，古銭８）が出土している。１０５３～１０５５は覆土中からで，１０５４は龍泉窯の青磁碗，１０５５は

鎌，１７０２は硯である。

　１０５６～１０６３は覆土中から出土しており，１０６３の「永樂通寳」が最新銭である。

所見　西部が調査区域外に延びているため，確認された黒色土面の範囲は少ないが，炉や柱穴が検出されたこ

とから建物跡と判断した。また，第１号炉は３回の造り替えを行っており，本建物跡は継続的に生活が営まれ

た可能性が高い。
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第２１号建物跡　２区ＳＢ－１（第２５３～２５９図）
位置　調査区中央部�１１�４区を中心に位置している。

重複関係　第２２号建物跡を掘り込んでいる。

確認状況　表砂を３．５�除去し，標高約５�から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦で，炉と北東に並ぶ柱

穴７か所が確認された。

規模と施設　黒色土の範囲は南北１２．２�，東西８．３�の北東に延びる不定形である。炉，第８号粘土貼土坑が

構築されている。

床　厚さ約４～１０��の黒色土を貼り付けて構築している。土層断面図中，第３層は黒色土�層，第４層は建

物構築の際に整地した黒色土�層である。

炉（第２５３図）　中央部に位置している。一辺が約０．６�の方形で，厚さ

４～１０��の黒色土で構築されている。上層には炭化材が混じる焼砂

範囲が確認されている。

ピット　７か所。深さ２０～４５��で，柱間寸法が約２�と規則的であ

ることから，上屋を支えた柱穴と考えられる。

土坑（第２５４図）　建物内の東部に位置し，一辺が約１．２�の方形であ

る。厚さ５～１５��の粘土で構築されているが，南部の壁の立ち上が

り部は崩落している。

遺物出土状況　土師質土器片１７１点（皿１４４，内耳鍋２７），陶器

片４０点（皿２３，甕１７），磁器片１点（皿），石器１５点（砥石１１，

火打石４），金属製品４６点（毛抜１，火打金１，棒状金具１，

笄１，古銭４２）が出土している。１０６４は中央部の黒色土面

下，１０６５は炉内から出土している。１０６４は底部が欠損してい

るが，口縁部には油煙痕が認められる。１０６６・１０７０は東部，

１０６７・１０６８は北部，１０６９は西部の黒色土面下から出土してい

る。１０６６～１０７０は瀬戸・美濃産で，１０６６～１０６８は挟み皿であ

る。１０６９・１０７０は稜皿で底面が露胎であり，回転糸切り痕を残している。砥石の出土も顕著で，１０７２・１０７３は

炉内から出土している。１０８３は中央部の黒色土面下から出土しており，竿部が欠損している。古銭は北部や西

部の黒色土面下から多く出土しており，「洪武通寳」は５枚，「永樂通寳」は４枚で，その中でも１０９１の「宣徳

通寳」が最新銭である。

所見　日常雑器類が多く出土していることから，継続的に生活が営まれた建物跡と考えられる。黒色土面の平

面形と柱穴の主軸方向が一致し，第２２号建物跡からの造り替えと考えられる。古銭の多くは北部や西部の黒色

土下の砂層から散在した状態で出土しており，構築以前に遺棄されたか，意図的に蒔かれたものと推測され

る。時期は，出土した陶器などから１５世紀の後半以降と考えられる。

第２５３図　第２１号建物跡炉土層図
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第２２号建物跡　２区ＳＢ－３（第２５５・２５６図）
位置　調査区中央部�１１�５区を中心に位置している。

重複関係　第２１号建物に掘り込まれている。北部には第２３号建物跡が確認されている。

確認状況　表砂を３．５�除去し，標高約５�の第２１号建物跡の北側から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦

で，北東に並ぶ柱穴１０か所が確認された。

規模と施設　第２１号建物の黒色土面が構築されているため，黒色土の範囲は南北２�，東西７�だけが確認さ

れた。

床　厚さ約４～１０��の黒色土を貼り付けて構築している。土層断面図中，第３層は黒色土�層，第４層は建

物構築の際に整地した黒色土�層である。

ピット　１０か所。深さ４８～７５��で，柱間寸法が約２�と規則的であることから，上屋を支えた柱穴と考えら

れる。

所見　第２１号建物跡と本跡の黒色土面と柱穴の主軸方向が一致することから，第２１号建物跡の造り替える前に

存在していたと想定される。黒色土面が連続して構築されていることから，両跡は時期差を空けずに構築した

と推測できる。

第２３号建物跡　２区ＳＢ－２（第２５５・２５６図）
位置　調査区中央部�１１�６区を中心に位置している。南部には第２１・２２・２４号建物跡が確認されている。

確認状況　表砂を３�除去し，標高４．７～４．８�で柱穴６か所を確認した。

規模　推測される面積は１１．３�２である。

柱穴　６か所。深さは４０～７３��である。�５の径は０．８�とやや大きいが，その他は０．４～０．５�の楕円形であ

る。

所見　柱穴内からは，遺物や黒色土は検出されなかった。柱穴の位置する範囲内においても黒色土面が確認さ

れないことから，倉庫と推測した。南に位置する第２１・２２号建物跡とは主軸方向が異なることから，これらは

関連しない建物跡と判断した。時期は，出土遺物がなく不明である。
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第２４号建物跡　２区ＳＢ－４（第２６０図）
位置　調査区中央部�１１�５区を中心に位置している。北部には第２１～２３号建物跡が確認されている。

確認状況　表砂を２．５�除去し，標高４．５～４．６�で柱穴５か所を確認した。

規模と施設　桁行１間（平均２．５�），梁行１間（平均２．１�）で，面積は５．２５㎡である。

柱穴　５か所。平面形は径０．３～１�の楕円形で，深さが１１～７３��である。

所見　柱穴内からは，遺物や黒色土は検出されなかった。柱穴の位置する範囲内においては，黒色土面が確認

されないことから，倉庫と推測した。その配列から北に位置する第２１～２３号建物跡に付属する施設と考えられ

る。時期は，出土遺物がなく不明である。

第２５号建物跡　２区ＨＫ－７（第２６１～２６３図）
位置　調査区中央部�１１�８区を中心に位置している。

確認状況　表砂を２�除去した標高約５�から，円形で中央部がくぼんでいる黒色土面を確認した。中央部

の白砂を除去すると炉が確認され，ピット６か所が検出された。中央部から検出された焼砂は当初投げ込まれ

たものと推測したが，焼砂が赤変硬化していることから，遺棄されたものと判断した。

規模と施設　黒色土の範囲は南北９．２�，東西７．４�の不定形である。炉１基，土坑１基が構築されている。

床　中央に向かって緩やかに傾斜している。黒色土の厚さは底面から立ち上がりの部分で５～８��，上面で

１０～１２��である。土層断面図中，第３層は黒色土�層，第８層は炉の焼砂の層である。

第２６０図　第２４号建物跡実測図
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炉（第２６２図）　中央部に位置し，長径１．２�，短径０．９�の楕円形で

ある。焼砂の厚さは４～１４��である。砂面に掘り込みは見られな

い。

ピット　６か所。�１・�５は深さ２０��・１６��とやや浅いが，その他

の深さは３０～６０��である。�１～�４は上屋を支えた柱穴と考えら

れる。�５・�６は補助柱穴か庇の柱穴と考えられる。

土坑　南部に隣接し，長径２．２�，短径１．６�の不定形である。用途については不明である。

遺物出土状況　土師質土器片４４点（皿３９，内耳鍋５），陶器片１点（甕），石器１点（火打石），金属製品１３点

（鎌１，片刃１，釘ヵ６，古銭５）が出土している。１１４９～１１５１は炉の西側の黒色土面，１１５２・１１５３は炉内の上

層と下層から出土している。１１５５は中央の黒色土面中，１１５６～１１５９は覆土中から出土しており，「永樂通寳」

が最新銭である。

所見　柱穴は炉を中心に黒色土を囲むように配列されており，本跡は作業小屋と考えられる。赤変硬化した炉

や金属製品が出土しており，鍛冶用の作業小屋とも考えられる。

第２６２図　第２５号建物跡炉土層図
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第２６３図　第２５号建物跡出土遺物実測図



―２４４―

第２６号建物跡　２区ＨＫ－１５（第２６４～２６７図）
位置　調査区中央部�１１�２区を中心に位置している。

確認状況　表砂を２�除去した標高約５�から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦で，複数の炉や土坑が

確認された。本跡の下層から第６・７号土壙墓が確認されている。

規模と施設　西部が調査区域外に延びているため，黒色土の範囲は南北１１．２�，東西６．８�だけ確認された。

炉３基，土坑３基が構築されている。

床　ほぼ平坦である。黒色土の厚さは西部で２～２０��，東南部では２～４��と薄い。

炉（第２６４図）　３基とも中央部に位置し，厚さ３～１２��の黒色土を貼り付けて構築されている。第１号炉は

第２９１号土坑を掘り込んで構築されている。第３層は炉を構築した黒色土層である。第１・３号炉は灰，第２号

炉は焼砂が底面から検出されている。

ピット　１３か所。深さ５０～６６��で，上屋を支えた柱穴か間仕切のための柱穴と考えられる。�１～�１１は第

１次面，�１２・�１３は第２次面から検出されている。

土坑（第２６６図）　第２８３・２８４号土坑は西部，第２９１号土坑は中央部に位置している。第２８４号土坑は黒色土で構

築されている。第２８３号土坑の上層には第２号炉から掻き出した灰が認められた。また，第２９１号土坑は第１号

炉を構築するために黒色土�で埋め戻されていた。
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遺物出土状況　土師質土器片４点（皿），金属製品４点（古銭３，不明１）が出土している。１１６９は北部の黒色

土面下，１１７０は南部の砂層，１１７１は中央部の黒色土を除去した層から出土している。古銭は１１６９の「洪武通寳」

が最新銭である。土師質土器片は細片のため図示できなかった。

所見　炉や上屋にかかわると想定される柱穴が検出されたことから，建物跡と判断した。第２号炉が位置する

北西方向にも柱穴が検出されていることから，第１・２号炉を中心に�字状に展開する曲屋的構造の建物と考

えられる。時期は，出土遺物が少なく明確にすることができない。

第２７号建物跡　２区ＨＫ－１８（第２６８～２７３図）
位置　調査区南部�１１�１区を中心に位置している。

確認状況　表砂を１．５�除去した標高４．２�から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦で，複数の炉や土坑が検

出された。

規模と施設　西部が調査区域外に延びているため，黒色土の範囲は南北１５�，東西は１１．５�だけが確認され

た。炉３基，土坑１１基が構築され，貝集積地２か所が確認された。

床　ほぼ平坦で，黒色土の厚さは最大で４５��，その他は約１５��の黒色土を貼り付けて構築されている。
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炉（第２６８図）　第１・２号炉は中央部，第３号炉は西部に位置している。３基とも厚さ７～１０��の黒色土を貼

り付けて構築されており，底面には焼砂が認められる。

ピット　１９か所。深さは３５～６０��である。�１～�６，�１１・�１４・�１５は上屋を支えた柱穴と考えられる。その

他は性格不明である。

土坑（第２６９図）　第２９９・３００・３０５号土坑はほぼ中央に位置し，黒色土で構築されている。その他の土坑は中央

部やや北寄りに集中して位置している。

貝集積地（第２７０図）　第２０号貝集積地は中央部に位置し，長軸１．２�，短軸０．９�の不定形で，貝層の厚さは最

大で８��である。第２１号貝集積地は中央部に位置し，長軸１．７�，短軸１．４�の不定形で，貝層の厚さは最大

で４��である。
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遺物出土状況　土師質土器片６０点（皿４３，内耳鍋１７），陶器片３点（碗２，甕１），石器３点（砥石１，火打石

２），金属製品３０点（古銭２３，不明７）が出土している。１１７８・１１７９は北部の黒色土面中，１１７７は覆土中から出

土している。古銭は北西部と中央部の黒色土面中や黒色土面下の砂層からの出土が多い。１１９６～１２０１は中央部
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第２７２図　第２７号建物跡出土遺物実測図（１）［古銭は原寸大］
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からまとまって出土しており，銭径の小さい無文銭である。１６６１は第３００号，１６６２は第３０５号土坑内から出土し

ている。

第２７３図　第２７号建物跡出土遺物実測図（２）［古銭は原寸大］
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所見　炉や日常雑器類などの遺物も多く出土し，整地された黒色土面からは柱穴も検出されていることから，

上屋をもつ建物跡と判断した。黒色土が厚いのは，生活面の主体である黒色土を頻繁に積み重ねたためと推測

される。黒色土面下から土坑が検出されているが，用途については不明である。

第２８号建物跡　４区ＨＫ－３（第２７４～２７７図）
位置　調査区中央部�１３�５区を中心に位置している。

確認状況　表砂を８�除去した標高約４．９�から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦であり，炉や複数の土

坑が検出された。

規模と施設　東部が調査区域外に延びているため，黒色土の範囲は南北２５．２�，東西は８．４�だけ確認した。

炉１基，土坑１１基が構築されている。

床　ほぼ平坦で，南部では厚さ約２０��，その他は厚さ６～８��の黒色土を貼

り付けて構築されている。

炉（第２７４図）　中央やや北寄りに位置している。黒色土の厚さは６～１０��，

砂を１７��掘り込んで構築されている。

土坑（第２７５図）　第４０４・４３３・４５９号土坑は中央部に位置し，黒色土で構築さ

れている。第４４０・４４１号土坑は第４５９号土坑の下層から検出された。

第２７５図　第２８号建物跡土坑土層・断面図
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遺物出土状況　土師質土器片１点（内耳鍋），金属製品１点（不明）が出土しただけである。細片のため図示で

きなかった。１７０６は「洪武通寳」で，第４１１号土坑内から出土している。

所見　炉や広範囲にわたり整地された黒色土面が検出されたことから，建物跡と判断した。しかし，日常雑器

類などの出土が少ないことから，作業場や厩などの施設の可能性もある。時期は，出土遺物が少なく明確にす

ることができない。

第２９号建物跡　４区ＨＫ－８（第２７８～２８１図）
位置　調査区中央部�１３�５区を中心に位置している。

確認状況　表砂を６．５�除去した標高約５．７～５．８�から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦であるが，北西

部は西に向かって緩やかに傾斜している。南東部から複数の炉や土坑が検出された。

規模と施設　黒色土の範囲は南北１０．５�，東西５．４�である。炉２基，土坑２基が構築されている。

床　ほぼ平坦で，厚さ約４～１４��の黒色土を貼り付けて構築されている。北西の傾斜部は黒色土が流れ出し

たため，黒色土は１４��と厚い。
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炉（第２７８図）　２基とも南東部の黒色土の範囲外に構築されている。底面の黒色土の厚さは第１号炉が２～

１０��，第２号炉が２～７��である。

ピット　１３か所。�４・�６は深さ２６��・２４��とやや浅いが，その他の深さは３０～６６��である。�１・�６・�１０

を柱穴と考えたが，その他が不規則的な配置であるため，性格は不明である。

土坑（第２８０図） 黒色土で構築された第３８４・３８６号土坑がある。第３８６号土坑の黒色土は２��と薄く，第３８４

号土坑の黒色土は８��と厚い。

遺物出土状況　土師質土器片１点（皿），金属製品５点（古銭３，不明２）が出土している。１３３５は�５内，１３３７

は中央部の覆土中と黒色土中から出土している。１６９８・１６９９は第２号炉内，１７００は第３８４号土坑から出土して

いる。古銭は１６９９の「永樂通寳」が最新銭である。
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所見　整地された黒色土面と南東部から検出された炉や土坑を含め，建物跡と判断した。範囲は東部へ延びる

可能性がある。整地された黒色土面は，作業場であった可能性が高い。時期は，出土遺物が少なく明確にする

ことができない。

第３０号建物跡　４区ＨＫ－１１（第２８２～２８６図）
位置　調査区北部�１３�５区を中心に位置している。

確認状況　表砂を８�除去した標高５．７～５．８�から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦で，複数の炉や土坑

が検出された。

規模と施設　黒色土の範囲は最大長で南北１３．２�，東西１１�が確認された。黒色土面はさらに東部へ続いてい

ると考えられる。炉２基，土坑４基が構築されている。

床　ほぼ平坦で，黒色土の厚さは１０～２０��である。北部には小範囲ではあるが，炭化材がまとまって検出さ

れている。

炉（第２８２図）　第１号炉は中央部，第２号炉は北

西部の黒色土面と砂層の境に位置し，第２号炉は

約半分だけが残存している。第１・２号炉とも厚

さ２～５��の黒色土を貼り付けて構築されてい

る。

ピット　深さは２５��で，対応するピットが検出

されず性格不明である。

��������	
����������

1700 12.1 109.04.7 2.9

1335

1336

1337

1698

1699

3.72

3.98

2.22

2.96

3.82

0.13

0.14

0.04

0.11

0.11

0.62

0.57

0.61

0.62

0.62

1056

1310

1368

1408

2.35

2.32

2.30

2.39

2.42

SK384

1 2

2

2

1359 1709

1708 1711～1714

SK417

SK414

SK410

SK425

D
5.8m

E
5.8m

G
5.6m

F
5.6m

H
5.6m

第２８３図　第３０号建物跡土坑土層・断面図

3
3

9

29

2

炉1
炉2

B 5.8m C 5.4m

第２８２図　第３０号建物跡炉土層図



―２５７―

土坑（第２８３図）　第４１７号土坑は第１次面の南西部，第４１０・４１４・４２５号土坑は中央部の黒色土面を除去した第

２次面から検出された。

遺物出土状況　土師質土器片４８点（皿４１，内耳鍋７），須恵器片１点（ ），石製品３点（硯），金属製品３５点

（小刀１， １，棒状金具１，釘２，釣針ヵ１，吊金具２，鋺１，鉄鍋１，古銭１８，不明７）が出土している。

１３３９は北部の砂層，１３４１は中央部の黒色土面を除去した層からそれぞれ出土している。１３４３・１３４４・１３４６・

１３４７・１３５２の鉄製品は中央部の黒色土面下の砂層から出土している。１３４２の硯は東部の黒色土中からの出土

で，花か草の絵が線刻されている。１３４８・１３４９・１３５１は東部の黒色土下の砂層から出土している。１３５１は鉄製

で内外面とも錆が激しい。古銭は初鋳年１３６８年の「洪武通寳」が最新銭である。１３５９・１７０８・１７０９・１７１１～１７１４

はそれぞれ第４１４・４１７・４２５号土坑内から出土している。
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第２８５図　第３０号建物跡出土遺物実測図（１）［古銭は原寸大］
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所見　炉や広範囲にわたり整地された黒色土面が検出され，日常雑器類などが出土していることから，建物跡

と判断した。柱穴は上層を構築する際に埋め戻されたため，検出できなかったと考えられる。生活面を構築す

る黒色土面中から出土した須恵器片は，黒色土が古墳時代の遺跡がある他所より持ち込まれたことを示す貴重

な資料である。

第３１号建物跡　４区ＨＫ－２６（第２８７～２９３図）
位置　調査区中央部�１３�２区を中心に位置している。

確認状況　表砂を約７�除去した標高５．６～６�から，第１次面である黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦

である。さらに，下層から第２・３次面が確認され，複数の炉や土坑，土壙墓が検出された。

規模と施設　第１次面の黒色土の範囲は南北７．８�，東西１０�，第２次面は南北５�，東西６�，第３次面は南

北１０�，東西７�で，３面とも不定形である。炉３基，土壙墓２基，土坑２基が構築され，貝集積地３か所が

確認されている。

床　３面ともほぼ平坦で，黒色土層の厚さは第１次面が６～３６��，第２・３次面が２～８��である。第１次

面は第２・３次面と比べると黒色土を厚く貼り付けて構築されている。

炉（第２８７図）　３基とも中央部に位置しており，第１号炉は第２

号炉を掘り込んで構築されている。第１号炉は第１次面，第２・

３号炉は第２次面から検出されたものである。

ピット　９か所。�１～�３は深さ５６～６２��で第１次面，�４～�９は深さ２８～５６��で，第２次面の調査時に

検出されたものである。�１～�３は上屋を支えた柱穴の一部と考えられるが，対応するピットは検出されな

かった。
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土坑（第２８９図）　２基とも中央部に位置している。第３７号土坑は第１次面，第３３号土坑は第２次面から検出さ

れた。第３７号土坑は厚さ１０～２２��の粘土を貼り付けて構築されている。

貝集積地 （第２９０図）　第４０号貝集積地は北部に位置し，長径０．８�，短径０．６�の楕円形で，貝層の厚さは最

大で５��である。第４１号貝集積地は東部に位置し，長軸１．１�，短軸０．６�の不定形で，貝層の厚さは最大で

７��である。第４２号貝集積地は中央部に位置し，長径０．８�，短径０．７�の不定形で，貝層の厚さが最大で４

��である。
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遺物出土状況　土師質土器片１５０点（皿８０，内耳鍋６９，擂鉢１），陶器片４点（皿），石器１４点（砥石２，火打石

１１，石臼ヵ１），金属製品５４点（小刀１，火打金１，毛抜ヵ１，古銭２６，釘１，鉄鍋４，不明２０），礫５点が出

土している。１４４１・１４４４・１４４６・１４５０・１４５１・１４５９・１４６２は第１次面中からの出土で，１４５０・１４５１は見込みに

菊花文が施される。１４４２・１４４３は第３次面の覆土中，１４４７・１４６７・１４７８・１４９５は第３次面を除去した層から出

土しており，１４７８～１４９５の１８枚はまとまって出土している。古銭のうち「永樂通寳」が最新銭である。

所見　炉や日常雑器類や，整地された黒色土面が検出されたことから建物跡と判断した。黒色土面からは柱穴

も検出されたが，対応する柱穴列が検出されなかった。これは黒色土面の貼り替えと同様に何回かの建て替え

が行われているため，柱穴が黒色土で埋め戻されたと推測される。時期は，出土した陶器の皿などから１５世紀

後半から１６世紀初めと考えられる。
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第２９２図　第３１号建物跡出土遺物実測図（２）［古銭は原寸大］
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第３２号建物跡　４区ＨＫ－２７（第２９４～３００図）
位置　調査区北部�１２�９区を中心に位置している。

確認状況　表砂を１．５�除去した標高５．８�から，第１次面である黒色土面が確認された。下層からは第２・３

次面が確認された。いずれも黒色土面は平坦で，複数の炉や土坑が検出された。本建物跡の下層からは，１３基

の土壙墓が確認されている。

規模と施設　第１次面の黒色土の範囲は南北９．５�，東西は１７�の長方形で，南東部に張り出し部をもってい

る。第２次面は南北１０．７�，東西１４�が確認され，長方形と推定される。第３次面は小範囲の黒色土面が２か

所・灰状の範囲１か所が確認された。炉４基，粘土貼土坑３基，土坑３基が構築され，貝集積地１か所が確認

された。

床　いずれもほぼ平坦で，黒色土の厚さは第１次面が１４～２８��，第２次面が最大で１０～４０��である。第３次

面は２～４��と非常に薄い。
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炉（第２９５図）　第１・３・４号炉は北部，第２号炉は南西部に位置している。第２号炉は黒色土の厚さが１０��

と厚く，第３号炉は残存状況が悪い。４基とも底面に灰が検出されている。

ピット　２５か所。すべて３次面の黒色土を除去した面から検出されている。黒色土の範囲内に構築されている

が，規模や形状が異なり，詳細については不明である。

土坑（第２９６図）　第４６・５２号土坑は東部，第２２３号粘土貼土坑，第４０号土坑は中央部に構築されている。第２２１・

２２２号粘土貼土坑は第１次面の南東部の張り出し部に構築されている。

貝集積地　第４７号貝集積地は北部に位置し，長径０．５�，短径０．３�の楕円形を呈している。

遺物出土状況　土師質土器片１５８点（皿１０５，内耳鍋４５，香炉８），陶器片４点（甕），土製品２点（土玉，土鈴），

石器２２点（凹石１，砥石４，火打石１５，石臼１，茶臼１），金属製品６１点（小刀４， １，耳金１，火打金１，

釘３，古銭５１）が出土している。１５０１は第１次面の黒色土中から出土している。１５０２・１５０４は第２次面の黒色

土中，１５０３・１５０６は第３次面を除去した層から出土し，１５０６は内外面とも器面荒れが激しい。１５０２は外面に煤

が付着している。１５１２～１５１４の火打石，１５２６の火打金，１５２７の は第４号炉の周辺から出土している。第２号

炉の南西部から出土した１５２１の小刀は，刀身の残存状態も良く，目釘孔も遺存している。１５２０は第３次面下，

１５２８～１５３０の小刀は，第２次面から出土している。

所見　炉や日常雑器類などの出土遺物が多いことから，建物跡と判断した。第３次面までが存在するが，炉や

遺物の多くが第２次面に伴うことなどから，第２次面が主たる生活面であった可能性が高い。本建物跡内から

は香炉が複数出土していることから，一般的に普及していたものかこれらを所持することが可能な人物の存在

がうかがえる。第２次面の上層はほぼ同規模の範囲で黒色土が貼られ，第１次面は炉跡などが検出されないこ

とから，同規模のままで生活以外に機能した建物ではないかと推測される。

C
5.6m

F
5.8m

3

3

9

9

炉1

D
5.8m E

5.8m

3 3

9 9

炉2 炉3

炉4

G
6.2m

H
6.2m I

6.2m

L
5.8m

K
5.8m

N
5.4m

M
5.4m

J
6.0m

3 3 3

3

3

2

3

3

7

7 7

77

1

SN221

SK46

SN222
SN223

SN222

SK40

SK52

第２９５図　第３２号建物跡炉土層図

第２９６図　第３２号建物跡土坑土層図



―２６８―

1500

1504

1506

1510

1507

1517

1521

1530

1526

1527
1524

1525
1520

1511

1529

1528

1512 1513

1514

1501 1502 1503

第２９７図　第３２号建物跡出土遺物実測図（１）



―２６９―

1532 1533 1534 1535 1536 1537

1543154215411540
15391538

154915481547154615451544

155515541553155215511550

第２９８図　第３２号建物跡出土遺物実測図（２）［古銭は原寸大］



―２７０―

1556 1557 1558 1559 1560 1561

1562 1563 1564 1565 1566 1567

1568 1569 1570 1571 1572 1573

1574 1575 1576 1577 1578 1579

第２９９図　第３２号建物跡出土遺物実測図（３）［古銭は原寸大］



―２７１―

��������	
��������������

1580
1581

1582

1500

1501

1502

1503

1504

1506

1507

7.0

11.0

11.4

11.8

12.0

11.6

2.0

2.5

2.7

2.9

3.8

4.3

6.9

3.0

4.4

6.2

6.0

3.1

5.2

8.7

1510

1511

1512

1513

1514

1517

1520

1524

1525

1526

1527

1521

1528

1529

1530

  7.4

12.5

  3.9

  4.0

  4.5

  9.3

31.6

  5.4

  8.3

  7.2

  5.8

28.7

  7.4

12.2

13.9

  62.7

148.3

  45.7

  41.9

  78.5

414.0

2,710

  21.0

  21.3

  18.9

    7.5

144.3

  10.3

15.0

  20.1

2.9

3.7

3.7

3.0

3.7

6.7

0.5

0.7

3.0

2.6

2.1

1.0

1.2

1.5

1.9

2.4

2.8

2.1

3.4

4.5

11.0

0.7

0.8

0.4

0.3

0.5

0.3

0.4

0.3

1532

1533

1534

1535

1536

1537

1538

1539

1540

1541

1542

1543

1544

2.10

3.22

1.20

2.58

3.38

0.99

2.96

3.28

2.18

2.00

2.80

2.84

3.12

0.16

0.10

0.10

0.08

0.11

0.11

0.12

0.12

0.08

0.08

0.13

0.09

0.13

0.65

0.60

0.67

0.66

0.68

0.67

0.76

0.66

0.67

0.65

0.71

1408

1056

998

1368

1068

  621

1038

1111

1008

1111

2.40

2.45

2.38

2.46

2.32

2.27

2.47

2.36

2.39

2.43

2.44

75

20

20

70

80

60 PL45

20

PL47

PL47

PL52

PL50

第３００図　第３２号建物跡出土遺物実測図（４）



―２７２―

第３３号建物跡　４区ＨＫ－２８（第３０１～３０５図）
位置　調査区中央部�１３�１区を中心に位置している。

確認状況　表砂を６．５�除去した標高５．７�から，第１次面である黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦であ

る。下層から第２・３次面が確認され，複数の炉や土坑が検出された。

規模と施設　第１次面の黒色土の範囲は南北７．２�，東西４．２�で不定形である。第２・３次面の西側は大きく

削平されているため確認できなかったが，第２次面は幅４�で，長さ７�で北東へ延びている。第３次面は

幅２．９�，長さ１０．４�で北東へ延びている。炉３基，粘土貼土坑１基，土坑５基が構築され，貝集積地１か所

が確認されている。

床　３面ともほぼ平坦である。黒色土の厚さは第１次面が８～１４��，第２次面が１０��である。
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炉（第３０２図）　３基とも中央部に位置しており，第３号炉は第４７号土坑に掘り込まれている。第１号炉は第２

号炉から造り替えられたものである。第３号炉の黒色土の厚さは２～９��，第１・２号炉の黒色土の厚さは

４～１０��である。

ピット　４か所。深さは３０～５８��で，上屋を支えた柱穴の一部と考えられるが，対応するピットが検出され

ず性格は不明である。

土坑（第３０３図）　第２１７号粘土貼土坑は第３次面，第２６・２７・３４・３５・４７号土坑は第１次面の黒色土面から検出

されたものである。第２１７号粘土貼土坑は粘土の厚さが３～８��，黒色土の厚さが２～６��である。

第３０２図　第３３号建物跡炉土層図
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第３０１図　第３３号建物跡実測図
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貝集積地（第３０４図）　第３９号貝集積地は東部に位置し，長径０．４�，短径０．３�の楕円形を呈している。貝層の

厚さは最大で４��である。

遺物出土状況　土師質土器片４２点（皿１２，香炉１，内耳鍋２９），陶器片１点（皿），石器２点（砥石），金属製品

１０点（釘ヵ１， １，古銭３，不明５）が出土している。１５８４は西部の砂層，１５８７は南部の砂層，１５８５・１５８６

は覆土中から出土している。１５８８は第１次面の覆土中，１５８９は中央部の第１次面中から出土している。古銭は，

１５８８の「嘉定通寳」が初鋳年１２０８年の最新銭である。土師質土器片や陶器片は，細片のため図示できなかった。

第３０４図　第３３号建物跡貝集積地土層図
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第３０５図　第３３号建物跡出土遺物実測図
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所見　炉や整地された黒色土面が検出されたことから，建物跡と判断した。しかし，１面ごとの出土遺物は少

なく，黒色土面を幾度も貼り替えていることを考えると，頻繁に建て替えを行ったものと考えられる。西部の

整地した黒色土面は，作業場や上屋をもつ生活以外で機能した部分と推測することができる。

第３４号建物跡　４区ＨＫ－３０（第３０６～３１０図）
位置　調査区中央部�１２�０区を中心に位置している。

確認状況　表砂を６．５�除去した標高４．４�から，黒色土面３か所を確認した。３か所とも上面はほぼ平坦で，

複数の炉や土坑が検出された。北西部の黒色土面からは内耳鍋片が集中して出土している。

規模と施設　幅３�の黒色土が北東に１７�延びている。西側には，径約２�の楕円形をした黒色土が２か所

確認された。炉３基，土坑３基が構築され，貝集積地１か所が確認されている。

床　ほぼ平坦で，黒色土の厚さは最大で１０��の部分もあるが，その他の厚さは４��である。

炉（第３０６図）　第１・２号炉は南東部の黒色土面の外，第３号炉は中央部に位置している。第１号炉は厚さ２～

８��，第２・３号炉は厚さ３～１５��の黒色土を貼り付けて構築されている。いずれも底面には灰が認められ

た。

ピット　１か所。�１の深さは５５��で，第４５号貝集積地を掘り込んでいる。対応するピットが検出されない

ため，性格は不明である。

土坑（第３０７図）　第１０５号土坑は南部，第１１２・１１６号土坑は中央部に位置している。第１１６号土坑の黒色土の厚

さは，底部は２～１６��で，壁部は１５��である。
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貝集積地（第３０９図）第４５号貝集積地は中央部に位置し，長径０．７�，短径０．５�の楕円形を呈している。中心部

は�１に掘り込まれている。貝層は最大で５��の厚さである。遺物は，土師質土器片４点（皿３，内耳鍋１）

が出土している。
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第３０８図　第３４号建物跡実測図
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遺物出土状況　土師質土器片２１２点（皿３，内耳鍋２０９），陶器片２点（甕），須恵器片１点（長頸瓶），金属製品

２点（古銭，不明）が出土している。１５９２・１５９８・１６００は南西部の黒色土面，１５９５・１５９６・１５９９は西部の覆土

中からそれぞれ出土している。１６０１・１６０２も覆土中から出土しており，１６０１は瀬戸・美濃産である。古銭は

１６０３の１枚で，中央部の黒色土中から出土している。
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所見　黒色土面や複数の炉をもっていること，内耳鍋片などが多量に出土していることから建物跡と判断し

た。上層の遺構により削平されているため，柱穴列や黒色土が確認されない。黒色土面から出土した長頸瓶

は，生活面を形成する黒色土が他所から持ち込まれたことを示す貴重な資料となる。時期は，出土遺物から１５

世紀中葉と考えられ，最初に構築された建物跡と推測できる。

第３５号建物跡　４区ＨＫ－３２（第３１１～３１４図）
位置　調査区中央部�１３�５区を中心に位置している。

確認状況　表砂を６．５�除去した標高約６．１～７．４�から，第１次面である黒色土面を確認した。上面は南部か

ら北部へ緩やかに傾斜し，複数の炉や土坑が確認された。さらに，１０��下層から小範囲の黒色土面が確認さ

れた。

規模と施設　黒色土の範囲は最大で南北１５�，東西７�である。炉５基，粘土貼土坑２基，土坑２基が構築さ

れている。

床　南部から北部へ緩やかに傾斜している。第１次面は，最大で厚さ１４��の黒色土を貼り付けて構築されて

いる。南部の黒色土層の間には約２～１０��の砂�層が入っている。

炉（第３１１図）　５基とも中央部に位置している。第１・２号炉は第３・４号炉から造り替えられたものである。

第５号炉は第３６４号土坑を掘り込んで構築されている。炉の検出状況から，第１・２号炉と第３・４号炉は同時

期に機能していたと推測される。

��������	
����������

1592

1595

1596

1598

1599

1600

6.8

32.2

31.2

28.0

31.2

1.9

5.1

8.4

6.0

8.4

7.5

4.0 100 PL40

  5

  5

  5

  5

10

4.2 20

5

1601

1602

  4.7

10.1

1603 3.980.140.76 10682.31

第３１１図　第３５号建物跡炉土層図

C
6.8m

9 9 9
9

3
3

3

炉1・3・2・4



―２７９―

E

D

F

C

A

B

B

A

E13b6

698

SN310

SK364
SN309

炉5

E13c5

699

炉1 炉2

炉3

炉4

700

P2

SK376

7.0m

3
3

3
3

4
3

1 4

5
3

3
3 S

K
37

6

7.
6m

P
2

69
9

70
0

8

炉
5

7
S

K
30

9

69
8

P1

第３１２図　第３５号建物跡実測図



―２８０―

ピット　２か所。深さは４０��と５０��で，第１次面の黒色土を除去した層から検出された。対応するピットが

検出されず，性格は不明である。

土坑（第３１３図）　第３６４土坑は北西部，第３７６号土坑は南東部に位置し，黒色土で構築されている。第３０９・３１０

号粘土貼土坑は北西部に位置しており，第３１０号粘土貼土坑の底面からは長さ約３０��の礫が出土している。

遺物出土状況　土師質土器片５点（皿），石器６点（紡錘車１，砥石１，石臼１，火打石３），金属製品３点

（釣針ヵ１，古銭２）が出土している。６９８・６９９は北部・中央部の覆土中，７００は東部の砂層から出土している。

６９９・７００は「皇宋通寳」で初鋳年が１０３８年である。１２６８～１２７０は覆土中から出土している。土師質土器片は，

細片のため図示できなかった。
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第３１４図　第３５号建物跡出土遺物実測図
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所見　広範囲にわたり整地された黒色土が検出され，炉や土坑などの内部施設も検出されたことから，建物跡

と判断した。しかし，検出された柱穴が少ないことや日常雑器類の出土遺物が少ないことから，簡易的な建物

跡と考えられる。時期は，出土遺物が少なく明確にすることができない。

第３６号建物跡　２区ＳＸ－２（第３１５～３１７図）
位置　調査区中央部�１１�７区を中心に位置している。
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確認状況　表砂を３．５�除去した標高約５�から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦である。下層には黒色

土�層が広範囲にわたり確認されている。上面からは炉やピット，焼砂が検出された。

規模と施設　北部が調査範囲外に延びているため，範囲の特定は難しい。炉１基やピットが確認された。

床　ほぼ平坦であり，上層の黒色土�層とその基部をなす黒色土�層とに分かれる。黒色土�層は厚さが６～

１２��で締まりがあり，黒色土�層は厚さが１０～６４��である。黒色土�層は広範囲にわたっていたと推測され

る。

炉（第３１６図）　黒色土�層が方形で巡った中に灰層が確認された。黒

色土の厚さは６～４０��で，深さ約１８��である。

ピット　４か所。深さ５０～８８��で，対応するピットが検出されず性

格は不明である。

遺物出土状況　土師質土器片２８点（皿２２，内耳鍋６），陶器片３点（皿，碗，甕），石器３点（砥石１，火打石２），

金属製品７点（古銭３，不明４），礫８点が出土している。１８５９は瀬戸・美濃産で西部の黒色土�層中，１７４６・

１７４７は黒色土�層中，１７４８～１７５０は覆土中から出土している。１７５０の「永樂通寳」が最新銭である。土師質土

器片は細片のため図示できなかった。
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第３１６図　第３６号建物跡炉土層図
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―２８３―

所見　炉の存在や出土遺物から，建物跡と判断した。整地された黒色土�層が黒色土�層の基部をなすと考え

ると，建物の範囲はさらに北に広がっていたと推測される。本跡の時期は，出土した天目茶碗などから１６世紀

前半と考えられる。

第３７号建物跡　２区ＳＸ－７（第３１８～３２４図）
位置　調査区南部�１２�２区を中心に位置している。

確認状況　表砂を４�除去した標高４．２�から，上面がほぼ平坦な黒色土面を確認した。さらに，下層から第

２次面が確認され，炉やピットが検出された。

規模と施設　第１次面の範囲は南北１０．３�，東西１１�の不定形，第２次面は南北７�，東西４．６�の不定形であ

る。竈１基，炉２基，土坑１基が構築され，貝集積地１か所が確認されている。

床　２面ともほぼ平坦であり，黒色土の厚さは第１次面が１０��，第２次面が６��である。第１次面には，生

活面と考えられる黒色土層の基部をなす黒色土�層や締まりのある黒色土の範囲が確認されている。

竈・炉（第３１８図）　第１号竈は第１次面の東部，第１・２号炉は中央部に構築されている。第１号竈は径約

０．８�の円形を呈し，高さは３０��である。主に砂質粘土で構築され，壁の内面が赤変硬化しており，底面には

灰状の層が堆積していた。第１号炉の黒色土の厚さは５��，第２号炉は４～１２��である。

ピット　１３か所。�１は深さ１１２��と深いが，�２～�７は深さ４０～８０��で，第１次面の調査時に検出された

ものである。�８～�１３は深さ４２～７０��で第１次面を除去した下層から検出されており，第２次面に伴うもの

である。上屋を支えた柱穴の一部と考えられるが，対応するピットは検出されなかった。

第３１８図　第３７号建物跡竃・炉土層図

1746

1747

8.2

8.3

41.8

64.5

3.5

4.0

1.4

2.4

1748

1749

1750

2.90

3.36

2.82

0.09

0.11

0.10

0.64

0.64

0.56

1111

1054

1408

2.48

2.36

2.40

E F G
4.6m 4.6m 4.6m

9

4
4

7
7 3

竈 炉1 炉2

3
9 3

9

3



―２８４―

C

A

G
E

F

D B

A

C

D

B

H

I

H12f2

H11g3

P7

P6

1768

P5
P9 P8

SK104

P13

P12

P11
1793 炉2

P10

1771
1786

1772
P4

1785
17941765

1767

1790

炉1
竈

P3

1774

1800
1799

1764

1795
1781 1792

1783
17841788

1801

P2

P1

1797
1780

1779 1791 1796

1798

SM5

1773

2
3

3
3

4

4.8m

4.6m

4.6m

4.
6m

1780
1797

1779
1764

1801
1765

1791
1767

1790
1794

1772

1795 1783
1793

1796 1785 1768 1773 1786
9

1771

4

7733
4

1792

1781

1798

1784

1788

1774

1800

1799

4

3

第３１９図　第３７号建物跡実測図



―２８５―

土坑（第３２０図）　第１次面の北東部に位置し，厚さ１０～

１４��の黒色土を貼り付けて構築されている。

貝集積地（第３２１図）　第５号貝集積地は東部に位置し，長軸１．３�，短軸０．７�の不定形を呈している。貝層の

厚さは最大で５��である。

遺物出土状況　土師質土器片１２１点（皿９０，内耳鍋３１），土製品２点（土鈴），石器２３点（砥石１４，火打石８，石

錘１），金属製品１６点（小刀１，環状金具１，目貫１，古銭１０，不明３）が出土している。１７６４・１７６７・１７６８は

第１次面の西部黒色土中，１７６６・１７７０は覆土中から出土している。１７７０は口縁部に石灰質の物質が付着したま

ま出土している。１７９１は南西部の砂層，１７９２は第１次面の黒色土�層から出土しており，１７９１の茎部には木質

が付着しており，刀身部の遺存状況も良い。砥石や火打石は第１号炉の周辺の黒色土面中から多量に出土して

いる。１７９３～１７９８は覆土中や砂層，１７９９～１８０１は南西部の黒色土中から出土している。古銭は，１７９４・１８０２の

「永樂通寳」が最新銭である。第５号貝集積地から古銭１枚が出土している。

所見　炉や日常雑器類などの出土遺物，整地された黒色土面が検出されたことから建物跡と判断した。黒色土

面は何回か貼り替えられており，同様に建て替えが行われていることが検出された柱穴から判断できる。砂質

粘土で構築された円柱状の竈は，建物内から出土したものとしては唯一である。壁内面が赤変硬化しているこ

とから，かなりの高温で使用されていたものと考えられが，関連する出土遺物がなく用途については不明であ

る。火打石や砥石の出土も多く，鍛冶に関連する作業が行われた建物跡とも推測できる。
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第３２２図　第３７号建物跡出土遺物実測図（１）
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第３８号建物跡　２区ＳＸ－９（第３２５～３２８図）
位置　調査区中央部�１１�６区を中心に位置している。

確認状況　表砂を２�除去した標高４．６�から黒色土面を確認した。上面はほぼ平坦で，炉や土坑が検出された。

規模と施設　黒色土の範囲は南北１１�，東西１２�の不定形である。炉１基，土坑３基が構築されている。北東

部は，第２４６号土坑とともに黒色土が張り出している。

床　ほぼ平坦で，黒色土の厚さは最大で約２０��である。

炉（第３２５図）　西部に位置している。黒色土の厚さは２５��と厚く，砂を

約２５��掘り込んで構築されている。覆土中には多量の焼砂が検出され

た。
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ピット　４か所。�１は深さ１６��とやや浅いが，�２～�４は深さ２４～４６��である。上屋を支える柱穴と考え

られるが，対応するピットが検出されなかった。

土坑（第３２７図）　第２４３号土坑は北部，第２４６・２５３号土坑は北東部に位置している。第２４３号土坑は厚さ５～

１０��の粘土を貼り付けて構築されている。
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遺物出土状況　土師質土器片１５点（皿７，内耳鍋８），陶器片１点（皿），金属製品５点（古銭），丸瓦片１点が

出土している。１８１４～１８１７は西部の黒色土面中，１８１８は北部の�４内からそれぞれ出土している。古銭は１８１７

の「紹聖元寳」が初鋳年１０９４年の最新銭である。その他の出土遺物は細片のため図示できなかった。

所見　炉や整地された黒色土面が検出されたことから建物跡と判断したが，日常雑器類などの出土遺物が少な

いことから，簡易的な建物と考えられる。北東に構築された土坑などの遺構構成を見ると，作業場や厩などの

生活以外に機能した建物跡と推測することができる。

��������	
�����������

第３２８図　第３８号建物跡出土遺物実測図
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N-0

N-21 -

N-17 -

N-90 -

N-90 -

N-0

N-64 -

N-62 -

N-23 -
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33

34

35

36

37

38

HK28

HK30

HK32

SX

SX

SX

 E13i1

2

3

F12a0

E13c5

2

G11j7

 H12f2

2

H11h6

5.7

5.6

4.2 4.4

6.1 7.4

6.6

5.0

4.3

4.1 4.2

4.1 4.4

4.2

4.0

2.9

3.0

7.0

3.4

9.6

11.0

9.4

12.0

8 14

10

4 10

4 14

4 16

12 64

7 28

8 24

6 20

1 2

3

1 3

1 2 5

3 4

1

1

1 2

1

SK26 27 34 35 47 SM39

SN217

SK105 112 116 SM45

SK376

SK364 SN309 310

SK104

SM5

SK243 246 253

4

1

2

4

7

6

4

SM45

7.2

7.0

10.4

17.0

15.0

3.7

5.8

10.3

7.0

11.2

N-13 -E

N-72 -E

N-60 -E

N-62 -E

N-0

N-0

N-55 -W

N-0

N-90 -E

N-48 -W

SI1

SI2

SI3

SI4

SI5

SI6

SI7

1

2

3

1

2

3A

3B

4

5

1

2

1

2A

2B

2C

3

4

1

2

3

4

5

1

1

2

3

4

5

6

7

I12e4

I12e4

I12d3

I12d1

I11e0

I12d2

I12d2

I12d1

I12d1

I12h1

I12h1

I11f9

I11g9

I11g9

I11g9

I11g9

I11g9

I11d9

I11c8

I11c9

I11c9

I11d8

H11b8

J11b7

J11c8

J11b8

J11d8

J11d8

J11d8

J11e8

6.1

6.1

6.3

5.6

5.7

5.5

5.5

5.4

5.5

6.4

6.4

5.6

5.6

5.6

5.6

5.6

5.6

5.2

5.1

5.2

5.2

5.0

4.9

5.7

5.8

5.7

5.6

5.5

5.6

5.6

1.2

1.1

1.4

1.0

1.2

0.9

0.8

1.0

1.2

1.5

1.1

1.1

0.9

1.1

1.1

0.9

1.0

1.1

0.8

0.6

1.2

0.4

1.1

1.1

1.6

1.7

1.1

0.9

1.1

1.1

1.2

1.4

0.9

1.0

0.8

0.6

0.8

1.0

1.4

1.0

0.9

0.9

0.9

1.0

0.8

0.8

1.0

0.8

0.6

0.8

0.3

0.8

1.1

1.1

1.5

0.9

0.7

1.0

20

20

20

17

17

17

4

6

12

16

18

14

17

11

16

6

17

12

4

3

6

10

11

12

16

16

10

10

10

2 5

3 15

4 7

7

2 4

3 7

3

4 8

4 10

2 5

2 10

2 6

2 8

2 5

5 10

3 7

3 5

7 10

4

4

4 10

5 7

3 7

3 10

3 14

2 5

1 7

3 10

SK105

SK106

SK107

SK80

SK101

SK131

SK138

SK139

SK139

SK139

SK140

SK141

SK92

SK94

SK159

SK161

SK93

SK453

SK145

SK146

SK210

SK232

SK233

SK234

SK231

N-31 -E

N-31 -E

N-17 -E

N-49 -W

N-88 -E

N-16 -E

N-16 -W

N- -W

N-35 -E

N-20 -W

N-12 -E

N-16 -W

N-

N-

N-

N-60 -E

N-28 -E

N-12 -W

N-50 -E

N-20 -E

N-71 -W

N-31 -E

N-21 -W

N-58 -W

N-10 -E

N-37 -W

N-58 -W

N-35 -E

N-30 -E

N-44 -E
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SI7

SI8

SI10

SI11

SI12

SI13

SI15

SI16

SI17

SI18

SI19

SI20

SI21

SI25

SI26

SI27

SI28

SI29

8

9

1

2

3

4A

4B

1

2A

2B

3

4

1

2

3

4

5

1

1

2

1A

1B

2

1

1

2

3

4

1

2

1

2

3

1A

1B

1C

1D

2

3

1

1

1

2

3

1

2

3

1

1

J11c6

J11c6

J11a2

J11b1

J11b3

J11a3

J11a3

J11h7

J11h7

J11h7

J11g7

J11g7

J11i1

J11i1

J11i1

J11i1

J11i1

J11j5

K11g2

K11f2

E12e9

E12e9

E12g8

F12a8

C13d3

C13d4

C13d3

C13e3

D13f5

D13f4

D13a3

D13c2

D13c1

C13h1

C13h1

C13h1

C13h1

C12g0

C12g0

H11b4

H11f8

K11c2

K11c1

K11c2

J11e1

J11e1

J10e0

D13f5

E13d5

5.3

5.3

4.5

4.3

4.3

4.2

4.1

5.7

5.6

5.4

5.5

5.4

4.6

4.6

4.7

4.6

4.5

5.1

4.8

4.9

4.5

4.5

4.4

5.8

4.5

4.5

3.7

3.8

5.0

4.7

4.1

4.0

3.7

3.5

3.5

3.4

3.4

3.3

4.2

5.0

4.5

5.1

4.9

4.9

4.3

4.1

4.1

4.3

6.0

0.7

1.1

1.2

1.8

1.2

1.6

0.9

1.7

1.4

1.4

1.3

1.0

1.2

1.4

1.7

1.3

1.2

1.2

1.1

1.3

0.9

0.9

0.8

1.0

1.1

1.0

1.2

2.0

1.2

1.1

1.2

0.8

1.0

1.1

1.3

1.1

1.2

1.0

0.8

0.7

1.2

1.6

1.0

0.9

0.9

0.7

1.9

0.8

1.0

0.6

0.8

1.1

1.5

0.6

1.1

0.7

1.3

1.3

1.3

1.2

0.9

0.9

1.4

1.7

1.1

1.0

0.9

0.9

1.0

1.3

0.4

0.6

0.9

1.1

0.8

1.1

1.4

0.9

0.9

1.0

0.7

1.0

1.1

0.4

0.6

1.0

0.8

0.5

0.7

0.9

1.0

1.0

0.8

0.7

0.6

0.8

0.6

0.8

6

10

15

9

10

17

10

14

23

28

14

11

14

35

13

8

12

15

12

12

10

6

10

12

12

10

56

7

12

10

7

6

14

13

10

10

8

17

15

12

9

14

5

7

10

40

10

12

3 7

4 6

3 20

5 10

8 13

4 14

5 15

2 6

6 13

16 22

5 14

2 6

9 14

7 12

4 14

2 12

6 12

2 7

2 7

2 6

4 6

4 13

5 10

3 6

4 8

6 8

2 12

3 7

3 13

3 6

2 3

1 7

2 7

6 8

4 10

7

5 9

4 7

4 10

3 10

3 12

8 12

7

10

7

6 10

2 10

SK148

SK149

SK204

SK228

SK241

SK250A

SK250B

SK217

SK242A

SK242B

SK236

SK238

Sk262

SK263

SK265

Sk288

SK276

SK293

SK275

SK274

SK307

Sk307

Sk305

SK316

SK399

SK340

SK403

SK391

SK352

SK368

SK453

SK427

SK426

SK470A

SK470B

SK470C

SK470D

SK469

SK394

SK269

SK282

SK277

SK296

SK434

SK377

N-60 -E

N-60 -E

N - 3 - E

N-19 -E

N-26 -E

N-31 -E

N-24 -E

N-41 -E

N-41 -E

N-41 -E

N-45 -E

N-46 -E

N-82 -W

N-30 -E

N-31 -W

N-29 -E

N-26 -E

N-40 -E

N-38 -E

N-27 -E

N-35 -E

N-30 -W

N-34 -E

N-32 -E

N-67 -W

N-34 -E

N-49 -E

N-16 -E

N-31 -E

N-30 -E

N-37 -E

N-41 -E

N-50 -W

N-55 -W

N-37 -E

N-35 -E

N-31 -W

N-71 -W

N-62 -E

N-49 -W

N-48 -W

N-40 -W

N-37 -E

N-39 -W

N-38 -E

N-56 -E

N-90 -E
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SI29

SI30

SI31

SI32

SI33

SK34

SI35

SI36

SI37

SI38

2

1

2

1

2

3

1

2

3

4

1

2

3

1

2

3

1

2

3

4

5

1

1

2

3

1

E13c5

E13c5

E13a4

E13g2

E13f2

E13f3

F12a8

F12c8

F12b7

F12a8

F13i1

F13i1

F13i1

F12b0

F13b1

F12a0

E13c5

E13c5

E13c5

E13c5

E13b5

G11j7

H11f1

H11e2

H11f2

H11g5

5.9

5.6

5.2

5.5

5.4

5.5

5.6

5.6

5.6

5.7

5.7

5.6

4.3

4.3

3.9

6.6

6.6

6.5

6.6

5.1

4.3

4.1

4.0

4.6

1.3

1.0

1.1

0.9

1.3

1.1

0.8

1.1

1.0

0.9

0.8

0.7

0.8

1.9

1.1

1.0

1.1

1.1

1.1

1.1

1.4

9.4

1.4

0.9

1.0

1.4

1.1

0.6

0.9

0.9

1.0

0.9

0.8

1.1

7.2

0.9

0.7

0.6

0.6

1.2

1.0

0.8

1.0

1.1

0.7

1.0

1.0

3.8

1.3

0.8

1.0

1.4

10

10

23

6

10

20

10

10

6

13

21

18

19

16

10

14

11

15

18

10

6

28

35

2 7

3 5

3 5

2 5

2 5

3 7

10.0

6.0

5.0

6 10

4 9

2 9

2 6

3 10

5 15

4 10

2 6

3

9

6

7 9

4 12

2 10

10 22

12 25

SK383

SK420

SK424

SK44

SK43

SK45

SK41

SK28B

SK28A

SK62

SK114

SK115

SK120

SK342

SK337

SK358

SK359

SK360

N-69 -E

N-72 -E

N-2 -W

N-19 -E

N-71 -W

N-48 -W

N - 2 - E

N-70 -W

N-35 -E

N-14 -W

N-90 -W

N-72 -W

N-49 -W

N-84 -E

N-62 -W

N-21 -E

N-57 -W

N-74 -W

N-41 -E

N-23 -E

N-41 -W

N-41 -E

N-44 -W

N-23 -W

N-40 -E

N-43 -W

SI11

SI16

SI18

SI19

SI21

SI32

SI32

SI32

SI33

SI35

SI35

SN36

SN301

SN305

SN306

SN8

SN221

SN222

SN223

SN217

SN309

SN310

J11j2

F12b8

D13f4

D13b4

H11c4

F12a8

F12b0

F12a8

E13h1

E13b5

E13b5

4.9

5.7

5.2

4.4

4.6

5.9

5.9

5.7

5.8

6.1

6.2

2.3

0.8

1.1

1.4

1.4

1.3

1.1

0.7

1.9

0.5

0.7

2.0

0.6

1.0

0.9

1.3

1.0

1.0

0.5

1.2

0.5

0.7

45

20

34

35

20

13

15

2

57

15

31

2 4

1 3

1 5

4

6

2 6

6 30

5

3 8

2 8

5 15

2 5

5

8

3 8

5 9

6 10

N-35 -W

N-54 -E

N-84 -W

N-29 -E

N-43 -E

N-46 -W

N-33 -W

N-43 -E

N-70 -W

N-25 -W

N-0
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SI1

SI2

SI3

SI4

SI5

SI6

SI7

SI8

SI9

SI10

SK108A

SK108B

SK78

SK79

SK127

SK165

SK129

SK130

SK134

SK170

SK100

SK257

SK258

SK259

SK99

SK107

SK114

SK151

SK156

SK171

SK172

SK155

SK150

SK147

SK222

SK213

SK214

SK219

SK199

SK200

SK205

SK207

SK229

SK239

SK244

SK245

SK251

SK252

SK255

SK215

SK216

SK237

SK211

SK212

SK218

I12f4

I11f3

I12d1

I12d1

I12c1

I12c1

I12d1

I12c1

I12d2

I11e0

I12h2

I11h8

I11f9

I11f9

I11e7

I11c9

I11d7

I11f6

I11f6

I11d7

I11d6

H11c8

H11b9

J11d0

J11e8

J11c8

J11e8

J11c8

I11j1

J11b2

J10c0

J11b2

J11b1

J11c3

J11c1

J11c1

J11a3

J11b3

J11b3

J11f8

J11g9

J11i9

J11f6

J11f5

J11g6

6.6

6.4

5.6

6.0

5.4

5.6

5.4

5.2

5.2

5.3

6.5

5.8

5.7

5.7

5.2

5.2

4.8

5.1

5.1

4.8

4.8

4.6

4.9

5.8

5.9

5.7

5.7

5.7

4.5

4.6

4.5

4.3

4.4

4.2

4.4

4.4

4.2

4.1

4.2

6.0

6.2

5.8

5.8

5.3

5.6

1.6

1.7

0.9

0.8

0.6

1.2

1.0

1.7

1.3

2.5

0.9

1.2

1.0

1.0

1.6

0.8

1.5

1.7

0.7

1.4

1.0

1.0

0.6

1.3

1.2

1.0

0.9

3.1

1.4

1.1

2.0

0.9

1.0

2.1

1.2

1.5

0.9

0.9

1.2

1.1

2.0

1.8

1.7

1.8

1.7

1.6

1.5

0.8

0.8

0.5

1.0

0.8

1.0

0.8

1.9

0.8

1.2

0.6

0.7

1.5

0.6

1.1

1.1

0.7

1.3

0.9

0.8

0.6

1.1

1.1

1.0

0.7

2.5

1.1

1.1

0.8

0.6

0.8

1.3

1.1

1.1

0.8

0.7

0.8

1.0

1.7

1.8

1.4

1.7

1.4

31

55

15

9

10

10

25

11 15

32

64

15

18

10

5

35

17

24

28

16

25

25

10

34

43

14

42

14

21

30

28

13

11

35

30

40

12

13

55

24

45

14

36

32

32

6 15

2 6

3 8

3 7

8 14

5 16

2 7

5 12

6 12

7 10

9 15

3 5

7 13

5 8

6 9

2 8

4 11

2 5

4 10

2 6

3 9

3 9

4 8

7 10

5 10

8 22

2 8

3 12

5 9

5 8

3 14

4 11

6 12

4 11

2 8

3 6

4 8

3 5

1 10

1 10

3 9

3 7

N-12 -E

N-10 -E

N-24 -W

N - 3 - E

N-86 -E

N-87 -W

N-31 -E

N-11 -E

N-28 -E

N-69 -W

N - 9 - E

N-5 -W

N-12 -W

N-46 -W

N - 6 - E

N - 1 - E

N-71 -E

N-41 -E

N-33 -E

N-15 -W

N-76 -W

N-11 -E

N-49 -W

N-50 -E

N-46 -E

N-88 -W

N-45 -E

N-23 -E

N-30 -E

N-40 -E

N-62 -W

N - 3 - E

N-39 -E

N-44 -W

N-28 -E

N-24 -E

N-55 -W

N-21 -E

N-52 -E

N-55 -E

N-35 -E

N-37 -E

N-27 -W

N-27 -W
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SI10

SI11

SI15

SI16

SI17

SI18

SI19

SI20

SI25

SI26

SI27

SK219

SK221

SK248

SK264

SK303

SK304

SK306

SK308

SK309

SK310

SK311

SK312

SK313

SK315

SK318

SK520

SK301

SK317

SK341

SK355

SK375

SK332

SK405

SK333

SK338

SK354

SK356

SK363

SK336

SK361

SK392

SK409

SK423

SK431

SK435

SK448

SK458

SK402

SK418

SK496

SK119

SK283

SK284

SK291

SK278

SK290

J11f6

J11g5

J11j1

J11j1

E13e1

E12e0

E12f9

E12e9

E12g8

E12e8

E12g9

E12f8

E12f8

E12f8

E12e8

E12f0

F12a9

F12c8

C13d2

C13e2

C13e3

C13e2

C13e2

D13f5

D13f4

D13g4

D13f4

D13g5

D13b4

D13b4

D13b5

D13a4

D13b4

D13b3

D13a3

D13a3

D13a3

C13h2

C13g1

C13g1

H11g9

K11c1

K11c1

K11c2

J11d1

J10c0

5.1

4.8

4.6

4.7

4.6

4.4

4.4

4.2

4.3

4.5

4.1

4.1

4.1

4.2

4.5

6.0

5.9

4.6

4.2

4.3

3.8

3.5

5.1

5.1

5.0

5.0

4.5

4.3

4.3

4.1

4.0

3.9

3.6

3.7

4.1

3.5

5.0

4.8

4.9

4.8

4.3

1.5

1.2

1.7

1.3

1.1

0.8

2.6

0.9

1.4

1.4

2.3

0.9

0.7

0.9

0.5

0.6

1.2

0.4

1.7

1.1

0.8

1.0

1.0

0.6

0.9

1.0

0.8

0.7

1.4

0.9

0.8

0.7

1.3

0.7

3.1

1.0

1.0

1.0

2.2

0.9

1.2

1.4

2.2

0.8

1.4

1.2

1.5

1.2

0.9

0.9

2.0

1.0

1.1

1.6

1.1

0.7

0.8

0.9

0.2

0.5

1.1

1.0

1.5

1.1

0.4

0.8

0.8

0.5

0.7

0.9

0.6

0.6

0.9

0.8

0.8

0.3

1.1

0.6

1.3

0.9

0.9

0.6

1.6

0.9

0.9

1.2

1.2

0.5

34

42

22

10

30

70

20

70

60

60

5

10

15

12

16

5

10

11

8

10

12

6

13

10

10

7

10

12

14

23

10

7

56

8

27

20

80

14

26

37

40

2 9

2 21

4 13

4 7

2

3

2 12

2

6

6 15

2 7

6 10

2

2 9

7

4 14

2 6

4 8

3 9

3 5

6 10

3 6

2 6

4 9

5

2 4

3 15

4 12

4 8

2 6

2 7

10

3 12

5 8

N-49 -W

N-40 -E

N-85 -E

N-77 -E

N-14 -E

N-50 -E

N-66 -W

N-52 -W

N-66 -W

N-48 -W

N-26 -E

N-33 -E

N-61 -W

N-33 -E

N-15 -W

N-22 -E

N-39 -E

N-23 -E

N-33 -E

N-82 -W

N-45 -W

N-0

N-60 -W

N-0

N-28 -W

N-32 -E

N-35 -E

N-82 -W

N - 8 - E

N-50 -W

N-21 -E

N-68 -W

N-23 -E

N-64 -W

N-16 -E

N-35 -E

N-35 -E

N-50 -W

N-42 -E

N-52 -W

N-31 -E

N-38 -E

N-50 -E

N-39 -E



―２９７―

SI27

SI28

SI29

SI30

SI31

SI32

SI33

SI34

SI35

SI37

SI38

SK297

SK298

SK296

SK299

SK300

SK301

SK303

SK304

SK305

SK398

SK404

SK411

SK413

SK415

SK416

SK419

SK433

SK440

SK441

SK459

SK384

SK386

SK410

SK414

SK417

SK425

SK33

SK37

SK40

SK46

SK52

SK26

SK27

SK34

SK35

SK47

SK105

SK112

SK116

SK364

SK376

SK104

SK243

SK246

SK253

J11c1

J11d1

J11c1

J10e0

J11e1

J10g0

J11d2

J11d2

J11d1

D13j5

D13g4

D13g3

D13e5

D13f4

D13i4

D13h5

D13f5

D13h4

D13h4

D13h4

E13c6

E13c5

E13b5

E13b5

E13c4

E13b4

E13f2

E13f2

F12b8

F12a9

F12a9

E13i2

E13j2

E13i2

E13i2

E13i0

F12b8

F12a9

E12j0

E13b5

E13e4

H11f3

H11g6

H11h7

H11h7

4.3 

4.2 

4.1 

4.1 

3.9 

4.0 

4.0 

4.0 

4.0 

4.7 

4.3 

5.2 

4.1 

4.3 

4.5 

4.4 

4.3 

4.4 

4.3 

6.0 

5.8 

5.4 

5.4 

5.4 

5.4 

5.7

5.8

5.6 

5.2 

5.3 

5.7 

5.7 

5.7 

5.7 

5.7 

4.4 

4.1 

4.5 

6.2 

7.4 

4.1 4.3 

4.5 

4.5 

4.6 

1.9

2.7

1.5

1.9

0.9

2.5

1.3

1.4

1.3

3.4

1.3

0.6

2.9

1.5

2.1

1.7

0.8

1.6

1.8

0.9

0.5

0.8

4.0

1.1

4.2

1.2

1.1

1.0

1.3

0.9

2.1

2.1

2.5

2.2

4.5

3.5

0.5

1.4

1.1

1.0

1.5

0.9

0.8

1.9

1.2

1.3

1.3

1.1

1.3

0.8

1.4

1.1

1.1

0.9

2.4

0.9

0.6

1.5

1.2

1.5

1.2

0.7

1.3

1.1

0.8

0.5

0.7

1.3

1.0

1.3

0.9

0.9

0.8

0.9

0.9

1.2

1.3

1.1

0.8

1.3

1.9

0.4

1.1

0.9

0.8

1.3

0.8

0.8

1.8

1.0

55

37

50

15

15

40

23

25

7

90

3

7

61

61

35

65

7

40

3

16

10

36

23

60

30

15

17

25

20

97

30

25

20

40

40

8

25

15

10

50

28

7

35

50

5 16

6 15

2 12

3 6

8 12

2 5

3 8

2 7

3 12

2 3

3 12

2 5

2 4

4 16

2 15

8 20

10 14

8 25

3 10

10 22

5 10

N-49 -E

N-48 -E

N-43 -E

N-67 -W

N-41 -W

N-36 -E

N-43 -E

N-48 -E

N-54 -W

N-33 -E

N - 4 - E

N-48 -E

N-85 -W

N-53 -E

N-90 -E

N-71 -E

N-78 -W

N-60 -W

N-36 -E

N - 2 - E

N-70 -E

N-63 -E

N-39 -W

N-57 -W

N-31 -W

N-39 -E

N-48 -W

N-73 -W

N-44 -E

N-47 -W

N-47 -W

N-38 -E

N-64 -E

N-55 -E

N-30 -E

N-53 -E

N-23 -E

N-37 -E

N-85 -E

N-0

N-81 -E

N-58 -E

N-45 -W

N-43 -E

N-43 -W



―２９８―

4

5

6

7

9

10

11

12

13

15

16

19

20

21

26

27

33

34

36

37

39

40

41

42

45

47

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

SM4

SM5

SM6

SM7

SM9

SM10

SM11

SM12

SM13

SM15

SM16

SM20

SM22

SM23

SM1

SM3

SM10

SM11

SM13

SM14

SM16

SM17

SM18

SM19

SM23

SM26

I11d0

H11g3

I11c7

I11g9

I11e7

J11b9

I11h8

J11d8

J11e8

J11i9

J11e7

J11b4

J11e1

J11d1

F12a8

E12e0

C13e2

D13g4

D13a4

D13d2

E13j2

E13f3

E13g3

E13f3

E12j9

E12j8

1.5

0.7

0.8

0.7

0.4

2.0

1.6

1.2

1.2

1.1

2.3

1.6

0.9

1.4

0.8

0.7

1.0

1.0

0.7

1.0

0.3

0.6

0.6

0.7

0.5

0.3

12

5

8

5

5

6

6

3

3

21

5

11

8

4

7

12

21

8

4

5

7

4

5

SI-5

SI-37

SI-5

SI-4

SI-5

SI-7

SI-4

SI-7

SI-7

SI-9

SI-7

SI-8

SI-27

SI-27

SI-16

SI-15

SI-17

SI-18

SI-19

SI-19

SI-33

SI-31

SI-31

SI-31

SI-34

SI-32

3.3

1.3

1.1

1.3

0.6

3.2

2.1

1.5

1.4

1.5

2.6

1.7

1.2

1.7

1.0

0.9

1.3

1.2

0.9

1.6

0.4

0.8

1.1

0.8

0.7

0.5

5.3

4.2

5.0

5.7

5.0

5.9

5.9

5.8

5.8

6.0

5.6

4.7

4.3

4.3

5.8

4.6

4.3

4.0

5.9

5.7

5.8

5.8

4.2

N - 1 - E

N-44 -W

N - 1 - E

N-59 -W

N-34 -W

N-30 -W

N-10 -E

N-30 -E

N-48 -E

N-10 -W

N-42 -E

N-18 -E

N-38 -W

N-0

N-15 -W

N-39 -W

N-87 -E

N-0

N-34 -W

N-87 -E

N-65 -W

N-82 -E

N-86 -E

N - 7 - E

N-46 -W

N-65 -W

��������	�



―２９９―

３　墓域

　　ここでは，埋葬と判断した人骨や動物骨が出土しているところを広い意味で墓域とした。位置的には製塩

区域の北側に顕著であり，人骨と動物骨が確認されている。

　　当遺跡では，調査区全体が砂地に立地するため，砂層の中から人骨や動物骨の出土が多く見られた。ま

た，前述のように客土によって構築された層からも遺骸が出土しており，埋葬時の掘り込みが確認できない

墓も多かった。しかし，ほとんどの人骨は北方に頭を向けての屈葬であり，副葬品を伴うものもあることか

ら，埋葬と判断した。動物遺骸については，馬や犬などの家畜と考えられる骨が約一体分出土したものを埋

葬ととらえた。

　　遺構の定義については以下の通りである。また，表砂除去の際に遺骸が動いてしまった場合や新生児・埋

葬状況の不明確な場合は，一覧表に計測値を掲載した。

　土壙墓　人骨の埋葬が確認でき，約一体分の骨格が認められたもの。

　土壙　家畜と考えられる動物骨の埋葬が確認でき，約一体分の骨格が認められたもの。

（１）土壙墓

　　　人骨が埋葬されていた遺構１０９基について，その概要を記述する。

第１号土壙墓　２区ＳＫ－６（第３２９・３３０図）
位置　調査区北部の�１１�３区で，第２号土壙墓の南西側６�に位置している。

確認状況　表砂を２．３�除去後，標高４�で人骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北東頭位西面右側臥屈葬で埋葬されていた。両腕ともに体前面に折り曲げられ，両手は顔の前に

置かれていた。

遺物出土状況　古銭６枚が左肘の部分から出土している。また，ウバガイが腰椎付近から出土している。

性別と年齢　男性　老年

1～3

1～
3

4・5

4・
5

6

6
A

A

G11a4

-N1m

4.
1m

第３２９図　第１号土壙墓実測図
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遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。頑強な骨格で骨盤の大坐骨切痕の開きが鋭角である。頭蓋骨は崩れ

ており，歯の欠損も多い。上顎左側の切歯２本，犬歯１本の部分の歯槽骨が閉鎖しており，それらの歯は生前

に脱落したことが考えられる。歯の磨耗が著しく，永久歯列が整ってからの時間の経過が推測される。

所見　古銭は，埋葬に伴う六道銭と考えられる。判読できた最新銭は，洪武通寳（１３６８年）である。

第２号土壙墓　２区ＳＫ－３３（第３３１図）
位置　調査区北部の�１１�４区で，第１号土壙墓の北東側６�に位置している。

���������	
��������
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第３３０図　第１号土壙墓出土遺物実測図［古銭は原寸大］

第３３１図　第２号土壙墓実測図
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確認状況　表砂を２．３�除去後，標高４．３�で人骨を確認した。頭部から足にかけて傾斜して埋葬されているこ

とが確認された。

埋葬の状況　北東頭位仰臥屈葬で埋葬されていた。下肢骨は大腿骨が１本確認されたが，左右は不明であり，

体部よりも低い位置で出土した。右腕は右体側から腹部の方へ，左腕は左体側から胸の上にそれぞれ折り曲げ

られていた。

性別と年齢　女性　壮年（２０歳代後半）

遺骸の特徴　確認できたのは，上下の顎骨から腰椎にかけてと両腕，大腿骨である。骨格が華奢で，下顎が細

く小さい。歯は残存状態が良好で，上顎下顎ともすべての歯が確認できた。上顎下顎ともに永久歯で，すべて

の第３大臼歯が萌出している。切歯と第１大臼歯に多少の磨耗が見られるが，歯全体はきれいである。

所見　副葬品がなく埋葬の時期は不明である。

第３号土壙墓　２区ＳＫ－２４０（第３３２図）
位置　調査区南部の�１１�６区で，第１０号建物跡の南西部床下に位置して

いる。

確認状況　表砂を１．８�除去後，標高５．４�で人骨を確認した。掘り込み

の有無は確認できなかった。

重複関係　本跡の上に第１０号建物跡の床面が構築されている。

埋葬の状況　北東頭位で，体前面を西側に向けて埋葬されていた。右

腕・右足は確認できなかったが，その他の骨格は確認できた。

性別と年齢　性別不明　新生児

遺骸の特徴　残存状態が悪く，ほとんどの骨が崩れていた。歯はすべ

て乳歯で，第２乳臼歯まで確認できた。乳中切歯が歯根の半分まで成

長しており，乳側切歯から第２乳臼歯までは，歯冠のみを確認するこ

とができた。

所見　第１０号建物跡の下層から確認されているが，本跡との関連は不

明である。

第４号土壙墓　２区ＳＫ－２５４（第３３３図）
位置　調査区南部の�１１�７区で，第１０号建物跡の北西部に位置している。

確認状況　第１０号建物跡の下層，標高５．１�で頭骨を確認した。砂中に埋葬されていたが，覆土の含有物の違

いから掘り込みが確認できた。

規模と形状　長径０．６�，短径０．４�の楕円形で，深さは２０��である。

重複関係　第１０号建物跡の北西部の床下から出土した。

埋葬の状況　北東頭位俯臥屈葬で埋葬されていた。

覆土　単一層である。砂�層を主体とした黒色土�の小ブロックを含み，埋葬時の埋め戻しである。

性別と年齢　性別不明　乳児（６ヶ月～１歳）

J11h6

-E2m

第３３２図　第３号土壙墓実測図
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遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。頭蓋骨が薄く，上肢下肢ともに骨が細く短い。歯は乳歯で，第２乳

臼歯が萌出している。第１大臼歯は萌出途中である。

所見　第１０号建物跡の下層から確認されているが，本跡との関連は不明である。授乳期に死亡したものと推測

される。

第５号土壙墓　２区ＳＫ－２６８（第３３４図）
位置　調査区北部の�１２�４区で，第１号製塩跡の西側１５�に位置している。

確認状況　表砂を４�除去後，標高６�で人骨の左足を確認した。掘り込みの有無は確認できなかったが，本

人骨を埋葬した土壙墓の最下部を認めることができた。

規模と形状　掘り込みの最下部は，長径１．０�，短径０．５�の楕円形で，深さが１０��である。

埋葬の状況　南西頭位南東面右側臥屈葬で埋葬されていた。両腕は体前面に折り曲げられていた。

性別と年齢　男性　壮年

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。

残存状態が良好で，頭蓋骨が厚く，上肢下

肢ともにしっかりしている。骨盤の大坐骨

切痕は鋭角である。歯は永久歯で下顎右側

の第１・２小臼歯は生前脱落し，歯槽骨が

閉じている。ほとんどの歯が激しい磨耗を

している。

所見　副葬品がなく埋葬の時期は不明であ

る。歯の磨耗は，生業に関するものと考え

られるが，その内容については不明であ

る。

A

A B

B

A'

J11g7

-E0.5m

5.
2m

5.
2m

1

6.
0m

A

A

H12i4-N1.5m

第３３４図　第５号土壙墓実測図

第３３３図　第４号土壙墓実測図
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第６号土壙墓　２区ＳＫ－２７３（第３３５図）
位置　調査区南部の�１１�２区で，第７号土壙墓の南西側８．５�に位置している。

確認状況　表砂を２．８�除去後，標高４．６�で人骨の頭部を確認した。

規模と形状　径約０．６�の円形で，深さは３０��である。

埋葬の状況　北頭位西面右側臥屈葬で埋葬されていた。両腕は体前面で，両足膝の方向へ伸ばされていた。

遺物出土状況　土師質土器片１点（小皿）と平瓦片１点が出土している。

性別と年齢　性別不明　幼児（３歳頃）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。上肢下肢ともに残存状態は良好である。歯は乳歯で第２乳臼歯が萌

出しており，第１大臼歯が未萌出である。

所見　遺物は細片であり，埋葬時の混入と考えられる。

第７号土壙墓　２区ＳＫ－２８７（第３３６図）
位置　調査区南部の�１１�１区で，第６号土壙墓の北東側８．５�に位置している。

確認状況　表砂を２�除去後，標高４．４�で人骨の頭部を確認した。
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規模と形状　長径０．８�，短径０．５�の楕円形で，深さは４０��である。

埋葬の状況　北東頭位で，体前面を西に向けた右側臥屈葬で埋葬されていた。顔は北を向き，両腕で両膝を抱

え込むような姿勢であった。

性別と年齢　性別不明　幼児（５歳頃）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。上肢下肢ともに残存状態は良好である。歯は乳歯で第２乳臼歯が萌

出している。第１大臼歯は未萌出である。

所見　右側臥屈葬であれば顔は西に向くのが自然であるが，頭部が後ろに倒れているために北を向いたと考え

られる。

第８号土壙墓　３区ＳＫ－４（第３３７図）
位置　調査区北部の�１２�０区で，第９号土壙墓の北側２�に位置している。

確認状況　表砂を２．６�除去後，標高５．３�で人骨の頭部を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北東頭位南東面左側臥屈葬で埋葬されていた。右手首は腹部に，左手首は首付近に確認できた。

遺物出土状況　土師質土器片２点（内耳鍋）が人骨の左膝付近から出土している。出土遺物は細片のため図示

できなかった。

性別と年齢　女性　老年

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。頭蓋骨と下顎骨が小さく，大坐骨切痕が鈍角である。骨全体が細く

華奢であるが，三角筋粗面が隆起しており筋肉の発達がうかがえる。歯は永久歯で歯並びが悪く，欠損も多

い。下顎左右の第３大臼歯が欠損しており，その部分の骨の増殖が見られることから，第３大臼歯は生前に脱

落し，時間の経過がうかがえる。

所見　遺物は細片であり，埋葬時に混入したものと考えられる。第９号土壙墓に近接し，同じ高さで確認され

ていることから，第９号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えられる。
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第９号土壙墓　３区ＳＫ－５（第３３８・３３９図）
位置　調査区北部の�１２�０区で，第８号土壙墓の南側２�に位置している。

確認状況　表砂を２．６�除去後，標高５．３�で人骨の頭部を確認した。砂中に埋葬されており，人骨よりも下位

層で黒色土ブロックの混じる人骨埋葬時の覆土を確認した。
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規模と形状　人骨より下で確認した掘り込みは，長軸１．１�，短軸０．９�の長方形で，深さは２８��である。

埋葬の状況　北東頭位仰臥屈葬で，両手が右肩の上に乗せられ埋葬されていた。

覆土　単一層である。砂�を主体とし，黒色土�と炭化粒子が少量混じる埋葬時の埋め戻しである。

遺物出土状況　古銭４枚が出土しており，胸郭剣状突起付近で確認された。また，覆土下層から，土師質土器

片１点（内耳鍋）が出土している。

性別と年齢　男性　老年

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。骨が太く堅強な骨格であり，大坐骨切痕が鋭角である。右腕の大結

節稜が隆起しており，筋肉の強さがうかがわれる。歯は永久歯で，下顎右の第１～３大臼歯と左の第３大臼歯

が生前脱落し，歯槽骨が閉じていることから，脱落後の時間の経過が推測される。残存している歯はすべて摩

滅著しく，歯周疾患が見られる。

所見　古銭は副葬品と考えられ，判別できた古銭のうち，最新銭は永樂通寳（１４０８年）である。第８号土壙墓

に近接し，同じ高さで確認されていることから，第８号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えられる。

第１０号土壙墓　３区ＳＫ－７（第３４０図）
位置　調査区北部の�１３�２で，第８号土壙墓の北東側６�に位置している。

確認状況　表砂を３�除去後，標高５．３�で人骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　西頭位で，体を小さく折りたたんだ状態で埋葬されていた。骨格そのものが小さいので，四肢骨

の状況は確認できなかった。

遺物出土状況　古銭１枚が人骨の足元付近から出土している。

性別と年齢　性別不明　新生児
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遺骸の特徴　全身の骨の腐朽が進んでいる。四肢骨の残存している部分で計測すると最大のもので８��，そ

の他の骨も４～５��ほどの長さである。歯は乳歯で，歯根の成長がみられず，歯冠だけが確認された。すべ

ての歯が未萌出である。

所見　足元付近から出土した古銭は副葬された可能性が考えられ，銭種は元祐通寳（初鋳年　１０８６）である。

第１１号土壙墓　３区ＳＫ－８（第３４１・３４２図）
位置　調査区北部の�１３�１区で，第９号土壙墓の東側４�に位置している。

確認状況　表砂を３．４�除去後，標高４．７�で人骨の頭部を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。
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埋葬の状況　東頭位仰臥屈葬で埋葬されていた。左腕は体前面で曲げられ，左手首は腹部に添えられていた。

右腕は，右手首を肩の方向に曲げられていた。

遺物出土状況　土師質土器片３２点（内耳鍋３０，皿１，椀１），古銭１枚，鉄製品１点が人骨確認の段階で散在す

るように出土している。１４は，右上腕骨より２０��高い位置で確認されている。

性別と年齢　男性　老年

遺骸の特徴　全身骨格の残存が良好であった。上腕骨や大腿骨，脛骨が太く頑強な骨格で，骨盤の大坐骨切痕

が鋭角である。上腕骨の三角筋粗面の隆起と大腿骨の後稜の隆起が顕著で，筋肉の発達がうかがえる。歯は永

久歯で，切歯の抜けが多く，下顎右側の第１～３大臼歯の歯槽部分に骨の増殖が見られる。それらは生前に脱

落し，時間の経過がうかがえる。すべての歯が摩滅著しく，歯周疾患が認められる。

所見　遺物は出土状況から，埋葬時の混入と考えられる。

第１２号土壙墓　３区ＳＫ－２８（第３４３図）
位置　調査区北部の�１３�１区で，第１３号土壙墓の北東側３．５�に位置している。

確認状況　表砂を３．３�除去後，標高４．８�で人骨の頭部を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北東頭位北西面右側臥屈葬で埋葬してあった。両腕は体前面で折り曲げられていた。

遺物出土状況　土師質土器片６点（椀３，内耳鍋３）が出土している。

性別と年齢　性別不明　乳児（１～１歳６ヶ月）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。上肢下肢ともに残存状態は良好である。歯は乳歯で，第１乳臼歯が

萌出しており，第２乳臼歯が未萌出である。
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所見　土師質土器は細片であり，埋葬時に混入したものと考えられる。第１３号土壙墓と近接し，０．４�高い位

置で確認されていることから，第１３号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えられる。

第１３号土壙墓　３区ＳＫ－２９（第３４４図）
位置　調査区北部の�１３�２区で，第１２号土壙墓の３．５�南西側に位置している。
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確認状況　表砂を３．６�除去後，標高４．６�で人骨の左膝を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

重複関係　第３８号土坑を掘り込んでいる。

埋葬の状況　北頭位西面右側臥屈葬で埋葬されていた。左腕は曲げられ，右腕は伸ばされた状態で体前面に確

認できた。

遺物出土状況　土師質土器片１点（内耳鍋）が出土している。

性別と年齢　性別不明　幼児（３～４歳）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。上肢下肢ともに残存状態は良好である。歯は乳歯で，第２乳臼歯ま

で萌出しており，やや摩滅している。第１大臼歯が歯茎にあり，萌出前である。

所見　土師質土器は細片であり，埋葬時に混入したものと考えられる。第１２号土壙墓と近接し，０．４�低い位

置で確認されていることから，第１２号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えられる。

第１４号土壙墓　３区ＳＫ－３７（第３４５図）
位置　調査区北部の�１３�３区で，第１５号土壙墓の南側５�に位置している。

確認状況　表砂を３．４�除去後，標高４．８�で人骨を確認した。

掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　細く短い骨が，一箇所にまとまって出土した。

性別と年齢　性別不明　新生児（生後３ヶ月未満）

遺骸の特徴　薄く小さい頭蓋骨の破片が確認された。前頭葉の

縫合線も未接合の状態である。歯は乳歯で，乳切歯から乳臼歯

まですべて歯冠だけが残存しており，萌出していない。

所見　人骨の様子から，授乳期に死亡したと考えられる。

第１５号土壙墓　３区ＳＫ－５５（第３４６図）
位置　調査区北部の�１３�３区で，第１６号土壙墓の南側４�に位置している。

確認状況　表砂を４．７�除去後，標高３．６�で人骨を確認し

た。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　ほとんどの骨が砕けた状態で出土した。確認で

きたのは，頭蓋骨の破片と上肢骨である。頭蓋骨が北東側か

ら，上肢骨が南側から出土したので，北東頭位の埋葬と推測

される。

性別と年齢　性別不明　乳児（１歳６ヶ月頃）
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遺骸の特徴　骨格が小さく，各部の骨も細い。上肢の骨は，右上腕骨のみ確認できた。歯は乳歯で，上顎左右

の乳切歯から第２乳臼歯まで確認できた。第１乳臼歯が萌出しており，犬歯と第２乳臼歯が萌出途中である。

所見　人骨が確認された標高は，近接の第１４・１６号土壙墓より約１�低い。これらの土壙より深く埋葬された

か，あるいは古い時期の埋葬と推測される。

第１６号土壙墓　３区ＳＫ－５６（第３４７図）
位置　調査区北部の�１３�４区で，第１５号土壙墓の北側４�に位置して

いる。

確認状況　表砂を３．８�除去後，標高４．６�で人骨の頭部を確認した。

掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　頭蓋骨片と上肢骨が北東側から，下肢骨が南西側から出

土したので，北東頭位屈葬での埋葬と推測される。

性別と年齢　性別不明　乳児（生後６ヶ月頃）

遺骸の特徴　歯と四肢の骨は確認できた。骨格全体が小さく，各部の

骨も細い。歯は乳歯で，上顎の左右第１乳臼歯と第２乳臼歯は，歯槽

に確認でき萌出前である。

所見　人骨の様子から，授乳期に死亡したと考えられる。

第１７号土壙墓　４区ＳＫ－１（第３４８図）
位置　調査区中央部の�１２�８区で，第５号製塩跡の南側に位置している。

確認状況　表砂を３．６�除去後，標高８．５�で人骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

重複関係　第５号製塩跡の南側の黒色土を掘り込んでいる。

埋葬の状況　北頭位仰臥屈葬で埋葬されていた。

上腕骨は，体側に沿って添えられており，大腿骨

は体部左側に傾いた状態であった。

性別と年齢　性別不明　熟年

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。腐朽が

進んでおり，計測は困難であった。骨盤も腐朽し

ており，大坐骨切痕の開きは確認できなかった。

頭蓋骨の眼窩上隆起が弱く，前頭骨は頭頂部にか

けてなだらかに傾斜している。骨は細く華奢であ

るが，上腕骨の稜の膨らみから，筋肉の強さが想

定される。歯は永久歯で，下顎左右の第２・３大

臼歯が萌出している。右下の第２・３大臼歯は歯

槽膿漏になっており，う歯も多い。歯列が乱れて

おり，磨耗著しく，上顎前突であるため歯の内側

が磨り減っている。
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所見　遺骸の特徴に男女両方のものがみられたので，性別は不明である。副葬品が確認されなかったので，埋

葬時期も不明であるが，第５号製塩跡構築後の埋葬である。

第１８号土壙墓　４区ＳＫ－３（第３４９図）
位置　調査区中央部の�１２�９区で，第５号製塩跡の北側１�に位置している。

確認状況　表砂を５．２�除去後，標高８．８�で，土坑を調査している段階で人骨を確認した。南側部分は削平さ

れていたが，掘り込みの最下層の状況が確認できた。

規模と形状　掘り込みの最下層は，長軸０．９�，短軸０．８�の隅丸長方形で，深さは１６��ある。

覆土　単一層である。砂�を主体とした埋葬時の埋め戻しである。

埋葬の状況　南西頭位左側臥屈葬で，全身骨格が小さく折りたたまれた状態で埋葬されていた。右手が顔面近

くに置かれていた。

性別と年齢　女性　老年

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。それぞれの骨が細く華奢である。頭蓋骨が崩れていたものの，頭蓋

骨の縫合線は癒着している事が確認できた。骨盤の大坐骨切痕が鈍角である。歯は永久歯で，上顎左側の第

２・３大臼歯が萌出し，生前に脱落している。その部分の歯槽が塞がりつつある。下顎右側も第２・３大臼歯

が萌出後に脱落し，歯槽は完全に閉鎖していた。

所見　副葬品を伴わないため，埋葬の時期は不明である。第１７号土壙墓と同様に，第５号製塩跡構築後の埋葬

である。

第１９号土壙墓　４区ＳＫ－４（第３５０図）
位置　調査区中央部の�１２�５区で，第５号土壙墓の北東側８�に位置している。

第３４９図　第１８号土壙墓実測図
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確認状況　表砂を３．８�除去後，標高６．５�で

人骨を確認した。掘り込みの有無は確認でき

なかった。

埋葬の状況　上肢骨と下肢骨の出土位置から

北東頭位と推測され，左側臥屈葬で埋葬され

ていた。両腕は体前面に折り曲げられてい

た。

性別と年齢　女性の可能性あり　成人

遺骸の特徴　頭蓋骨を除く体部の骨格が確認

された。確認された左右の上腕骨は，細く華

奢である。大腿骨の後陵は弱く，筋肉の発達

は普通と考えられる。頭蓋骨が確認できな

かったことで，歯の観察はできなかった。ま

た，骨自体の腐朽が進んでいたため，四肢骨

の計測が困難であった。

所見　骨格から成人の女性の可能性がある。埋葬の時期は不明である。

第２０号土壙墓　４区ＳＫ－５（第３５１図）
位置　調査区中央部の�１２�７区で，第５号製塩跡の竈北側１�に位置している。

確認状況　表砂を５．４�除去後，標高６．８�で人骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位仰臥屈葬で埋葬されていた。

右手は下顎付近に左手は，骨盤の右側に添えられ

ていた。

性別と年齢　男性　老年

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。頭蓋骨

の腐朽が進んでいたものの体部の骨格について

は，残存が良好であった。上腕骨の三角筋粗面の

稜が強く，筋肉が発達していたことがうかがえ

る。骨盤の大坐骨切痕が鋭角である。歯は永久歯

で摩滅著しく，下顎左側の第２・３大臼歯のそれ

は最も顕著である。下顎右側の第３大臼歯が萌出

している。それ以外の第３大臼歯は確認できな

かった。萌出後に脱落し，歯槽が閉鎖している可

能性がある。腰椎に椎間板ヘルニアの痕跡が認め

られた。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時

期は不明である。第５号製塩跡構築後の埋葬であ

る。
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第３５１図　第２０号土壙墓実測図
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第２１号土壙墓　４区ＳＫ－６（第３５２図）
位置　調査区中央部の�１２�５区で，第５号製塩跡の下層１．５�に位置している。

確認状況　表砂を４．２�除去後，標高６．９�で人骨の頭部を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

重複関係　本跡の上層に第５号製塩跡が確認された。

埋葬の状況　北東頭位左側臥屈葬で埋葬されていた。

性別と年齢　男性　熟年

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。四肢骨は，太くて頑丈である。腐朽が進んでおり，計測は困難で

あった。側頭骨の乳様突起が大きく，後頭骨の外後頭隆起が突出していた。歯は永久歯で，下顎左右の第２大

臼歯が萌出していたが，下顎左右の第３大臼歯は萌出後生前脱落していた。多くの歯が磨耗しており，上顎左

側は，ほとんどがう歯であった。下顎右側の第１・２大臼歯もう歯になっていた。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬時期は不明である。第５号製塩跡構築以前に埋葬されていたと考

えられる。第５号製塩跡を構築する段階で，本跡を認識していたかは不明である。

第２２号土壙墓　４区ＳＫ－８（第３５３図）
位置　調査区北部の�１３�７区で，第２８号土壙墓の北東側１１�に位置している。

確認状況　表砂を７．１�除去後，標高１０．２�で人骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　東頭位南面左側臥屈葬で埋葬されていた。

性別と年齢　男性　壮年

遺骸の特徴　ほぼ全身の骨格が確認された。前頭骨は頭頂部にかけてなだらかに傾斜しており，側頭骨の稜が

明瞭で，乳様突起は比較的大きい。骨盤の大坐骨切痕と恥骨下角が鋭角であることが確認できた。上腕骨や大

腿骨の筋粗面の稜が弱く，筋肉の発達は普通である。歯は永久歯列で，第２大臼歯が萌出していたが，第３大
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第３５２図　第２１号土壙墓実測図
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臼歯は萌出していなかった。上顎下顎ともに，第３大臼歯が成人になっても未萌出のままであることが推測さ

れる。歯全体に摩滅は少なかった。

所見　本人骨は筋肉のつき方が普通であり，過酷な労働のあとも見られないことと，栄養状態もよく各種疾病

痕も見られないことから，生活環境に恵まれていたことが想定される。

第２３号土壙墓　４区ＳＫ－９（第３５４図）
位置　調査区中央部の�１２�７区で，第５号製塩跡の北側下層に位置している。

確認状況　表砂を６．５�除去後，標高５．６�で人骨の頭部を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　南頭位東面右俯臥屈葬で埋葬されていた。両腕は，体前面で折り曲げられていた。

性別と年齢　男性　熟年から老年

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。残存状態は

良好で，四肢骨がしっかりしていた。頭蓋骨の眼窩上

隆起が強く，骨盤の大坐骨切痕が鋭角であった。椎骨

にカリエスの痕跡が認められた。歯は永久歯で，下顎

左右の第３大臼歯は萌出が確認された。下顎右側の第

２・３大臼歯は生前に脱落し，時間の経過がみられ

る。下顎左側の第３大臼歯も脱落しており，下顎左側

の第２大臼歯には摩滅が見られる。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は

不明である。南頭位の埋葬は，当遺跡において事例が

少ない。

第３５４図　第２３号土壙墓実測図
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第２４号土壙墓 ４区ＳＫ－１１
位置　調査区北部の�１３�４区で，第２５号土壙墓の南側に位置している。

確認状況　表砂を７．６�除去後，標高９．２�で人骨を確認した。表砂除去の際にほとんどの骨が動いてしまった

ので，残存している骨で位置と高さを記録した。

性別と年齢　女性　若年（１７～１８歳）

遺骸の特徴　骨格が細く華奢である。頭蓋骨の眼窩上隆起が弱く，前額部の傾斜は垂直に近い角度である。乳

様突起が小さい。骨盤は崩れていた。大腿骨長は，約３１��である。

所見　骨がきれいであり，若々しい。残存している骨の長さから，成人に近い体長があったと推測される。

第２５号土壙墓　４区ＳＫ－１５（第３５５図）
位置　調査区北部の�１３�４区で，第２６号土壙墓の北側２�に位置している。

確認状況　表砂を７．７�除去後，標高９．３�で人骨の頭部を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　南頭位で埋葬されていた。顔は南向きで，体を右にねじるようにして左腕が顔の右側に添えられ

ていた。

性別と年齢　男性　壮年

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。残存状態は良好

で，四肢骨が太くたくましい。頭蓋骨の眼窩上隆起が弱

く，額から頭頂部にかけての傾斜は垂直に近い。骨盤の大

坐骨切痕は鋭角である。歯は永久歯で，上下左右とも第２

大臼歯が萌出している。第３大臼歯は，萌出していない。

顎の形状から判断すると，第３大臼歯は未萌出のままであ

ることも考えられる。すべての歯が摩滅している。

所見　第１３号製塩跡の東側で確認されており，標高も第１３

号製塩跡とほぼ同じである。第１３号製塩跡構築後の埋葬と

考えられる。

第２６号土壙墓　４区ＳＫ－１６（第３５６図）
位置　調査区北部の�１３�４区で，第２５号土壙墓の南側２�に位置している。
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第３５６図　第２６号土壙墓実測図

第３５５図　第２５号土壙墓実測図
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確認状況　表砂を７．８�除去後，標高９．２�で人骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　南東頭位東面俯臥の状態で埋葬されていた。両腕は左右に広げられ，左腕の下側に左足の脛骨と

腓骨が確認できた。体を腰から二つ折りにした状態である。

性別と年齢　女性　熟年

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。体幹骨は腐朽していた。骨盤の大坐骨切痕が鈍角である。歯は永久

歯で，下顎左側の第３大臼歯が萌出している。下顎左側の第１大臼歯は生前に脱落し，その部分の歯槽骨が閉

鎖している。

所見　第２５号土壙墓と同様，第１３号製塩跡構築後の埋葬と考えられる。

第２７号土壙墓　４区ＳＫ－１７Ａ
位置　調査区北部の�１３�５区で，第２９号土壙墓の南側７�に位置している。南西側３�には第１３号製塩跡が位

置している。

確認状況　表砂を８．４�除去後，標高８．７�で人骨を確認した。表砂除去の際にほとんどの骨が動いてしまった

ので，残存している骨で位置と高さを記録した。

性別と年齢　性別不明　少年（６～７歳）

遺骸の特徴　頭蓋骨と腐朽した四肢骨が残存していた。歯は混合歯列の時期で，乳歯は上下左右の第２乳臼歯

が萌出している。永久歯は，上顎左側と下顎右側の第１大臼歯が萌出しており，切歯３本が萌出途中である。

所見　人骨の標高が第１７号製塩跡より高く，第１３号製塩跡よりも低い。第１３号製塩跡の存在時期に埋葬された

と推測される。

第２８号土壙墓　４区ＳＫ－１７Ｂ
位置　調査区北部の�１３�５区で，第２９号土壙墓の南側７�に位置している。南西側３�には第１３号製塩跡が位

置している。

確認状況　表砂を８．４�除去後，標高８．７�で人骨を確認した。表砂除去の際にほとんどの骨が動いてしまった

ので，残存している骨で位置と高さを記録した。

性別と年齢　男性　熟年

遺骸の特徴　頭蓋骨を除く四肢骨が残存していた。上肢骨や下肢骨が太くたくましい。

所見　第２７号土壙墓と同様，第１３号製塩跡の存在時期に埋葬されたと推測される。
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第２９号土壙墓 ４区ＳＫ－１８（第３５７図）
位置　調査区北部の�１３�５区で，第３０号土壙墓の南東側２�に位置している。南西側７�には第１３号製塩跡が

位置している。

確認状況　表砂を７．８�除去後，標高８．６�で人骨を確認した。掘り込みの有無と頭骨は確認できなかった。

埋葬の状況　左側臥屈葬で埋葬されていた。四肢骨の状況から北東頭位と推測される。

性別と年齢　男性　成人

遺骸の特徴　頭蓋骨を除くほぼ全身骨格が確認された。腐朽が進んでお

り，計測は困難であった。大坐骨切痕も腐朽していたため観察できな

かった。上肢骨や下肢骨，なかでも大腿骨が太く，頑強な骨格である。

所見　骨格の様子から男性と推定した。第２７号土壙墓と同様，第１３号製

塩跡の存在時期に埋葬されたと推測される。

第３０号土壙墓　４区ＳＫ－１９（第３５８図）
位置　調査区北部の�１３�４区で，第２９号土壙墓の北西側２�に位置している。南西側８�には第１３号製塩跡が

位置している。

確認状況　表砂を７．２�除去後，標高８．５�で人骨を確認した。掘り込みの

有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位西面右側臥屈葬で埋葬されていた。左手は，顔の前に

置かれていた。

性別と年齢　男性　熟年

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。残存状態は良好で，太くがっし

りとした骨格である。頭蓋骨の眼窩上隆起が強く，前額部から頭頂部にか

けてなだらかに傾斜している。歯は永久歯で，上下左右とも切歯から第３

大臼歯まで確認できた。すべての歯に摩滅が見られた。全身骨格と歯に疾

患は認められない。

所見　第２７号土壙墓と同様，第１３号製塩跡の存在時期に埋葬されたと推測

される。

第３５７図　第２９号土壙墓実測図
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第３１号土壙墓　４区ＳＫ－２２（第３５９図）
位置　調査区北部の�１２�７区で，第３２号土壙墓の北側６�に位置し

ている。

確認状況　表砂を５．９�除去後，標高６．２�で人骨を確認した。掘り

込みの有無と頭部は確認できなかった。

埋葬の状況　左側臥屈葬で埋葬されていた。両膝を胸の前にして，

腕も体の前で曲げられていた。四肢骨と体幹骨の状況から北東頭位

と推測される。

性別と年齢　女性　壮年～熟年

遺骸の特徴　頭骨を除くほぼ全身骨格が確認され，残存状態は良好

である。それぞれの骨が細く，全体的に華奢である。歯は１６本確認

できた。第２大臼歯が萌出していた。

所見　副葬品がなく埋葬時期は不明である。第３２号土壙墓より

０．２�低い位置で確認されている。

第３２号土壙墓　４区ＳＫ－２４（第３６０図）
位置　調査区中央部の�１２�６区で，第３１号土壙墓の南側６�に位置

している。

確認状況　表砂を５．８�除去後，標高６．４�で人骨を確認した。掘り

込みの有無は確認できなかった。表砂除去の際，頭部の大部分が損

傷を受けた。

埋葬の状況　体の軸を北方向に向け，体面を西にした右側臥屈葬で

埋葬されていた。

性別と年齢　女性の可能性あり　若年（１７～１８歳）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。骨の腐朽が進んでいた。

骨は細く，鎖骨が小さいが，体の大きさは，成人に近い。歯は永久

歯で，第１大臼歯まで確認できた。

所見　第２４土壙墓の人骨と骨格の様子や骨の細さが似ており，同年

代の人骨と推定される。第３１号土壙墓より０．２�高い位置で確認さ

れている。

第３３号土壙墓　４区ＳＫ－２５（第３６１図）
位置　調査区北部の�１３�１区で，第６６号土壙墓の北東側１�に位置している。

確認状況　表砂を９．２�除去後，標高５．５�で人骨を確認した。頭部は，歯のみが確認できた。掘り込みの有無

は確認できなかった。

埋葬の状況　上肢骨が北東側から，下肢骨が南東側から出土したので北東頭位の埋葬と推測される。

性別と年齢　性別不明　乳児（６ヶ月～１歳未満）
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第３５９図　第３１号土壙墓実測図

第３６０図　第３２号土壙墓実測図



―３２０―

遺骸の特徴　頭蓋骨や四肢骨・体幹骨に確認できなかった骨もあるが，ほぼ

全身骨格が残存している。骨盤が小さく成長していないので，歩行はまだで

きなかったと推測される。歯は乳歯で，第１・２乳切歯の歯根が半分ほどま

で成長している。第１・２乳臼歯は，歯冠しか形成されていない。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第６６号土

壙墓と近接し，０．５�高い位置で確認されていることから，第６６号土壙墓と

前後して埋葬された可能性が考えられる。

第３４号土壙墓　４区ＳＫ－２９（第３６２図）
位置　調査区北部の�１３�３区で，第３９号土壙墓の北西側２�に位置し

ている。

確認状況　表砂を７．５�除去後，標高６．１�で人骨を確認した。掘り込

みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位右側臥屈葬で埋葬されていた。

遺物出土状況　土師質土器片１点（内耳鍋）が出土している。

性別と年齢　性別不明　乳児（６ヶ月未満）

遺骸の特徴　骨の腐朽が進み，四肢骨の計測は困難であった。歯は１４

本確認でき，すべてが歯冠までしか形成されていない乳歯であった。

所見　出土土器は細片であり，埋葬時の混入である。授乳期に死亡し

たものと推測される。

第３５号土壙墓　４区ＳＫ－３０（第３６３図）
位置　調査区北部の�１３�４区で，第３６号土壙墓の南東側０．５�に位置している。

確認状況　表砂を１０．３�除去後，標高５．３�で人骨の右大腿骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位西面右側臥屈葬で埋葬されていた。両手と両足が体の前で曲げられていた。

遺物出土状況　古銭６枚が胸の前から出土

している。

性別と年齢　男性　熟年

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。

上肢骨が太く，頑強な骨格である。頭蓋骨

の眼窩上隆起がやや強く，前額部から頭頂

部にかけてなだらかに傾斜している。頭蓋

骨の縫合線は癒着している。歯は永久歯

で，上下左右ともに第３大臼歯まで萌出し

ている。上顎左側の第１～３大臼歯，下顎

右側の第２小臼歯，下顎左側の第２大臼歯

は生前に脱落し，その部分の歯槽骨が閉鎖第３６３図　第３５・３６号土壙墓実測図
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第３６１図　第３３号土壙墓
実測図

第３６２図　第３４号土壙墓実測図
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している。う蝕が認められるのは，上顎左側の犬歯と第１～３大臼歯，上顎右側の第１・２小臼歯，下顎左側

の第３大臼歯である。歯全体の磨耗と歯周疾患が著しい。

所見　出土した古銭は，埋葬に伴う六道銭であると考えられる。最新銭は朝鮮通寳（初鋳年１４２３）である。

第３６号土壙墓　４区ＳＫ－３１（第３６３図）
位置　調査区北部の�１３�４区で，第３５号土壙墓の北西側０．５�に位置している。

確認状況　表砂を１０．２�除去後，標高５．４�で人骨を確認した。北西側０．５�に第３５号土壙墓があり，並んで埋

葬されていた。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　仰臥屈葬で埋葬されており，四肢骨と体幹骨の状況から北東頭位と推測される。

性別と年齢　性別不明　幼児（３～４歳）

遺骸の特徴　頭蓋骨を除く全身骨格が確認されたが，腐朽が進んでいる。大腿骨には筋粗面の稜が見られるの

で，歩行していたと推測される。歯は確認できなかった。

所見　年齢は，体長と歩行していたと推測されることから推定した。第３５号土壙墓と並列し標高も同じである

ことから，第３５号土壙墓と前後して埋葬されたと推測される。

第３７号土壙墓　４区ＳＫ－３６（第３６５図）
位置　調査区北部の�１３�３区で，第９３号土壙墓の北西側０．２�で，第３０号建物跡より下層に位置している。

確認状況　表砂を７．８�除去後，標高４．５�で人骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。
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埋葬の状況　頭骨は腐朽により確認できなかった。上肢骨と下肢

骨の状況から，北東頭位の埋葬と推測される。

性別と年齢　性別不明　幼児（４～５歳）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。四肢骨の計測から，同

年齢期の人骨と比較すると体長がやや小さい。歯は乳歯で，下顎

右側の第２乳臼歯が萌出しており，下顎右側の第１大臼歯の歯冠

を歯槽骨内に確認できた。

所見　第３０号建物跡より下層で本人骨が出土しており，第３０号建

物跡構築以前の埋葬である。建物構築の段階で，本人骨が埋葬さ

れていたことを認識していたかは不明である。

第３８号土壙墓　４区ＳＫ－３８（第３６６図）
位置　調査区北部の�１３�１区で，第６６号土壙墓の南西側１２�に位置している。東

側１６�には第２１号製塩跡が位置している。

確認状況　表砂を１１．５�除去し，標高３．８�で人骨の左大腿骨を確認した。掘り

込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　肋骨や上肢骨が北側から，下肢骨が南側から出土しているので，北

頭位の埋葬と推測される。

性別と年齢　性別不明　幼児（１～２歳）

遺骸の特徴　頭骨を除くほぼ全身骨格が確認された。残存状態は良好で，四肢骨

の長さが記録でき，左右の大腿骨の長さは１４．５��である。骨盤が小さく，まだ

歩行していないと推測される。歯は確認できなかった。

所見　第２１号製塩跡が標高４．８�で確認されているので，第２１号製塩跡の存在時

期かそれ以前に埋葬されたと推測される。

第３９号土壙墓　４区ＳＫ－３９（第３６７図）
位置　調査区北部の�１３�４区で，第３４号土壙墓の南東側２�に位置している。

確認状況　表砂を５�除去後，第３１号建物跡の下層０．４�の標高５．５�で，人骨の頭部を確認した。掘り込みの

有無は確認できなかった。

埋葬の状況　頭蓋骨片が北側から，四肢骨が南側から確認されたので，北頭位の埋葬と推測される。

遺物出土状況　古銭４枚が人骨の左手付近から出土している。

性別と年齢　性別不明　乳児（１歳頃）

遺骸の特徴　頭蓋骨の破片と四肢骨が残存しており，腐朽が進んでいた。歯は乳歯で，下顎の第１・２乳切歯

と上顎右側の第１乳臼歯が萌出している。上下左右ともに第２乳臼歯は萌出していない。骨盤が小さく，歩行

前と推測される。

所見　出土した古銭４枚は副葬品と考えられる。判読できた古銭では元祐通寳（初鋳年１０８６）が最新銭である。

第３６６図　第３８号土壙墓
実測図
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第４０号土壙墓　４区ＳＫ－４２（第３６８・３６９図）
位置　調査区北部の�１３�３区で，第５１号土壙墓の北西側７�に位置している。

確認状況　表砂を８．９�除去後，標高５．２�で人骨の頭部を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　頭蓋骨片が北東側から，四肢骨が南西側から出土したので，北東頭位の埋葬と推測される。

遺物出土状況　古銭６枚が人骨の上腕骨と頭部付近から出土してい

る。

性別と年齢　性別不明　乳児（６ヶ月未満）

遺骸の特徴　頭蓋骨の破片，左右の上腕骨，左の大腿骨と脛骨等が残

存している。腐朽が進んでおり計測が困難であった。歯は３本確認さ

れ，すべて歯冠のみであった。歯の形状と歯槽骨の状態から見て，乳

切歯と第１・２乳臼歯は未萌出と推測される。

所見　出土した古銭は副葬品と考えられる。判別できた古銭では永樂

通寳（初鋳年１４０８）が最新銭である。
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第４１号土壙墓　４区ＳＫ－４９（第３７０図）
位置　調査区北部の�１２�９区で，第３３号土壙墓の南西側６�に位置している。

確認状況　表砂を８．７�除去後，第３２号建物跡の下層０．４�の標高５．５�で，人骨

の頭部を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位西面右俯臥屈葬で埋葬されていた。両腕は，体前面に置かれ

ていた。

性別と年齢　性別不明　乳児（１歳頃）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認され，残存状態は良好である。歯は乳歯で，第

２乳臼歯が萌出はじめの時期である。永久歯の第１大臼歯は歯冠の半分まで成長

している。上顎左右の乳切歯はう歯である。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第３３号土壙墓

と同じ高さで確認されている。

第４２号土壙墓　４区ＳＫ－５０（第３７１図）
位置　調査区北部の�１３�４区で，第３９号土壙墓の南側３�に位置している。

確認状況　表砂を９．９�除去後，第３１号建物跡の下層０．７�の標高５．２�で，人骨を確認した。掘り込みの有無

は確認できなかった。
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埋葬の状況　右側臥屈葬で埋葬されていた。頭蓋骨の破片は北側か

ら，下肢骨は南側から出土しているので，北頭位の埋葬と推測される。

性別と年齢　女性　熟年から老年

遺骸の特徴　腐朽が進んでいたが，四肢骨の計測は可能であった。頭

蓋骨の眼窩上隆起が弱く，前頭骨の傾斜が強い。骨が細く華奢であ

る。下肢骨の筋粗面が隆起しており，発達した筋肉の様子がうかがえ

る。骨盤の大坐骨切痕が鈍角である。歯は永久歯で，第３大臼歯まで

萌出している。上顎左右の第１～３大臼歯は，萌出後に生前脱落し，

歯槽骨が閉塞している。下顎左右の第３大臼歯は，欠損している。上

下ともに歯槽膿漏の痕跡が見られ，右上は顕著である。

所見　第３９号土壙墓と近接し，０．３�低い位置で確認されていること

から，第３９号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えられる。

第４３号土壙墓　４区ＳＫ－５１Ａ（第３７２図）
位置　調査区北部の�１２�８区で，第４４号土壙墓の南西側１�に位置している。

確認状況　表砂を９．４�除去後，第３２号建物跡の下層０．６�の標高５．２�で人骨の頭部を確認した。掘り込みの

有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北西頭位北東面左側臥屈葬で埋葬されていた。

性別と年齢　性別不明　幼児（５歳頃）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認され，残存状態は良好である。歯は乳歯で，第１乳切歯から第２乳臼歯まで

萌出している。第１大臼歯の歯冠は歯槽に確認でき，歯槽骨の上部が開いている。

所見　第４４号土壙墓と近接し，０．１�高い位置で確認されたことから，第４４号土壙墓と前後して埋葬された可

能性が考えられる。

第３７１図　第４２号土壙墓実測図
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第４４号土壙墓　４区ＳＫ－５１Ｂ（第３７２図）
位置　調査区北部の�１２�８区で，第４３号土壙墓の北東側１�に位置している。

確認状況　表砂を９．５�除去後，第３２号建物跡の下層０．７�の標高５．１�で人骨の左大腿骨を確認した。掘り込

みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位仰臥屈葬で埋葬されていた。顔は西側を向いていた。

遺物出土状況　古銭１枚，鉄製品（ ）１点がウバガイの下に納められた状態で，左肩付近から出土している。

性別と年齢　性別不明　幼児（５歳頃）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。歯は乳歯で，第１乳切歯から第２乳臼歯まで萌出している。第１・

２大臼歯は歯槽の中に確認でき，第２大臼歯は，歯冠上部のできはじめである。上顎右側と下顎左右の第２乳

臼歯はう歯である。

所見　第４３号土壙墓と近接し，０．１�低い位置で確認されていることから，第４３号土壙墓と前後して埋葬され

た可能性が考えられる。伏せたウバガイの中から出土した開元通寳（初鋳年　６２１）と は出土状況から副葬品

と考えられ，当遺跡では唯一の事例である。

第４５号土壙墓　４区ＳＫ－５２（第３７３図）
位置　調査区北部の�１３�２区で，第４６号土壙墓の南西側５�に位置している。

確認状況　表砂を９�除去後，第３１号建物跡の下層１．４�の標高４．１�で人骨

を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　頭蓋骨の破片は北東側から，体幹骨の一部と下肢骨が南西側か

ら出土したので，北東頭位の埋葬と推測される。

遺物出土状況　土師質土器片２点（内耳鍋），土師器１点が人骨確認の段階で

出土している。

性別と年齢　男性　熟年

遺骸の特徴　頭蓋骨の一部，左右の上腕骨，左橈骨，右尺骨，左右の大腿骨

が残存していた。腐朽が進んでおり，計測は困難であった。上腕骨がたくま

しく，筋肉の発達の様子がうかがえる。歯は永久歯で，上顎左側の第３大臼

歯の萌出が確認できた。下顎右側の第３大臼歯は萌出後に生前脱落し，歯槽

骨の閉鎖がみられる。

所見　第３１号建物跡構築前の埋葬と考えられる。出土遺物は細片で，埋葬時

の混入である。

����������	
��������

第３７３図　第４５号土壙墓
実測図
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第４６号土壙墓　４区ＳＫ－５３（第３７４図）
位置　調査区北部の�１３�２区で，第４５号土壙墓の北東側５�に位置している。

確認状況　表砂を８．４�除去後，第３１号建物跡の下層１．１�の標高４．５�で人骨を確認した。掘り込みの有無は

確認できなかった。

埋葬の状況　頭蓋骨の破片は北側から，四肢骨は南側から出土したので，北頭位での埋葬と推測される。

遺物出土状況　土師質土器片１１点（内耳鍋），須恵器片１点（甕）が人骨確認の段階で出土している。

性別と年齢　性別不明　幼児（１～２歳）

遺骸の特徴　ほとんどの骨が腐朽していた。歯は乳歯で９本確認できた。下顎左側の第１乳臼歯が萌出してお

り，第２乳臼歯は萌出直前あるいは直後である。

所見　第３１号建物跡の構築の際に，本跡を認識していたかは不明である。出土土器は細片で，埋葬時の混入と

考えられる。

第４７号土壙墓　４区ＳＫ－５４（第３７５図）
位置　調査区北部の�１３�２区で，第４９号土壙墓の北東側２�に位置してい

る。

確認状況　表砂を７．９�除去後，標高４．５�で人骨の頭部を確認した。掘り込

みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北東頭位西面右側臥屈葬で埋葬されていた。両腕は，体前面

に曲げた状態で置かれていた。

性別と年齢　性別不明　少年（８～９歳）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。歯は３４本残存しており，混合歯

列である。乳歯は，乳切歯から乳臼歯まで萌出している。永久歯で歯槽に

確認できたのは，上顎左右の切歯と犬歯，下顎左側の犬歯から第１大臼歯，

下顎右側の第１小臼歯と第１大臼歯である。
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第３７４図　第４６号土壙墓・出土遺物実測図

第３７５図　第４７号土壙墓
実測図
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所見　第４９号土壙墓と近接し，０．１�高い位置で確認されていることから，第４９号土壙墓と前後して埋葬され

た可能性が考えられる。

第４８号土壙墓　４区ＳＫ－５５（第３７６図）
位置　調査区北部の�１３�２区で，第４７号土壙墓の北東側３�に位置している。

確認状況　表砂を７．８�除去後，標高４．５�で人骨の頭部を確認した。

掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　頭蓋骨片は北側から，四肢骨の一部が南側から出土した

ので，北頭位での埋葬と推測される。

性別と年齢　性別不明　幼児

遺骸の特徴　頭蓋骨の破片と四肢骨と体幹骨の一部が残存していた。

歯は，確認できなかった。残存する骨の長さは，左大腿骨で１０．１��，

右脛骨で１１．４��である。

所見　第４７号土壙墓と近接し，同じ標高で確認されていることから，

第４７号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えられる。

第４９号土壙墓　４区ＳＫ－６０（第３７７図）
位置　調査区北部の�１３�２区で，第４７号土壙墓の南西側２�に位置している。

確認状況　表砂を８�除去後，第３１号建物跡の下層１．６�の標高４．４�で人骨の頭部を確認した。掘り込みの有

無は確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位西面右側臥屈葬で埋葬されていた。両腕は，体前面で

曲げた状態である。

遺物出土状況　土師質土器片１点（内耳鍋）が人骨確認の段階で出土して

いる。

性別と年齢　女性　老年

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。頭蓋骨の眼窩上隆起が弱く，四

肢骨の骨は細い。上腕の三角筋粗面が隆起しており，体をよく動かしてい

た様子がうかがえる。歯は永久歯で，下顎右側は第３大臼歯まで萌出して

いる。下顎右側の中切歯，第１・２小臼歯，第２・３大臼歯は，生前脱落

している。切歯の磨耗が著しい。

所見　第４７号土壙墓と近接し，０．１�低い位置で出土していることから，

第４７号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えられる。出土遺物は細片

であり，埋葬時の混入と考えられる。

第５０号土壙墓　４区ＳＫ－６２（第３７８図）
位置　調査区北部の�１２�７区で，第６７号土壙墓の北東側３�に位置している。
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第３７６図　第４８号土壙墓実測図
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第３７７図　第４９号土壙墓実測図
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確認状況　表砂を７．９�除去後，標高５．３�で人骨の頭部を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北東頭位北西面右側臥屈葬で埋葬されていた。両手は両膝付近に置かれていた。

遺物出土状況　土師質土器片７２点（小皿１４，内耳鍋５８），陶器片２点（皿１，大皿１），石棒１点，古銭７枚，

ウバガイが出土している。これらの遺物は，人骨確認の段階で人骨周辺に散在していた。石棒は，人骨の南側

１．５�，古銭は人骨の北側０．４�付近で確認された。

性別と年齢　性別不明　乳児（１歳未満）

遺骸の特徴　骨の腐朽が著しく，残存している部分の長さは，右大腿骨９．０��，左大腿骨１４．０��，左脛骨

１４．０��である。歯は乳歯で，乳切歯から乳犬歯までは歯根が確認でき，萌出していたと考えられる。第１乳

臼歯は歯根が生育途中であり，萌出直前である。

F12a7-S0,5m
         -E2m

38

39

40

41 42 43

45 46 47

44

第３７８図　第５０号土壙墓・出土遺物実測図



―３３０―

所見　第６７号土壙墓と近接し，０．２�低い位置で確認されていることから，第６７号土壙墓と前後して埋葬され

た可能性が考えられる。古銭７枚は，埋葬との関係も類推されるので拓本を掲載した。判読できた最新銭は元

祐通寳（初鋳年　１０８６）である。他の銭名は不明確で，外縁に段差のないものも含まれており，全体的に銭の

厚みが少ない。

第５１号土壙墓　４区ＳＫ－７５（第３７９図）
位置　調査区北部の�１３�５区で，第５２号土壙墓の南西側２�に位置している。

確認状況　表砂を９．３�除去後，標高５．２�で人骨の頭部を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北東頭位西面右側臥屈葬で埋葬されていた。

性別と年齢　男性　熟年

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認され，残存状態は良好である。眼

窩上の隆起が強く，前頭骨の傾斜がなだらかであり，骨盤の大坐骨

切痕は鋭角である。歯は永久歯で，下顎左側の第３大臼歯が萌出し

ている。下顎右側の第１大臼歯は生前に脱落し，歯槽骨の閉鎖が見

られる。ほとんどの歯が磨耗しており，下顎左右の切歯は磨耗著し

い。上顎右側の第２大臼歯は，う歯である。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。

第５２号土壙墓と近接し，０．３�低い位置で確認されていることから，

第５２号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えられる。

第５２号土壙墓　４区ＳＫ－７６（第３８０図）
位置　調査区北部の�１３�５区で，第５１号土壙墓の北東側２�に位置している。
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第３７９図　第５１号土壙墓実測図
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確認状況　表砂を８．２�除去後，標高５．５�で人骨の上腕骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　頭蓋骨の破片と上肢骨が東側から，下肢骨の一部が西側から出土したので，東頭位での埋葬と推

測される。頭蓋骨が下肢骨より１５��高い位置で出土した。

性別と年齢　性別不明　乳児（１歳前後）

遺骸の特徴　脛骨と腓骨を除くほぼ全身骨格が確認された。頭蓋骨

は薄く，縫合が弱い。歯は乳歯で，乳切歯から乳犬歯まで萌出して

いる。第１乳臼歯が萌出直後であり，第２乳臼歯は未萌出である。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。

第５１号土壙墓と近接し，０．３�高い位置で確認されていることから，

第５１号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えられる。

第５３号土壙墓　４区ＳＫ－７８（第３８１図）
位置　調査区北部の�１２�０区で，第３３号土壙墓の北西側４�に位置して

いる。

確認状況　表砂を９�除去後，第３４号建物跡の上層０．９�の標高５．３�

で，人骨の頭部を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北東頭位仰臥屈葬で埋葬されていた。両腕は，体前面に置

かれていた。

性別と年齢　性別不明　幼児後半（５～６歳）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認され，残存状態が良好である。歯は乳

歯で，乳切歯から第２乳臼歯まで萌出している。第１大臼歯が歯槽に確

認でき，萌出直前である。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第３４

号建物跡構築後の埋葬である。

第５４号土壙墓　４区ＳＫ－８２（第３８２図）
位置　調査区北部の�１２�７区で，第５９号土壙墓の南側３�に位置している。

確認状況　表砂を９．３�除去後，第３２号建物跡の下層０．８�の標高４．９�で，

人骨の頭部を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位西面右側臥屈葬で埋葬されていた。

性別と年齢　性別不明　乳児（１歳前後）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。歯は乳歯で，乳切歯が萌出してい

る。乳犬歯と第１乳臼歯が萌出始めである。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第３２号建

物跡構築前に埋葬されている。第５９号土壙墓と近接し，０．３�高い位置で確

認されていることから，第５９号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えら

れる。

第３８２図　第５４号土壙墓
実測図
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第３８０図　第５２号土壙墓実測図

第３８１図　第５３号土壙墓
実測図
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第５５号土壙墓　４区ＳＫ－８３（第３８３図）
位置　調査区北部の�１２�０区で，第５７号土壙墓の東側６�に位置している。

確認状況　表砂を９．５�除去後，第３２号建物跡の下層０．９�の標高４．８�で，人骨の頭部を確認した。掘り込み

の有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北東頭位仰臥屈葬で埋葬されていた。顔は南東面を向い

ており，両腕は体側に添えられていた。

性別と年齢　性別不明　幼児（５歳頃）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認され，残存状態は良好である。歯は

乳歯で，乳切歯から第２乳臼歯まで萌出している。第１大臼歯は歯槽

に確認でき，未萌出である。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第

３２号建物跡構築前に埋葬されている。

第５６号土壙墓　４区ＳＫ－８４（第３８４図）
位置　調査区北部の�１２�８区で，第５７号土壙墓の西側０．５�に位置している。

確認状況　表砂を９．２�除去後，第３２号建物跡の下層０．８�の標高４．９�で，人骨の頭部を確認した。掘り込み

の有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位仰臥屈葬で，第５７号土壙墓の人骨と並列して埋葬されていた。

遺物出土状況　土師質土器片２点（内耳鍋），土師器片１

点（甕），礫４点が人骨を確認した段階で人骨周辺から散

在した状態で出土している。出土遺物は細片のため図示

できなかった。

性別と年齢　女性　熟年

遺骸の特徴　四肢骨がほぼ確認された。頭蓋骨が崩れて

おり，上顎と下顎の形を確認することはできなかった。

手足の骨が華奢であり，鎖骨も細く小さい。骨盤の大坐

骨切痕が鈍角である。歯は永久歯で，２６本確認できた。

内訳は，切歯７本，犬歯４本，小臼歯７本，大臼歯８本

である。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不

明である。第５７号土壙墓の人骨と近接し，０．１�高い位

置で確認されたことから，第５７号土壙墓と前後して埋葬

された可能性が考えられる。出土土器は細片であり，埋

葬時の混入と考えられる。

第５７号土壙墓　４区ＳＫ－８５（第３８４図）
位置　調査区北部の�１２�９区で，第５６号土壙墓の東側０．５�に位置している。
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第３８３図　第５５号土壙墓実測図
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確認状況　表砂を９．５�除去後，第３２号建物跡の下層０．９�の標高４．８�で人骨の頭部を確認した。掘り込みの

有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位仰臥屈葬で埋葬され，第５６号土壙墓の人骨と並列していた。

遺物出土状況　土師質土器片２点（内耳鍋），礫２点が人骨確認の段階で人骨周辺に散在した状態で出土してい

る。出土遺物は細片のため図示できなかった。

性別と年齢　性別不明　乳児（生後３ヶ月頃）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。頭蓋骨の縫合が弱く，歯は乳切歯の歯冠１本と乳臼歯の歯冠１本が

残存していた。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第５６号土壙墓の人骨と近接し，０．１�低い

位置で確認されていたことから，第５６号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えられる。出土土器は細片で

あり，埋葬時の混入と考えられる。

第５８号土壙墓　４区ＳＫ－８６（第３８５図）
位置　調査区北部の�１２�８区で，第６９号土壙墓の東側３�に位置している。

確認状況　表砂を９．３�除去後，第３２号建物跡の下層１．１�の標高４．７�で，人骨の右脛骨を確認した。掘り込

みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北東頭位西面右側臥屈葬で埋葬されていた。

性別と年齢　男性　熟年

遺骸の特徴　頭蓋骨の破片，上顎の一部と下顎，四肢骨，体幹骨が

残存していた。四肢骨は腐朽が進んでおり，計測が困難であった。

上腕骨，大腿骨，脛骨が太く，四肢骨が頑強である。歯は永久歯

で，下顎左側第３大臼歯が萌出している。上顎左側第２・３大臼歯

は，生前に脱落しており，すべての歯の磨耗が著しい。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。

第６９号土壙墓と近接し，０．２�低い位置で確認されており，第６９号

土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えられる。第３２号建物跡構

築前に埋葬されている。

第５９号土壙墓　４区ＳＫ－８７（第３８６・３８７図）
位置　調査区北部の�１２�７区で，第５４号土壙墓の北側３�に位置している。

確認状況　表砂を９．５�除去後，第３２号建物跡の下層１．１�の標高４．６�で，人骨の頭部を確認した。掘り込み

の有無は確認できなかった。
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第３８５図　第５８号土壙墓実測図
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埋葬の状況　北頭位西面右側臥屈葬で，両腕を体前面で合わ

せるように埋葬されていた。

遺物出土状況　古銭６枚が人骨の西側１�から出土してい

る。

性別と年齢　男性　熟年

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が残存しており，四肢骨は細かっ

た。骨盤の大坐骨切痕が鋭角である。歯は永久歯で，下顎左

側の第３大臼歯は生前に脱落している。下顎左側の第２大臼

歯は，う歯である。

所見　第３２号建物跡構築前に埋葬されている。第５４号土壙墓

と近接し，０．３�高い位置で確認されていることから，第５４

号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えられる。

第６０号土壙墓　４区ＳＫ－８８（第３８８図）
位置　調査区北部の�１３�１区で，第６１号土壙墓の北側１�に位置している。
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確認状況　表砂を８�除去後，第３２号建物跡の下層１．４�の標高４．２�で，人

骨の左脛骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　南頭位東面右側臥屈葬で埋葬されていた。

性別と年齢　性別不明　幼児（５歳頃）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。歯は乳歯で，乳切歯から第２乳臼

歯まで萌出している。上顎下顎とも左右の第１大臼歯が歯槽に確認でき，未

萌出である。

所見　第３２号建物跡構築前に埋葬されている。第６１号土壙墓と近接し，標高

も同じであることから，第６１号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えら

れる。

第６１号土壙墓　４区ＳＫ－８９（第３８９図）
位置　調査区北部の�１３�１区で，第６０号土壙墓の南側１�に位置している。

確認状況　表砂を８�除去後，第３２号建物跡の下層１．４�の標高４．２�で，人

骨の頭部を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北東頭位西面右側臥屈葬で埋葬されていた。

性別と年齢　性別不明　乳児（１～２歳）

遺骸の特徴　頭蓋骨の破片，肋骨，四肢骨の一部が残存していた。歯は乳歯

で，乳切歯から第１乳臼歯まで萌出しており，第２大臼歯は萌出始めである。

所見　第３２号建物跡構築前に埋葬されている。第６０号土壙墓と近接し，標高

も同じであることから，第６０号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えら

れる。

第６２号土壙墓　４区ＳＫ－９０（第３９０図）
位置　調査区北部の�１３�１区で，第６１号土壙墓の西側１�に位置している。

確認状況　表砂を８�除去後，標高４．２�で人骨を確認した。掘り込みの有無

は確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位仰臥屈葬で埋葬されていた。下肢骨は上肢骨よりも低い

位置に埋葬されていた。

性別と年齢　性別不明　幼児（４歳頃）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。腐朽が進んでおり，左大腿骨の長

さだけ計測できた。歯は乳歯で，下顎左右の第２乳臼歯まで萌出している。

上顎下顎ともに左右の第２大臼歯が歯槽に確認でき，未萌出である。

所見　第６１号土壙墓と近接し，標高も同じであることから，第６１号土壙墓と

前後して埋葬された可能性が考えられる。
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第６３号土壙墓　４区ＳＫ－９１（第３９１図）
位置　調査区北部の�１３�２区で，第４５号土壙墓の南側５�に位置している。

確認状況　表砂を８．１�除去後，標高５．０�で人骨の頭部を確認した。掘り込

みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位で埋葬されており，顔と体は西側を向いていた。

性別と年齢　性別不明　幼児（４歳頃）

遺骸の特徴　頭蓋骨の破片と歯，上肢骨だけが残存していた。歯は乳歯で，

上顎下顎ともに乳切歯から第２乳臼歯まで萌出している。上顎右側の切歯２

本と犬歯，上顎下顎ともに左右の第１大臼歯が歯槽に確認でき，それぞれ未

萌出である。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。

第６４号土壙墓　４区ＳＫ－９２
位置　調査区北部の�１２�７区で，第５４号土壙墓の南側８�に位置している。

確認状況　表砂を８．９�除去後，標高４．５�で人骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　細く短い骨が，一箇所にまとまって出土した。

性別と年齢　性別不明　新生児

遺骸の特徴　ほとんどの骨が崩れていて部位の判別が不可能であった。歯は乳歯で，乳切歯の歯冠まで形成さ

れたものが２本，乳臼歯の歯冠上部まで形成されたものが１本確認できた。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。

第６５号土壙墓　４区ＳＫ－９６（第３９２図）
位置　調査区北部の�１３�２区で，第７０号土壙墓の北東側６�に位置している。

確認状況　表砂を８．７�除去後，第３１号建物跡の下層２．２�の標高３．４�で，人骨の頭部を確認した。掘り込み

の有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位西面右側臥屈葬で埋葬されていた。

性別と年齢　性別不明　新生児

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認され，残存状態は良好である。歯は乳歯で，上

顎は左右とも第１乳切歯から第２乳臼歯まで，下顎は第１乳切歯から第１乳臼歯

まで確認された。すべての歯が未萌出である。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第３１号建物跡

構築前の埋葬である。第７０号土壙墓より０．３�低い位置に埋葬されている。

第３９２図　第６５号土壙墓
実測図
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第６６号土壙墓　４区ＳＫ－９８（第３９３図）
位置　調査区北部の�１３�１区で，第３３号土壙墓の南西側１�に位置している。

確認状況　表砂を９．７�除去後，標高５�で人骨の右大腿骨を確認した。表砂除去の際にほとんどの骨が損傷

を受けた。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　下肢骨が北側から，肋骨と上腕骨が南側から出土した

ので，南頭位の埋葬と推測される。

性別と年齢　性別不明　成人

遺骸の特徴　右尺骨を計測できた以外は，ほとんどの骨が崩れてお

り，頭蓋骨も原形をとどめていない。歯は，大臼歯１本が確認さ

れ，う蝕のため歯根だけが残存している。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。

第３３号土壙墓と近接し，０．５�低い位置で確認されていることから，

第３３号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えられる。

第６７号土壙墓　４区ＳＫ－１００（第３９４図）
位置　調査区北部の�１２�６区で，第５０号土壙墓の北東側３�に位置している。

確認状況　表砂を７．５�除去後，標高５．５�で人骨の頭部を確認した。掘り込みの

有無は確認できなかった。

埋葬の状況　頭蓋骨が北側から，下肢骨の一部が南側から出土したので，北頭位

での埋葬と推測される。

性別と年齢　性別不明　乳児（生後３～４ヶ月）

遺骸の特徴　頭蓋骨と大腿骨の一部が残存していた。歯は乳歯で，乳切歯が萌出

直前であり，乳犬歯と乳臼歯は歯冠だけが形成されている。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第５０号土壙墓

と近接し，０．２�高い位置で確認されたことから，第５０号土壙墓と前後して埋葬

された可能性が考えられる。

第６８号土壙墓　４区ＳＫ－５２４（第３９５図）
位置　調査区北部の�１２�７区で，第７２号土壙墓の北西側３�に位置している。

確認状況　表砂を８．３�除去後，第３２号建物跡の下層１�の標高４．７�で人骨の頭部を確認した。掘り込みの有

無は確認できなかった。

埋葬の状況　北東頭位俯臥伸展葬で埋葬されていた。

遺物出土状況　土師質土器片４点（内耳鍋），陶器片１点（皿）が人骨を確認した段階で人骨周辺から散在して

出土している。

性別と年齢　男性　熟年
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遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認され，残存状態は良好である。腕や指が太く，乳様突起は小さい。眼窩上隆

起と外後頭隆起が強く，骨盤の大坐骨切痕が鋭角である。歯は永久歯で，下顎左側は中切歯から第３大臼歯ま

で萌出している。上顎左側の第２小臼歯と第１大臼歯は生前に脱落し，歯槽骨の閉鎖がみられる。

所見　出土土器は埋葬時の混入と考えられ，副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第７２

号土壙墓に近接し，０．１�高い位置で確認されていることから，第７２号土壙墓と前後して埋葬された可能性が

考えられる。第３２号建物跡構築前の埋葬である。

第６９号土壙墓　４区ＳＫ－１０２（第３９６図）
位置　調査区北部の�１２�７区で，第５８号土壙墓の西側３�に位置している。

確認状況　表砂を９．２�除去後，第３２号建物跡の下層０．９�の標高４．９�で，

人骨の左大腿骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位西面右側臥屈葬で埋葬されていた。

性別と年齢　性別不明　幼児

遺骸の特徴　頭蓋骨を除く，上肢骨と下肢骨が残存していた。腐朽してお

り，計測は困難であった。歯は確認できなかった。
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所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第５８号土壙墓と近接し，０．２�高い位置で

確認されていることから，第５８号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えられる。第３２号建物跡構築前の埋

葬である。

第７０号土壙墓　４区ＳＫ－１０４（第３９７図）
位置　調査区北部の�１３�１区で，第６５号土壙墓の南西側６�に位置している。

確認状況　表砂を８．６�除去後，標高３．７�で人骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　頭蓋骨が北側から，上肢骨の一部が南側から出土したので，

北頭位の埋葬と推測される。

性別と年齢　性別不明　幼児（４～５歳）

遺骸の特徴　頭蓋骨と上肢骨の一部が残存している。歯は乳歯で，上顎左

右の第１乳切歯から第２乳臼歯まで萌出している。第１大臼歯が上顎に確

認でき，その部分の歯槽骨が開口している。上顎左右の第１・２乳切歯

は，う歯である。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第６５号

土壙墓より０．３�高い位置に埋葬されている。

第７１号土壙墓　４区ＳＫ－１０７（第３９８図）
位置　調査区北部の�１２�８区で，第７２号土壙墓の北側１�に位置している。

確認状況　表砂を９．４�除去後，第３２号建物跡の下層１．１�の標高４．６�で，

人骨の頭部を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位西面右側臥屈葬で埋葬されていた。

性別と年齢　性別不明　乳児（６～９ヶ月）

遺骸の特徴　頭蓋骨は縫合が弱く，歯は乳歯である。上顎下顎とも第１・２

乳切歯が萌出途中であり，乳犬歯と第１乳臼歯は歯冠が形成されている。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第７２号土

壙墓と近接し，同じ標高で確認されていることから，第７２号土壙墓と前後し

て埋葬された可能性が考えられる。

第７２号土壙墓　４区ＳＫ－１０８（第３９９図）
位置　調査区北部の�１２�８区で，第７１号土壙墓の南側１�に位置している。

確認状況　表砂を９．５�除去後，第３２号建物跡の下層１．１�の標高４．６�で，人骨の頭部を確認した。掘り込み

の有無は確認できなかった。表砂除去の際に頭部が損傷を受けた。

埋葬の状況　北西頭位西面右側臥屈葬で埋葬されていた。
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第３９８図　第７１号土壙墓
実測図
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性別と年齢　男性　熟年～老年

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。四肢骨は太

く，側頭骨の乳様突起が小さい。歯は永久歯で，上顎

左側は第１～３大臼歯が生前に脱落し，歯槽骨が閉鎖

している。下顎左側の第２小臼歯は，う蝕のため歯根

だけが残存していた。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は

不明である。第７１号土壙墓と近接し，同じ標高で確認

されていることから，第７１号土壙墓と前後して埋葬さ

れた可能性が考えられる。

第７３号土壙墓　４区ＳＫ－１３５
位置　調査区北部の�１２�０区で，第１０８号土壙墓の南側４�に位置している。

確認状況　表砂を８．９�除去後，標高３．４�で人骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　細く短い骨が，一箇所にまとまって出土した。

性別と年齢　性別不明　死産児ヵ

遺骸の特徴　頭蓋骨は薄く小さい。最長の骨は，残存している部分で３．３��である。歯は，確認されなかっ

た。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。骨格の様子から，死産児あるいは流産した

胎児と推測される。

第７４号土壙墓　４区ＳＫ－１２９
位置　調査区北部の�１２�５区で，第７６号土壙墓の南西側１０�に位置している。

確認状況　表砂を７�除去後，標高３．９�で人骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。表砂除去

の際にほとんどの骨が動いてしまい，残存している骨で位置と標高を記録した。

性別と年齢　性別不明　乳児（１～１歳半）

遺骸の特徴　頭蓋骨は腐朽していた。歯は乳歯で第１乳臼歯が萌出しており，第２大臼歯が萌出直後である。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第７６号土壙墓より０．１�高い位置で確認さ

れた。

第７５号土壙墓　４区ＳＫ－１３０
位置　調査区北部の�１２�６区で，第７６号土壙墓の北側１�に位置している。

確認状況　表砂を６．７�除去後，標高３．８�で人骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　細く短い骨が，一箇所にまとまって出土した。
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第３９９図　第７２号土壙墓実測図
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性別と年齢　性別不明　新生児

遺骸の特徴　上腕骨と推測される骨１本が確認できた。その他の骨格は，崩れていて記録できなかった。歯は

乳切歯１本と乳臼歯３本が残存しており，未萌出である。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第７６号土壙墓と近接し，標高も同じである

ことから，第７６号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えられる。

第７６号土壙墓　４区ＳＫ－１３４（第４００図）
位置　調査区北部の�１２�６区で，第７５号土壙墓の南側１�に位置している。

確認状況　表砂を６．７�除去後，標高３．８�で人骨を確認した。掘り

込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位西面右側臥屈葬で埋葬されていた。

性別と年齢　性別不明　幼児（１～１歳半）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。歯は乳歯で，第１乳切歯

から第１乳臼歯まで萌出しており，第２乳臼歯は未萌出である。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。

第７５号土壙墓と近接し，標高も同じであることから，第７５号土壙墓

と前後して埋葬された可能性が考えられる。

第７７号土壙墓　４区ＳＫ－３３５
位置　調査区北部の�１３�４区で，第７９号土壙墓の東側４�に位置している。

確認状況　表砂を５�除去後，標高４．８�で人骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　細く小さな骨が折りたたまれたように埋葬されていた。

性別と年齢　性別不明　新生児

遺骸の特徴　頭蓋骨が薄く，縫合線は接合していない。四肢骨は，ほぼ残存していた。下顎が小さく，歯は乳

歯で乳切歯の歯冠まで形成されていた。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第７９号土壙墓より０．５�高い位置で確認さ

れた。

第７８号土壙墓　４区ＳＫ－５２４（第４０１図）
位置　調査区北部の�１３�５区で，第８８号土壙墓の北側４�に位置している。

確認状況　表砂を７．９�除去後，第１８号建物跡の下層０．６�の標高４．４�で，人骨を確認した。掘り込みの有無

は確認できなかった。表砂除去の際，頭蓋骨が損傷を受けた。

埋葬の状況　肋骨や上肢骨が北側から，下肢骨が南側から出土したので，北頭位右側臥屈葬の埋葬と推測され

る。

性別と年齢　性別不明　少年（８歳前後）
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第４００図　第７６号土壙墓実測図
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遺骸の特徴　頭蓋骨を除くほぼ全身骨格が確認された。骨は腐朽してい

た。歯は４３本残存しており，乳歯と永久歯が生え変わる混合歯列である。

乳歯は乳中切歯から第２乳臼歯まで，永久歯は中切歯から第２大臼歯まで

確認された。乳歯はすべて萌出しており，永久歯は上顎の第１大臼歯が萌

出し，第２大臼歯は未萌出である。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第８８号

土壙墓と隣接し，０．２�高い位置で確認されている。第１８号建物跡構築前

に埋葬されたと考えられる。

第７９号土壙墓　４区ＳＫ－３７４（第４０２図）
位置　調査区北部の�１３�３区で，第８４号土壙墓の北東側４�に位置している。

確認状況　表砂を４．６�除去後，第１７号建物跡の下層０．１�の標高４．３�で，人骨の頭部を確認した。掘り込み

の有無は確認できなかった。

重複関係　第１７号建物跡の床面の下層に埋葬されていた。

埋葬の状況　北頭位西面右側臥屈葬で埋葬されていた。

性別と年齢　性別不明　幼児（１歳半頃）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。残存状態は良好であり，しっか

りとした骨格である。歯は乳歯で，上顎下顎とも第１乳切歯から第１乳臼

歯まで萌出している。第２乳臼歯は歯槽に確認でき，未萌出である。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第１７号

建物跡の下層から確認されているが，本跡との関連は不明である。

第８０号土壙墓　４区ＳＫ－３７９（第４０３図）
位置　調査区北部の�１３�１区で，第８１号土壙墓の南側２�に位置している。

確認状況　表砂を５．４�除去後，標高３．５�で人骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位西面右側臥屈葬で埋葬されていた。

遺物出土状況　土師質土器片１２点（皿３，内耳鍋９），鉄製品２点（釘）が人骨周辺から出土している。５５は頭

部付近から正位で出土している。

性別と年齢　女性　壮年（２０歳前後）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。骨は腐朽していた。頭蓋骨が薄く，上腕骨は華奢である。歯は永久

歯で，上顎下顎とも左右の中切歯から第２大臼歯まで萌出している。下顎左右の第３大臼歯は未萌出である。

下顎右側第２小臼歯は生前脱落し，その部分の歯槽骨が閉鎖している。

D13e5-E0.5m

第４０１図　第７８号土壙墓実測図
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第４０２図　第７９号土壙墓実測図



―３４３―

所見　５５は副葬品と考えられ，埋葬時期は１５世紀代またはそれ以降と推測される。第８１号土壙墓と近接し，

０．１�高い位置で確認されていることから，第８１号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えられる。

第８１号土壙墓　４区ＳＫ－３８０（第４０４図）
位置　調査区北部の�１３�１区で，第８０号土壙墓の北側２�に位置している。

確認状況　表砂を５．５�除去後，標高３．４�で人骨を確認した。掘り込みの有

無は確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位北東面左側臥屈葬で埋葬されていた。下肢骨が骨盤付近

に小さく曲げられて出土したことから，屈葬と考えられる。

性別と年齢　性別不明　乳児（１歳前後）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。骨は腐朽していた。歯は乳歯で，

乳切歯，乳犬歯，乳臼歯が確認できた。上顎下顎とも左右の第２乳臼歯が未

萌出である。

所見　第８０号土壙墓と近接し，０．１�低い位置で確認されていることから，

第８０号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えられる。

第８２号土壙墓　４区ＳＫ－３８１（第４０５図）
位置　調査区北部の�１３�４区で，第９８号土壙墓の東側２�に位置している。

確認状況　表砂を５．８�除去後，標高５．２�で人骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北東頭位北西面右俯臥屈葬で埋葬されていた。

性別と年齢　性別不明　幼児（４～５歳）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認され，残存状態が良好である。歯は乳歯で，上顎下顎ともに左右の乳中切歯

から第２乳臼歯まで萌出している。第１大臼歯の部分の歯槽骨が開いており，第１大臼歯は，未萌出である。
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第４０３図　第８０号土壙墓・出土遺物実測図

第４０４図　第８１号土壙墓
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所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時

期は不明である。第９８号土壙墓より１．８�高い位

置で確認された。近隣の土壙墓は，標高３～４�

で人骨が出土している。

第８３号土壙墓　４区ＳＫ－３８２（第４０６図）
位置　調査区北部の�１３�３区で，第７９号土壙墓に近接している。
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第４０６図　第８３号土壙墓・出土遺物実測図
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第４０５図　第８２号土壙墓実測図
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確認状況　表砂を５�除去後，第１７号建物跡の下層０．３�の標高４．１�で人骨を確認した。人骨よりも下位層で

土壙墓の掘り込みを確認することができた。

規模と形状　長径１．０４�，短径０．６６�の楕円形で，深さは１６��である。

重複関係　第１７号建物跡中央部の床面の下層で，さらに第７９号土壙墓の０．４�低い位置に埋葬されていた。

埋葬の状況　北頭位で埋葬されていた。

覆土　人骨より下の覆土は，黒�層を主体とした埋葬時の埋め戻しである。

遺物出土状況　古銭４枚が人骨周辺から散在した状態で出土している。

性別と年齢　性別不明　新生児

遺骸の特徴　頭蓋骨と上肢骨，下肢骨の一部が残存している。歯は乳歯で，乳切歯４本，乳犬歯４本，乳臼歯

６本が確認でき，すべて歯冠だけで歯根が形成されていない。

所見　第１７号建物跡の下層から確認されているが，本跡との関連は不明である。第７９号土壙墓の埋葬以前に埋

葬されている。古銭は埋葬の前後に混入したものと考えられる。

第８４号土壙墓　４区ＳＫ－３８８（第４０７図）
位置　調査区北部の�１３�２区で，第８５号土壙墓の西側１�に位置している。

確認状況　表砂を５�除去後，第１７号建物跡の下層０．５�の標高３．９�で人骨を確認した。人骨よりも下位層で

土壙墓の掘り込みを確認することができた。

規模と形状　長径０．５�，短径０．３５�の楕円形で，深さは１０��である。

重複関係　第１７号建物跡の南西部で床面の下層に埋葬されていた。
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第４０７図　第８４号土壙墓・出土遺物実測図
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埋葬の状況　北東頭位北西面右側臥屈葬で埋葬されていた。

覆土　人骨より下の覆土は，黒�層を主体とした埋葬時の埋め戻しである。

遺物出土状況　古銭１枚が頭部付近から出土している。

性別と年齢　性別不明　幼児（１～１歳半）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。頭蓋骨の縫合は弱く，四肢骨も腐朽していた。歯は乳歯で，上顎下

顎ともに乳中切歯から第１乳臼歯まで萌出しており，第２乳臼歯が萌出始めである。

所見　第８５号土壙墓と近接し，同じ標高で確認されていることから，第８５号土壙墓と前後して埋葬された可能

性が考えられる。古銭は埋葬の前後に混入したものと考えられる。第１７号建物跡の下層から確認されている

が，本跡との関連は不明である。離乳期に死亡したものと推測される。

第８５号土壙墓　４区ＳＫ－３８９（第４０８図）
位置　調査区北部の�１３�２区で，第８４号土壙墓の東側１�に位置している。
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第４０８図　第８５号土壙墓・出土遺物実測図［古銭は原寸大］
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確認状況　表砂を５．１�除去後，第１７号建物跡の下層０．５�の標高３．９�で人骨を確認した。人骨よりも下層で

土壙墓の掘り込みを確認することができた。

規模と形状　長径０．６２�，短径０．２７�の楕円形で，深さは２４��である。

重複関係　第１７号建物跡の南西部で床面の下層に埋葬されていた。

埋葬の状況　北東頭位北西面右側臥伸展葬で埋葬されていた。

覆土　人骨下の覆土は，黒�層を主体とした埋葬時の埋め戻しである。

遺物出土状況　古銭５枚が人骨周辺から散在した状態で出土している。

性別と年齢　性別不明　乳児（１歳前後）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認され，残存状態は良好である。歯は乳歯で，上顎下顎ともに乳中切歯が萌出

しており，乳犬歯は萌出始めである。第１乳臼歯は萌出直前で歯槽骨が開いている。

所見　判読できた古銭の中で，最新銭は６１の政和通寳（初鋳年　１１１１）である。６４は出土位置から埋葬に伴う

副葬品としての性格が考えられ，それ以外は埋葬の前後に混入したものと考えられる。第８４号土壙墓と近接

し，同じ標高で確認されていることから，第８４号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えられる。第１７号建

物跡の下層から確認されているが，本跡との関連は不明である。

第８６号土壙墓　４区ＳＫ－３９０（第４０９図）
位置　調査区北部の�１３�１区で，第８０号土壙墓の北側１�，第８１号土壙墓の南側１�に位置している。

確認状況　表砂を６�除去後，標高３�で人骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位で埋葬されていた。

性別と年齢　性別不明　幼児（１～１歳半）

遺骸の特徴　頭蓋骨破片と歯，上肢骨と下肢骨の一部が残存してい

る。腐朽しており，計測は困難であった。歯は乳歯で，下顎右側の乳

中切歯から第１乳臼歯まで萌出している。第２乳臼歯は，萌出始めで

ある。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第

８０号土壙墓と第８１号土壙墓に近接し，０．５�低い位置で確認されてい

ることから，これらの土壙墓への埋葬は，前後して行われた可能性が

考えられる。 第４０９図　第８６号土壙墓実測図
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第８７号土壙墓　４区ＳＫ－４００（第４１０図）
位置　調査区北部の�１３�３区で，第８８号土壙墓の西側６�に位置している。

確認状況　表砂を１３．６�除去後，第１６号整地面の下層０．６�の標高４．１�で，人

骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位仰臥屈葬で埋葬されていた。

性別と年齢　性別不明　乳児（１歳未満）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。頭蓋骨や四肢骨は腐朽しており，計

測が困難であった。歯は乳歯で，上顎下顎とも乳切歯，乳犬歯，乳臼歯の歯冠

が確認された。すべての歯の歯根が生育途中であり，萌出途中である。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第８８号土壙

墓より０．１�低い位置で確認されている。

第８８号土壙墓　４区ＳＫ－４０１（第４１１図）
位置　調査区北部の�１３�５区で，第８７号土壙墓の東側６�に位置している。

確認状況　表砂を１４．５�除去後，第１６号整地面の下層０．６�の標高４．２�で，人骨を確認した。掘り込みの有無

は確認できなかった。

埋葬の状況　北西頭位南西面右側臥屈葬で埋葬されていた。

遺物出土状況　磁器１点（八角小坏）が右手付近から逆位で出土している。

性別と年齢　性別不明　幼児（４～５歳）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。腐朽しており，計測は困難であった。歯は乳歯で，乳中切歯から第

２乳臼歯まで萌出している。

所見　６６は副葬品と考えられ，埋葬時期は１５世紀後半以降である。
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第４１１図　第８８号土壙墓・出土遺物実測図
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第８９号土壙墓　４区ＳＫ－４２８（第４１２図）
位置　調査区北部の�１３�５区で，第７９号土壙墓の東側１０�に位置

している。

確認状況　表砂を６．５�除去後，標高３．４�で人骨の頭部を確認し

た。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位西面右側臥屈葬で埋葬されていた。

性別と年齢　性別不明　少年（９歳頃）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。腐朽しており，計測は

困難であった。歯は，乳歯と永久歯の混合歯列である。上顎下顎

ともに永久歯の中切歯と側切歯が萌出しており，第２大臼歯は萌

出していない。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。

第７９号土壙墓より１．１�低い位置で確認されている。

第９０号土壙墓　４区ＳＫ－４３２（第４１３図）
位置　調査区北部の�１３�２区で，第９１号土壙墓の南東側３�に位置している。

確認状況　表砂を７．２�除去後，第１９号建物跡の下層０．３�の標高３．９�で人骨を確認した。人骨よりも下層で，

土壙墓の掘り込みを確認することができた。

規模と形状　長径０．５９�，短径０．２７�の楕円形で，深さは１０��である。

重複関係　第１９号建物跡の南西部で床面の下層に埋葬されていた。
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埋葬の状況　北東頭位北西面右側臥屈葬で埋葬されていた。

覆土　覆土は黒�層で，埋葬時の埋め戻しである。

遺物出土状況　土師質土器片３０点（小皿２４，内耳鍋６），砥石１点が覆土中から出土している。

性別と年齢　性別不明　乳児（１歳未満）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認され，残存状態は良好である。頭蓋骨の縫合は未接合である。歯は乳歯で，

１９本残存していた。ほとんどの歯が歯冠まで形成された段階で，乳中切歯は萌出途中である。

所見　第１９号建物跡の下層から確認されているが，本跡との関連は不明である。出土遺物はいずれも細片であ

り，埋葬時の混入と考えられる。

第９１号土壙墓　４区ＳＫ－４３７（第４１４図）
位置　調査区北部の�１３�２区で，第９０号土壙墓の北西側３�に位置している。

確認状況　表砂を１１�除去後，第１９号建物跡の下層０．６�の標高３．６�で人骨を確認した。掘り込みの有無は確

認できなかった。

重複関係　第１９号建物跡の床面の下層に埋葬されていた。

埋葬の状況　北頭位東面左側臥伸展葬で埋葬されていた。

性別と年齢　性別不明　新生児

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認され，残存状態は良好である。頭蓋骨の縫合は

未接合である。手足の骨が細く小さい。歯は乳歯で，乳切歯が歯冠だけでほとん

ど萌出していない状態である。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第１９号建物跡

構築前の埋葬と考えられる。

第９２号土壙墓　４区ＳＫ－４３８（第４１５図）
位置　調査区北部の�１３�３区で，第８７号土壙墓の北側２�に位置している。

確認状況　表砂を１１．２�除去後，第１６号整地面の下層１．２�の標高３．５�で人骨を確認した。掘り込みの有無は

確認できなかった。

埋葬の状況　北東頭位北西面右側臥屈葬で埋葬されていた。

遺物出土状況　土師質土器片３点（小皿２，内耳鍋１）が，人骨確認の段階で人骨周辺に散在するように出土

している。出土土器は細片のため図示できなかった。
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性別と年齢　性別不明　幼児（１～１歳半）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。腐朽しており，計測は困難であっ

た。歯は乳歯で，乳中切歯から第１乳臼歯まで萌出し，第２乳臼歯は未萌出

である。

所見　出土土器は細片で埋葬時の混入と考えられる。副葬品が確認されな

かったことから，埋葬の時期は不明である。第８７号土壙墓より０．６�低い位

置で確認されており，第１６号整地面構築前の埋葬と考えられる。

第９３号土壙墓　４区ＳＫ－４４９（第４１６図）
位置　調査区北部の�１３�３区で，第３７号土壙墓の南東側０．２�に位置している。

確認状況　表砂を７．２�除去後，標高５．１�で人骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北東頭位で埋葬されていた。

遺物出土状況　土師質土器片１５点（皿）が，人骨確認の段階で人骨周辺に散在するように出土している。また，

ウバガイ，タマキガイ，マツカサガイが３枚重なって，内側を上に向けた状態で足元から出土している。

性別と年齢　性別不明　乳児（６ヶ月～１歳）

遺骸の特徴　頭蓋骨と四肢骨の一部が残存していた。頭蓋骨は薄く，縫合が弱かった。歯は乳歯で，１６本確認

された。乳中切歯が萌出始めであり，第２乳臼歯は未萌出である。

所見　第３７号土壙墓と近接し，０．６�高い位置で確認されており，第３７号土壙墓で埋葬が行われた後の墓であ

る可能性が考えられる。貝は出土状況から副葬品と考えられる。６８は細片であり埋葬時の混入と考えられる。

第９４号土壙墓　４区ＳＫ－４５６（第４１７図）
位置　調査区北部の�１３�３区で，第４８号土壙墓の北東側３�に位置している。

確認状況　表砂を１２．５�除去後，標高５．０�で人骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　南頭位東面右側臥屈葬で埋葬されていた。
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遺物出土状況　古銭１枚が人骨確認の段階で出

土している。

性別と年齢　性別不明　乳児（１歳頃）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。歯は

乳歯で，乳中切歯から乳犬歯まで萌出してお

り，第１・２乳臼歯は未萌出である。

所見　第４８号土壙墓に近接し，０．５�低い位置

で確認されている。第４８号土壙墓と前後して埋

葬された可能性が考えられる。古銭は，人骨に

伴うものと考えられる。

第９５号土壙墓　４区ＳＫ－４５７（第４１８図）
位置　調査区北部の�１３�３区で，第９８号土壙墓の北西側５�に位置している。

確認状況　表砂を６．６�除去後，標高３．９�で人骨を確認した。掘り込みを確認することができた。

規模と形状　長径０．６６�，短径０．４３�の楕円形

と推定され，深さは２５��である。

埋葬の状況　北東頭位仰臥屈葬で埋葬されてい

た。

覆土　黒�層を主体とし，黒色土�が不規則に

混じる堆積状況で，埋葬時の埋め戻しと考えら

れる。

性別と年齢　性別不明　乳児（１歳未満）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。歯は

乳歯で，乳切歯が萌出途中である。第１・２乳

臼歯は未萌出である。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の

時期は不明である。第９８号土壙墓より０．５�高

い位置で確認された。

第９６号土壙墓　４区ＳＫ－４６０（第４１９図）
位置　調査区北部の�１３�５区で，第９７号土壙墓の北東側６�に位置している。

確認状況　表砂を９．５�除去後，第３０号建物跡の下層１�の標高４．７�で，人骨の頭部を確認した。掘り込みの

有無は確認できなかった。
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第４１８図　第９５号土壙墓実測図

第４１７図　第９４号土壙墓・出土遺物実測図
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埋葬の状況　北頭位西面右側臥屈葬で埋葬されていた。

性別と年齢　性別不明　新生児

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認され，残存状態は良好である。頭蓋骨

の縫合は未接合である。下顎の歯の歯冠だけが残存しており，未萌出で

ある。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第９７

号土壙墓より０．１�高い標高で確認されている。第３０号建物跡構築前の

埋葬と考えられる。

第９７号土壙墓　４区ＳＫ－４６１（第４２０図）
位置　調査区北部の�１３�４区で，第９６号土壙墓の南西側６�に位置している。

確認状況　表砂を１３．２�除去後，第３０号建物跡の下層０．８�の標高４．８�で，人骨

を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位で埋葬されていた。頭蓋骨の破片が北側から，四肢骨が南側

から出土したことから推測される。

性別と年齢　性別不明　幼児（５～６歳）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。歯は乳歯で，乳中切歯から第２乳臼歯

まで萌出しており，永久歯の第１大臼歯は萌出途中である。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第９６号土壙墓

より０．１�低い位置で確認されている。第３０号建物跡構築前の埋葬と考えられる。

第９８号土壙墓　４区ＳＫ－４６５（第４２１図）
位置　調査区北部の�１３�３区で，第１０２号土壙墓の南西側３�に位置している。

確認状況　表砂を７．３�除去後，標高３．４�で人骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　歯を含む頭蓋骨の破片が北側から，下肢骨の一部が南側から出土したので，北東頭位の埋葬と推

測される。

遺物出土状況　古銭４枚が胸部に相当する位置から出土している。

性別と年齢　性別不明　乳児（６ヶ月未満）

遺骸の特徴　頭蓋骨破片と下肢骨の一部と考えられる骨が残存していた。歯は１７本確認され，乳歯である。ほ

とんどの歯が歯冠だけで，乳切歯の歯根が成長始めである。

所見　判読できた古銭の中では，元祐通寳（初鋳年　１０８６）が最新銭である。古銭は埋葬に伴う六道銭として

の性格が考えられる。第１０２号土壙墓と同じ標高であり，第１０２号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えら

れる。
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第９９号土壙墓　４区ＳＫ－４６７（第４２２図）
位置　調査区北部の�１３�１区で，第１０４号土壙墓の南西側２�に位置している。

確認状況　表砂を６．８�除去後，標高３．５�で人骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北東頭位北西面右側臥屈葬で埋葬されていた。頭蓋骨の破片が北東側で出土していることから推

測される。

性別と年齢　性別不明　乳児（６ヶ月未満）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認されたが，腐朽していた。頭蓋骨

は薄く，縫合は弱かった。確認できた１０本の歯は乳歯であり，ほと

んどの歯は歯冠だけ形成されている。乳中切歯は歯根の成長始めで

ある。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。

第１０４号土壙墓に近接し，０．５�高い位置で確認されていることか

ら，第１０４号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えられる。

第１００号土壙墓　４区ＳＫ－４６８（第４２３図）
位置　調査区北部の�１３�２区で，第３７号土壙墓の北側４�に位置している。

確認状況　表砂を８．６�除去後，標高３．６�で人骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。
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第４２１図　第９８号土壙墓・出土遺物実測図

第９８号土壙墓出土遺物観察表（第４２１図）

第４２２図　第９９号土壙墓実測図



―３５５―

埋葬の状況　北頭位で埋葬されていた。頭蓋骨の破片が北側から，上

肢骨が南側から出土したことから推測される。

性別と年齢　性別不明　幼児（１歳半頃）

遺骸の特徴　頭蓋骨と四肢骨の一部が残存していた。腐朽しており，

計測は困難であった。歯は１４本確認でき，乳歯である。第１乳臼歯が

萌出完了しており，第２乳臼歯は未萌出である。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第

３７号土壙墓より０．９�低い標高で確認されている。

第１０１号土壙墓　４区ＳＫ－５００（第４２４図）
位置　調査区北部の�１３�２区で，第９２号土壙墓の西側５�に位置している。

確認状況　表砂を１１．２�除去後，標高３．４�で人骨を確認した。掘り込みの有無

は確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位西面右側臥屈葬で埋葬されていた。

性別と年齢　女性ヵ　老年

遺骸の特徴　ほとんどの骨が腐朽しており，計測が困難であった。頭蓋骨の縫合

線は癒着しており，四肢骨は細く華奢である。歯は永久歯で，９本確認した。下

顎左側は第３大臼歯まで萌出している。第２小臼歯，第１大臼歯，第３大臼歯は

生前に脱落し，その後歯槽骨が閉鎖している。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第９２号土壙墓

より０．１�低い位置で確認されている。

第１０２号土壙墓　４区ＳＫ－５１１（第４２５図）
位置　調査区北部の�１３�４区で，第１０３号土壙墓の北西側１�に位置している。

確認状況　表砂を７．２�除去後，標高３．４�で人骨を確認した。掘り込みの有無は

確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位西面右側臥屈葬で埋葬されていた。

遺物出土状況　古銭２枚が胸部前面から出土している。

性別と年齢　性別不明　若年（１３～１７歳）

遺骸の特徴　頭蓋骨と椎骨，四肢骨の一部が確認されたが，腐朽していた。歯は永久歯で，上顎下顎とも左右

の中切歯から第２大臼歯まで萌出している。第３大臼歯は歯槽に確認でき，歯冠が形成された段階で未萌出で

ある。

所見　判読できた古銭の中では，永樂通寳（初鋳年　１４０８）が最新銭である。古銭は埋葬に伴う六道銭として

の性格が考えられる。第１０３号土壙墓と近接し，同じ標高で確認されていることから，同時期に埋葬された可

能性が考えられる。
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第１０３号土壙墓　４区ＳＫ－５１２（第４２５図）
位置　調査区北部の�１３�４区で，第１０２号土壙墓の南東側１�に位置している。

確認状況　表砂を７．２�除去後，標高３．４�で人骨を確認した。掘り込みは確認できなかった。

埋葬の状況　北東頭位北西面右側臥屈葬で埋葬されていた。

遺物出土状況　土師質土器７点（内耳鍋）と古銭４枚が，人骨確認の段階で人骨周辺に散在するように出土し

ている。

性別と年齢　男性ヵ　熟年

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。腐朽しており，計測は困難であった。乳様突起が大きく，四肢骨も

太い。歯は永久歯で，上顎下顎とも左右の中切歯から第２大臼歯まで萌出している。第３大臼歯は生前から萌

出していないと考えられる。全体の歯に摩耗がみられ，歯周疾患も認められた。

所見　判読できた古銭の中で，最新銭は政和通寳（初鋳年　１１１１）である。古銭と土師質土器片は，埋葬時の

混入と考えられる。第１０２号土壙墓と近接し，同じ標高で確認されていることから，同時期に埋葬された可能

性が考えられる。

第１０４号土壙墓　４区ＳＫ－５１５（第４２６図）
位置　調査区北部の�１３�２区で，第９９号土壙墓の北東側２�に位置している。

確認状況　表砂を１１�除去後，標高３�で人骨の頭部を確認した。掘り込みは確認できなかった。

埋葬の状況　北東頭位北西面右側臥屈葬で埋葬されていた。

性別と年齢　女性　壮年
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遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。腐朽しており，計測は困難

であった。前頭骨の眉弓隆起は弱い。四肢骨が細く，上腕骨は華奢で

ある。歯は永久歯で，上顎下顎ともに左右の中切歯から第３大臼歯ま

で萌出している。上顎右側第２小臼歯と第１大臼歯，下顎左側第１大

臼歯がう歯であり，それ以外の歯にもう蝕が認められる。上顎下顎と

も歯槽膿漏が見られる。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第

９９号土壙墓より０．５�低い位置で確認されており，第９９号土壙墓と前

後して埋葬された可能性が考えられる。

第１０５号土壙墓　４区ＳＫ－５１８（第４２７図）
位置　調査区北部の�１３�２区で，第８０号土壙墓の南東側８�に位置している。

確認状況　表砂を９．６�除去後，標高３．１�で人骨を確認した。

掘り込みは確認できなかった。

埋葬の状況　北東頭位の屈葬で埋葬されていた。

性別と年齢　男性　老年

遺骸の特徴　頭蓋骨を除く下顎とほぼ全身骨格が確認された

が，腐朽していた。四肢骨は太くたくましい。歯は永久歯で，

下顎は中切歯から第３大臼歯まで萌出している。右側の第１～

３大臼歯は著しい歯周疾患であり，すべての歯が摩滅してい

る。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明であ

る。第８０号土壙墓より０．４�低い位置で確認されている。

第１０６号土壙墓　４区ＳＫ－５１９（第４２８図）
位置　調査区北部の�１３�２区で，第９０号土壙墓の南側２�に位置している。

確認状況　表砂を１１．１�除去後，標高３�で人骨を確認した。掘り込みの有無は

確認できなかった。

埋葬の状況　北東頭位仰臥の状態で埋葬されていた。骨盤は頭蓋骨より０．２�低

い位置から出土している。

性別と年齢　性別不明　少年から若年（１２～１３歳）

遺骸の特徴　頭蓋骨と上肢骨の一部が確認された。腐朽しており，計測は困難で

あった。歯は永久歯で，２７本残存していた。上顎下顎ともに左右の中切歯から第

２大臼歯まで萌出している。第３大臼歯は，歯冠が形成され，未萌出である。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第９０号土壙墓

より０．９�低い位置で確認されている。
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第１０７号土壙墓　４区ＳＫ－５２１（第４２９図）
位置　調査区北部の�１２�０区で，第７０号土壙墓の南西側４�に位置している。

確認状況　表砂を７．７�除去後，第１５号建物跡の下層０．６�の標

高４�で，人骨を確認した。

規模と形状　長径０．４１�，短径０．３７�の楕円形で，深さは１５��

である。

埋葬の状況　北東頭位俯臥屈葬で埋葬されていた。

覆土　黒�層を主体とした黒色土�が不規則に混じる堆積状況

で，埋葬時の埋め戻しであると考えられる。

性別と年齢　性別不明　乳児（６ヶ月頃）

遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。腐朽しており，計測

は困難であった。歯は乳歯で，上顎下顎ともに左右の乳切歯か

ら乳犬歯まで萌出しており，第１乳臼歯は未萌出である。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明であ

る。第１５号建物跡構築前の埋葬である。

第１０８号土壙墓　４区ＳＫ－５２２（第４３０図）
位置　調査区北部の�１３�４区で，第９７号土壙墓の北西側２�に位置している。

確認状況　表砂を１３．２�除去後，標高４．２�で人骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北東頭位で埋葬されていた。頭蓋骨の破片が北東側から，四

肢骨と体幹骨が南西側から出土したことから推測される。

性別と年齢　性別不明　幼児（３～４歳）

遺骸の特徴　頭蓋骨の破片と歯，四肢骨・体幹骨の破片が残存していた。

歯は２３本確認された。上顎左側と下顎右側の第２乳臼歯が萌出しており，

永久歯の第１大臼歯は未萌出である。

所見　副葬品が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第９７号

土壙墓に近接し，０．６�低い位置で確認されていることから，第９７号土壙

墓と前後して埋葬された可能性が考えられる。

第１０９号土壙墓　２区ＨＫ－１（第４３１図）
位置　調査区北部の�１１�４区で，第１号土壙墓の東側２�に位置している。

確認状況　表砂を４．１�除去後，標高３．７�で人骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　北頭位仰臥屈葬で埋葬されていた。

遺物出土状況　古銭４枚が右手付近から出土している。

性別と年齢　女性　熟年
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遺骸の特徴　ほぼ全身骨格が確認された。腐朽しており，計測は困難であった。頭蓋骨は薄く，四肢骨は細く

華奢である。歯は永久歯で，１６本が残存している。下顎右側の第２大臼歯が萌出しており，歯の摩耗が著し

い。

所見　判読できた古銭の中で，最新銭は洪武通寳（初鋳年　１３６８）である。古銭は埋葬に伴う六道銭としての

性格が考えられる。第１号土壙墓より標高が０．１�程低いことから，第１号土壙墓の埋葬と前後して埋葬され

た可能性が考えられる。
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（２）土壙

　　出土した動物遺骸の中で，丁寧な埋葬の状況を確認できた馬５体，犬１体について，その概要を以下に

記述する。

第１号土壙　２区ＳＫ－２６７（第４３２図）
位置　調査区中央部の�１３�５区で，第２号製塩跡の南東側１８�に位置している。

確認状況　表砂を３．５�除去後，標高７．６�で馬骨の頭部を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　頭位は北方向で，前肢骨と後肢骨を西側に向け，椎骨を東側にした状態で埋葬されていた。尾椎

付近にウバガイが出土している。

雌雄と年齢　雄　５～６歳

遺骸の特徴　ほぼ１個体分が確認された。頭蓋骨や四肢骨，体幹骨が残存していた。上顎下顎ともにすべての

切歯・犬歯・小臼歯・大臼歯の萌出が認められた。

所見　土壙に伴う遺物が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。
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第４３２図　第１号土壙実測図
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第２号土壙　４区ＳＫ－９７（第４３３図）
位置　調査区北部の�１２�７区で，第５９号土壙墓の南側２�に位置している。

確認状況　表砂を１０�除去後，標高４．２�で馬骨の頭部を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　頭位は南東方向で，前肢骨と後肢骨を北東側に向け，椎骨を南西側にした状態で埋葬されてい

た。

遺物出土状況　土師質土器１点（擂鉢）が尾椎付近に出土している。

雌雄と年齢　雄　１７～１８歳

遺骸の特徴　ほぼ１個体分が確認された。頭蓋骨や四肢骨，体幹骨が残存していた。上顎下顎ともに切歯・犬

歯・小臼歯・大臼歯が萌出している。歯の脱落も認められる。

所見　１６８５は，出土状況から埋葬時の混入と考えられる。第５９号土壙墓より０．４�低い位置で確認され，第５９

号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えられる。

第３号土壙　４区ＳＫ－４０７（第４３４図）
位置　調査区北部の�１３�５区で，第８９号土壙墓の南西側２�に位置している。

確認状況　表砂を６．３�除去後，標高３．６�で馬骨を確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。窪地に馬

を横たえて埋葬した状態であった。
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第４３３図　第２号土壙・出土遺物実測図
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埋葬の状況　頭位は北方向で，前肢骨と後肢骨を東側に向け，椎骨を西側にした状態で埋葬されていた。

雌雄と年齢　雄　１８～１９歳

遺骸の特徴　ほぼ１個体分が確認された。頭蓋骨や四肢骨，体幹骨が残存していた。歯は，上顎左側の残存が

良好で，切歯・犬歯・小臼歯・大臼歯が萌出している。歯の脱落も認められる。

所見　土壙に伴う遺物が確認されなかったので，埋葬の時期は不明である。第８９号土壙墓より０．２�高い位置

で確認されており，第８９号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えられる。
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第４３４図　第３号土壙実測図
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第４号土壙　４区ＳＫ－４５５（第４３５図）
位置　調査区北部の�１３�４区で，第９８号土壙墓の南東側２�に位置している。

確認状況　表砂を７．４�除去後，標高３．６�で馬骨の頭部を確認した。遺骸を埋葬した土壙の最下部を覆土の色

の違いから認めることができた。

埋葬の状況　頭位は北東方向で，前肢骨と後肢骨を西側に向け，椎骨を東側にした状態で埋葬されていた。

覆土　２層に分層される。２層目は，黒色土�，黒色土�，砂�がブロック状に堆積していることから，埋葬

時の埋め戻しと考えられる。
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第４３５図　第４号土壙・出土遺物実測図
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遺物出土状況　陶磁器片１点（青磁連弁文碗）が脊椎骨の東側から出土している。

雌雄と年齢　雄　６～７歳

遺骸の特徴　ほぼ１個体分が確認された。頭蓋骨や四肢骨，体幹骨が残存していた。歯は，上顎左右の切歯・

犬歯・小臼歯・大臼歯まで萌出していた。

所見　２７９２は，出土状況から埋葬時の混入と考えられる。第９８号土壙墓より０．２�高い位置で確認されており，

第９８号土壙墓と前後して埋葬された可能性が考えられる。

第５号土壙　４区ＳＫ－５１７（第４３６図）
位置　調査区北部の�１３�２区で，第１０１号土壙墓の北側

２�に位置している。

確認状況　表砂を８．２�除去後，標高３．１�で馬骨を確認

した。掘り込みの有無は確認できなかった。表砂除去の

際，頭蓋骨が損傷を受けた。

埋葬の状況　頭位は北方向で，前肢骨と後肢骨を西側に

向け，椎骨を東側にした状態で埋葬されていた。

雌雄と年齢　雄　７～８歳

遺骸の特徴　ほぼ１個体分が確認された。歯は，切歯・

犬歯・小臼歯・大臼歯まで萌出している。

所見　土壙に伴う遺物が確認されなかったので，埋葬の

時期は不明である。

第６号土壙　３区ＳＫ－４４（第４３７図）
位置　調査区北部の�１３�３区で，第１３号土壙墓の南東側

６�に位置している。

確認状況　表砂を４．３�除去後，標高４．１�で犬の骨格を

確認した。掘り込みの有無は確認できなかった。

埋葬の状況　頭位は北東方向で，前肢骨と後肢骨を南東

側に向け，椎骨を北西側にした状態で埋葬されていた。

雌雄と年齢　不明　成犬

遺骸の特徴　ほぼ１個体分が確認された。頭蓋骨や四肢

骨，体幹骨が残存していた。歯の残存状態も良好であっ

た。

所見　土壙に伴う遺物が確認されなかったので，埋葬の

時期は不明である。
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４　畝状遺構

　　当初，整地面（���１０）として調査を開始したが，平行する畝状の高まりが確認されたため，畝状遺構と

して捉え，この項で報告する。

畝状遺構　２区ＨＫ－１０（第４３８・４３９図）
位置　調査区中央部�１１�４～�１１�５区に位置している。

確認状況　表砂を３�除去し，標高約４．２～４．４�から黒色土面を確認した。さらに，黒色土面を除去すると標

高約３．９～４．４�から，長さ約９．５�の平行する５本の畝と４本の畝間の畝状遺構が確認された。畝は，西に向

かって緩やかに傾斜している。

規模と施設　黒色土の範囲は，南北８．５�，東西５�，畝状遺構の位置する範囲は，南北３．５�，東西５�であ

る。畝幅は１２～４０��，畝間幅は３０～４０��で，長さは最大３．１�，畝高は１０��である。

堆積状況　主体となる第２層は，厚さ約１０��の黒色土混じりの砂層である。第１層は飛砂により畝間に堆積

した砂�層，第４層は整地面を構成する黒色土�層である。

遺物出土状況　土師質土器片１４点（皿１２，内耳鍋２），陶器片２点（皿），石器２点（砥石），金属製品５点

（鉄鍋１，古銭４）が出土している。１１６３～１１６５・１１６７は北部の覆土中から出土しており，１１６３は口縁部のみで

ある。１１６１は西部の黒色土中，１１６６は中央部の黒色土面から出土している。古銭のうち，１１６４の「永樂通寳」

が最新銭である。その他の土師質土器片は細片のため，図示できなかった。
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第４３８図　畝状遺構実測図
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所見　プラント・オパール分析では，イネ科の植物が栽培されていた可能性が指摘された。東部の黒色土面

は，畝を形成するための土壌を保管しておいた可能性がある。
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第４３９図　畝状遺構出土遺物実測図
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